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共産党と開会式
打算的な擬態に
過ぎない

株価が映す世界
経済のリスクに備
えよ

ＩＳＳ参加延長　安
保面の国際協調
も深めたい

忘れられる権利
ルール整備へ議
論が必要

インフラ老朽化
確実な保守点検
で命守れ

抜本改革が急務
のＦＩＦＡ

中国大気汚染
環境改善を遅ら
せる強権統治

ＡＳＥＡＮ　平和と
繁栄の共同体に

国際開発目標
新たな１５年の戦
略広げよ

原油安の負の影
響にも警戒を怠る
な

障害者虐待　通
報者を守る仕組
みを

司法試験漏洩
有罪判決を機に
再発防止図れ

郵貯限度額　懸
念残る引き上げ
判断だ

政府機関の地方
移転に本腰を

３０％目標の断念
「輝く女性」の看板
が泣く

郵貯限度額上げ
運用資産増には
リスクもある

慰安婦問題合意
日韓は一層歩み
寄りを
トンネル火災　ＪＲ
対応　適切だった

裁判員裁判　死
刑と向き合う機会
に

政活費の報酬化
非常識な前例を
作るな

笹子事故判決　イ
ンフラ管理者への
警鐘にも

防衛費５兆突破
聖域化は認めら
れない

保育事故検証
実ある制度に育
てよう

防衛費５兆円　納
得いく説明がほし
い

男女共同参画
働き方の見直しを
加速したい

生活保護減額
配慮欠く冬季加算
切り

高浜原発　再稼
働に反対する

東芝不正会計
市場守る監査に
立ち返れ

文科省は国立大
をどこに持ってい
くのか

くい不正報告書
元請けの責任が
大きい

２０１５回顧・世界
テロと不正が衝撃
を与えた年

道開発予算　地
域への後押しが
重要

防衛費５兆円超
どこまで膨張する
のか

公文書管理法
霞が関をもっと透
明に

拉致問題　またも
むなしく越年する

中国で強まる言
論への圧力

ゆうちょ限度額
政治の思惑で動
かすな

防衛費５兆円　同
盟強化に役立つ
装備調達に

辺野古移設訴訟
沖縄の「戦後」問
う場に

日本の宇宙開発
「はやぶさ」をシ
リーズに

慰安婦問題　日
韓で歴史的な合
意を

「慰安婦」協議
原則外れた妥結
許されぬ

住宅政策の転換
を大胆に進めると
きだ

国と沖縄の係争
門前払いは役割
放棄だ

監査法人課徴金
最大手でこの体た
らくとは

ＴＰＰ影響試算
楽観論は不信招く
だけ

防衛費５兆円　聖
域化は許されない

高浜原発再稼働
へ　差し止めの解
除は当然だ

注文受け止め万
全の再稼働を

男性の育児休暇
国会議員こそ率
先して

高浜再稼働へ
「差し止め」覆す
合理的決定だ

高浜の司法判断
再稼働は許される
のか

予算と税制　国民
を見くびるのか

１６年度予算案
税収増で規律が
緩んだ

大飯・高浜原発
安全は“神話”の
ままだ

政府予算案　成
長見通しが甘くな
いか

高浜原発訴訟
司法の役割はど
こへ

高浜で逆転決定
絶対安全の保証
でない

政府予算案　財
政健全化は手付
かず

原発再稼働　司
法のお墨付きで
はない

千代田区での暴
挙　お手盛り報酬
認めるのか

監査法人はなれ
合い排し虚偽を見
抜け

新しい瀬戸内法
理念転換で豊か
な海へ

米の武器台湾へ
地域の安定へ関
与が不可欠だ

診療報酬改定
患者負担を抑制し
たい

自民の歴史検証
誤った発信は慎ま
ねば

資産公開の廃止
許されぬ説明責
任の放棄

韓国憲法裁の判
断　「国の約束」
違えぬ流れに

五輪の経費は丁
寧な説明を

子どもの貧困対
策　一歩前進だが
足りない

韓国憲法裁判決
却下で「反日」火
種は回避した

笹子訴訟判決
施設管理者への
警鐘だ

世界農業遺産
地域のチカラ見直
そう

中国の大気汚染
日中韓連携を生
かしたい

新国立競技場
耳を傾け続けよ

ＩＳＳ計画　「存在
感」つなぐ構想描
け

再生エネ買い取り
の入札制は限定
的に

高浜で知事同意
不自然な駆け込
み表明

新国立競技場
次世代の聖地に
育てていこう

中国土砂崩れ
ずさん管理が悲
劇招く

新国立競技場
気も財布も引き締
めて

介護と仕事　両立
支援は厚く多様に

新国立案決定
前を向き直す契
機となれ

悩む中国が透け
る経済会議

新国立競技場
やっと出発点に立
てた

沖縄振興予算
自立的発展へ有
効かつ適正に

新国立競技場
教訓生かし建設
推進を

子ども貧困対策
乏しい「未来への
投資」

地域と学校　教育
に多様な論議を

ドローン規制　有
効利用との両立を
図れ

医師の報酬引き
上げは妥当なの
か

日銀の「補完策」
リスクが高まる一
方だ

五輪エンブレム
免責できぬ「隠れ
シード」不正

橋下氏の「引退」
政界との距離に
違和感

選挙制度改革
抜本的な「手術」
を求む

ふるさと納税　税
収差是正は抜本
策で

裁判員判決の死
刑　制度定着へ
執行は粛々と

死角多い高層ビ
ルの地震対策

政治活動届け出
１８歳選挙権にそ
ぐわぬ

診療報酬改定
地域医療を守る
視点が重要だ

知床自然大学
開学の意義を訴
えねば

リニア本格着工
環境保全も貫く工
事に

個人情報流出
自治体は体制の
点検を

三大感染症対策
保健外交の財産
生かそう

１３０万円の壁
現状に合わない
制度だ

日豪首脳会談
経済と安保で「特
別な関係」に

衆院選制度改革
「格差」是正が最
優先だ

民泊の広がり　Ｙ
ＯＵを招くのなら

子供未来基金
信頼感が欠かせ
ない

政府機関の移転
役所まかせでは
進まない

高層ビルと地震
長周期のこわさ認
識を

高層ビルの安全
長周期地震動へ
の備えを急げ

八角理事長　活
性化は土俵充実
から

思いやり予算　増
額では理解得ら
れぬ

衆院選挙制度
答申を尊重し、実
行を

衆院定数是正案
与野党は直ちに
着手せよ

スマホ料金の引き
下げは競争促進
で

ドローン規制　活
用との両立図りた
い

２０１５回顧・日本
喜びと不安が交
錯した１年

補正予算案　ばら
まきの色彩が強
い

補正予算案　まる
で選挙対策だ

長周期地震動
揺れへの備え徹
底したい

イランは核合意履
行を確実に

高齢者の移住
地域に溶け込ん
だ形で

軽減税率　３党合
意にも違反してい
ない

市電のループ化
効果の分析が欠
かせぬ

日銀の補完策
出口が遠のくばか
りだ

携帯料金引き下
げ　利用者間の
不公平なくせ

わかりにくさ拭え
ぬ日銀の緩和補
完策

活字文化と税
「知」の普及妨げ
ぬよう

携帯料金軽減策
利用者間の不公
平解消したい

道新幹線ダイヤ
急ぎたい２次交通
充実

補正予算案　選
挙目当てでは困
る

日銀追加策発表
信用を損なう危う
い手法

橋下氏の引退
劇場型政治の功
罪

米国利上げ　新
興国への影響見
極めよ

韓国の言論の自
由に疑念残る

衆院改革答申案
現実的な策では
ないか

衆院選制度改革
格差の是正へ党
利党略を排せ

産経記者に無罪
言論脅かす訴追
やめよ

中国の「脱貧困」
真の「共同富裕」
には

ＡＳＥＡＮ　６億の
共同体が船出す
る

米国の利上げ　な
お残る出口のリス
ク

米ゼロ金利終了
政策の正常化を
着実に

産経前支局長
無罪を対日駆け
引きに使うな

ＪＲ脱線の報告
防止へ関係機関
連携を

米国の利上げ／
世界経済の動向
より注意を

米利上げ決定　マ
ネーの動きに警
戒を

産経前支局長無
罪　報道の自由
理解した判決

産経記者判決
無分別な訴追終
結を

産経記者の裁判
無罪でも釈然とし
ない

米ゼロ金利解除
「出口」迎えた異
例の危機対応

米国の利上げ
正常化の歩みは
慎重に

産経記者無罪
日韓改善につな
げたい

米ＦＲＢ利上げ
慎重運転せざるを
得ない

新国立競技場
選手と観客第一
に選考を

「夫婦別姓」の議
論に終止符を打
つな

与党税制大綱
出版物の「軽減」
対象も検討を

思いやり予算　目
に余る大盤振る
舞い

夫婦同姓「合憲」
という最高裁判断
は妥当　家族の
意義と「絆」守った

「民主主義のコメ」
として

夫婦同姓合憲
司法判断と制度
の是非は別だ

「夫婦別姓」訴訟
疑問残した最高
裁判断

軽減税率　「再分
配」を考えていく

地方経済の活性
化に役立つ銀行
再編を

堺市の情報流出
持ち出し規制を厳
格に

中国軍機構改革
対米挑戦姿勢は
緊張を高める

コメの生産調整
飼料用の偏重は
疑問だ

新国立競技場
透明性は担保さ
れるか

東アジア交流　往
来の大変化を生
かそう

辺野古と環境
「宝の海」を失うの
か

新たな五輪モデ
ルの一歩に

日印原子力協力
平和利用の保証
がない

仏極右政党伸長
「反移民」が揺さ
ぶるＥＵ社会

政党の役割　口
出しは反感招くだ
け

日印原子力協定
不拡散の根幹が
揺らぐ

モーターショー
九州から開く「未
来の扉」

日印首脳会談
原発協力は戦略
的関係の柱だ

日印原子力協定
被爆国の使命忘
れるな

パリ協定採択　世
界全体で目標を
達成しよう

温暖化防止合意
「パリ」を土台に前
進を

2015/12/14

軽減税率　原点を
忘れた政治決着

地方移住　大型
造成ありきとする
な

日印の原子力協
定は非核のルー
ル厳格に

軽減税率　党利
党略で理念ゆが
む

世相に見る一年
安心安全な未来
のために

「紅白」が聞こえた
夜　大みそかに考
える

チェック機能不全
／過度な行政優
位に危うさ

青年協力隊５０年
課題検証し多様
な援助を

障害者雇用率／
全国最低は見過
ごせない

軽減税率の教訓
痛税感の背後に
ある不満

保育と介護の充
実／担い手と財
源の裏付け示せ

国際社会とＩＳ　テ
ロから世界を

教育への公的支
出／投資の視点
で拡充の議論を

子ども貧困基金
／振るわぬ寄付
責任は政府に

高浜原発再稼働
へ／安全のお墨
付きではない

２０１６年度予算
案　社会底上げ
の視点足りぬ

与野党への注文
脱「決めすぎ政
治」の勧め

憲法軽視の「一
強」政治　安倍内
閣３年

来年度政府予算
案／これでは財
政健全化は遠い

慰安婦問題協議
／妥結へ、日韓
双方歩み寄れ

防衛費５兆円　特
別扱いしてはなら
ない

衆院選挙制度
抜本改革こそ「近
道」では

歴史に学びたい
寛容　年のおわり
に考える

ＪＲ山田線脱線／
復旧への道筋早
期に示して

あかつき」成功
金星の謎解明に

空襲被害を見捨
てては　週のはじ

雇用の荒廃／「求
人詐欺」の対策強

休み

「パリ協定」採択
歴史的転換の意
義と責任

さあ、舞台は整っ
た　温暖化対策パ
リ協定

「パリ協定」合意
／出発点の認識
で取り組もう

辺野古移設訴訟
／自治の在り方
問う機会にも

世界農業遺産
九州３県連携で活
性化を

もう一つのノーベ
ル賞　年のおわり
に考える

中間貯蔵用地交
渉／契約まだ２２
人対応遅過ぎる

回顧２０１５　「平
和」を考え続けた
い

民法最高裁判決
多様な家族のあり
方とは

時代に合わせ柔
軟に　家族と法と
最高裁

夫婦同姓合憲／
性差別解消へな
お努力必要

補正予算案決定
／それもこれも選
挙対策か

民維統一会派
「看板替え」にとど
めるな

私たちは忘れない
週のはじめに考え
る

男女共同参画／
第４次基本計画
実効性が肝

軽減税率　生活
守る制度の定着
図れ　財源確保に
与党は責任もて

軽減税率　円滑
導入で増税の備

東京一極集中の
是正　多極化へ
もっと本気を

2015/12/30

２０１５―２０１６
深くねむるために

戦後７０年が終わ
る　過去との穏や
かな対話を

2015/12/31

日韓外相会談
真の和解へ向け
た一歩に

従軍慰安婦問題
で合意　「妥結」の
重さを学んだ

慰安婦問題合意
／誠実に履行し
不信解消を

2015/12/23

2015/12/24
野生動物による
被害　人との関係
結び直すには

１６年度予算案
成長基盤の強化
を急ぎたい

縦割り排し社会保
障・税一体改革を

２８年度予算案
大胆な歳出改革
進めよ

2015/12/25

2015/12/26

2015/12/27

山積するＡＳＥＡＮ
共同体の課題

国民を守る体制
へ舵は切った　次
は憲法９条改正
へ歩を進めよ

2015/12/28

慰安婦問題の合
意　歴史を越え日
韓の前進を

慰安婦日韓合
意、本当にこれで
最終決着か　韓
国側の約束履行
を注視する

「慰安婦」決着弾
みに日韓再構築
を

慰安婦問題　日
韓の合意を歓迎
する

慰安婦問題合意
韓国は「不可逆的
解決」を守れ

2015/12/29

2015/12/16

夫婦同姓は合憲
国会は見直しの
議論を

「夫婦同姓」の最
高裁判決　時代に
合った民法を

2015/12/17

米利上げの波を
乗り切るには

前支局長に無罪
言論自由守る妥
当判決だ　普遍的
価値を共有する
契機に

2015/12/18

2015/12/19

2015/12/20

世界を覆うポピュ
リズムの弊害

2015/12/21

軽減税率で与党
合意　「欧州型」2015/12/13

温暖化対策パリ
協定　地球規模で
合意実行を

低炭素社会へ変
革を促すパリ協定

「パリ協定」採択
日本の知と技術
で魂を　実効的な
運用が成否の鍵
だ

温暖化対策の新
合意　危機感共
有の第一歩だ

2015/12/15
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日印原発協力
核不拡散の原則
を壊す

日印首脳会談
協力強化への弾
みつけた

ベネズエラは立ち
直れるか

受動喫煙防止
意識高める美唄
の条例

秘密法１年　疑念
はぬぐいきれない

民主・維新会派
政権担う基本理
念見えぬ

起業の裾野を広
げる工夫がもっと
要る

ネット上の中傷
有効な救済策が
必要だ

教員育成答申案
急増する若手の
能力底上げを

大学の軍事研究
安易な協力は許
されぬ

民・維統一会派
野党結集の核と
なれ

与党税制協議
理念の見えない
迷走劇に

新興国経済　借
金頼みからの脱
却を

水際警備　靖国
事件は重大な警
鐘だ

過重労働を改め
る機会に

ワタミ和解　ブラッ
ク企業の一掃を

中国の原発増設
世界を席巻する
日が来るのか

ばんえい不正　手
綱締めて再発防
止を

米銃乱射テロ　悲
劇は武器がもたら
す

ワタミ過労自殺
企業社会全体へ
の警鐘だ

中国大気汚染　こ
れは体制の問題
だ

ワタミ和解　過重
労働排する環境
作れ

関空運営権売却
空港改革へのモ
デルに

ワタミ自殺和解
「ブラック企業」根
絶の契機に

税制改正大綱
所得再分配の視
点欠く

与党税制大綱
党利党略で決ま
るのか

日印原子力協定
ＮＰＴを空洞化さ
せるな

ドローン規制　活
用とのバランスを

あかつき　惑星探
査で存在感を示
せ

あかつき再挑戦
金星のなぞ解明
に期待

三省堂教科書
採択の公平性を
損なう謝礼金

あかつき周回へ
金星の謎を解明し
たい

共生社会へ　「手
話は言語」を法律
に

民泊の活用　ルー
ルづくりを急ぎた
い

ワタミ謝罪　ブラッ
ク根絶の一歩に

三重の学校捜索
実態見えぬ特区
では困る

北京の空が問う
中国の環境対策
の実効性

欧州の極右躍進
排外主義拡大を
憂える

あかつき軌道に
金星の謎にどこま
で迫れるか

国連核決議　被
爆国の役割を果
たせ

ワタミ謝罪　経営
者の責任は重い

秘密法施行１年
積み残しの課題
なお重く

東京五輪　国民
参加の定着を

温暖化とＪＣＭ
日本の制度で地
球を救え

橋の溶接不良問
題の根は深い

秘密法と検査院
ここでも憲法の軽
視か

核燃料サイクル
国の関与で確実
に推進したい

ワタミ訴訟　「ブ
ラック」に強い警
鐘

翁長県政１年
「自治と基地」重
い問い

民間税調　何が
問題なのかを示し
た

東芝に課徴金　監
査の実態を明ら
かに

三省堂の謝礼問
題　教科書は内
容で勝負せよ

国民の理解得て
「日本型テロ対
策」徹底を

高木復興相　職
責果たすのは難
しい

東芝課徴金勧告
投資家を欺いたツ
ケは大きい

野党の結集　民
意の受け皿が必
要だ

「民間税調」提言
所得再分配を取り
戻せ

フードバンク　支
援網を全国に広
げたい

民維統一会派　よ
うやくの第一歩

東芝に課徴金　信
頼の回復はこれ
からだ

郵貯の限度額引
き上げ慎め

給付金３万円　矛
盾の多いばらまき
だ

「民泊」のルール
安全管理と地域
の理解が要る

ＦＩＦＡ汚職　組織
の根本的見直しを

温暖化対策　南
北の溝が埋まれ
ば

高木復興相　職
責を果たせるか疑
問だ

縄基地返還　危
険性は取り除けな
い

高木復興相　閣
僚続投の考えを
強調するが、本当
に重責を担えるの

課徴金でも幕引き
遠い東芝の虚偽
記載

１２・８　日米の傷
癒やす努力を

民・維統一会派
野党結集の基礎
となるのか

テロ対策　武力で
は解決できない

科学者と社会　責
任の意識培う努
力を

米大統領演説　テ
ロ浸透に危機感
共有を

原油の安値がは
らむリスク

民・維の合流論
党名より政策が大
切だ

米国のテロ対策
「イスラム国」の扇
動を許すな

新千歳民営化
議論を大いに進
めねば

低年金救済　実を
あげる努力を

山手線「新型車
両」　大動脈担う
確かな安全を

「開かれた科学」
で国の研究投資
を効率よく

秘密法適性評価
監視の懸念が消
えない

指定廃棄物　処
分促進で福島再
生に弾みを

火山防災　十勝
岳モデルに備えを

核燃サイクル　時
代は既に風と光
へ

ＦＩＦＡ汚職　解体
的出直ししかない

国際テロ対策　情
報機関の創設が
急務だ

ホール不足は工
夫で解決を

核燃料再処理
矛盾を拡大する
延命策

補正予算編成
バラマキで課題は
解決しない

司法取引　冤罪
の懸念が拭えな
い

サミット警備　隙
見せず、行き過ぎ
ず

シリア空爆　武力
でテロは絶てぬ

五輪の危機　東
京の成功で不信
拭おう

岩盤規制の打破
へ二の矢、三の
矢を放て

活発な住民投票
民意を補完する
手段に

ＥＣＢ追加緩和
政策協調で景気
失速を避けよ

自民の歴史検証
「修正主義」を疑
わせる

新国立競技場
説明責任、知事
の番だ

空覆う「スモッグ」
が如実に不安な
将来を予言

調査捕鯨の再開
は拙速だ

日中与党交流
対話重ね関係改
善を

沖縄米軍施設
目に見える負担
減に努めたい

虐待の通報　告
発者を守る仕組
みを

高浜原発　自治
体は同意を急ぐな

靖国爆発音　日
韓対テロ協力の
機会だ

ＥＣＢ頼みでは強
さ取り戻せぬ欧州
経済

米乱射事件　銃
の規制もテロ対策
だ

化血研の不正
医薬品メーカーと
して失格だ

北海道新幹線
追求したい４時間
切り

血液製剤不正
人の命を軽視す
るな

辺野古とカネ　移
設の陰の不透明
さ

インボイス　「益
税」に理解得られ
るか

生産性向上で最
低賃金上げを

法人減税　国民
の利益につなげ
よ

国内テロ防止　縦
割り排して総合力
を高めよ

年金運用の赤字
株重視はリスク大
きい

韓国教授起訴
歴史研究の多様
性守れ

血液製剤不正
巧妙な隠蔽への
対応を

化血研不正　厚
労省はなぜ見過
ごした

石油再編を世界
市場に挑む足が
かりに

国連調査先送り
政府の対応は不
可解だ

自治体財政　健
全化へ地道な努
力を重ねよ

化血研の不正
解体的出直しが
必要だ

辺野古訴訟　国
民への問い掛け
の重さ

地方金融機関
企業の育成が本
分だ

辺野古訴訟　「政
治闘争」の場では
ない

おごりが生んだ血
液製剤不正

化血研の不正
腐敗体質にメス入
れよ

火山研究者育成
異分野の人材を
活用しよう

米乱射事件　銃
規制強化の実現
こそ

化血研の不正
常軌を逸した捏造
と隠蔽

政府と沖縄県　地
方自治は存在す
るか

人民元の国際化
信認に値する改
革を急げ

ＣＯＰ21は「全員
参加」の合意を目
指せ

辺野古訴訟　沖
縄のあり方問う場
に

辺野古移設訴訟
「公益」を考慮した
司法判断を

道警不祥事続発
組織全体の意識
改革を

政治資金　不適
切収支が目に余
る

障害者の雇用
企業発展に多様
な人材を

法人減税加速
効果が見通せな
い

ーザー照射　危険
な妨害行為をや
めよ

混迷するブラジル
の政治経済

最低賃金引き上
げ　政府は旗を振
り続けよ

新国立競技場
着工へハードルを
一つ越えた

「辺野古」訴訟
基地負担の審理
尽くせ

新国立競技場
説明なくして納得
なし

Ｈ２Ａロケット　技
術力で国際市場
に挑め

温暖化とテロ　連
帯すべき二つの
脅威

法人減税前倒し
成長を促す投資
に充てよ

中国は国際通貨
にふさわしい改革
を急げ

小学生の暴力
社会問題ととらえ
よう

人民元の国際化
自由な取引へ金
融改革を図れ

秘密法完全施行
安保法とともに廃
止を

くい打ち不正拡大
／業界の「常識」
問い直しを

人民元の国際化
もう一段の改革努
力を

南極海調査捕鯨
国内外の理解を
深めねば

水木さん　伸びや
かに異界見せた

パリに１５０首脳
対テロ団結の決
意示した

実効ある心の健
康対策を

新国立競技場
都民の声も反映さ
せよ

パリ首脳外交　対
テロ連帯アピール
する場に

農業人口減少
担い手の育成急
がねば

障害者の虐待
通報には誠実な
姿勢で

工藤会標章事件
市民の信頼つな
ぎ留めよ

予算の見直し　主
導するのは政治
だ

教員の育成策
「高め合う」学校
へ改革を

ネットの有効活用
で地方交通を便
利に

企業献金の増加
逆戻りした自民と
財界

欧州難民問題
試練受ける「域内
移動の自由」

自民党６０年　「国
民政党」の志を再
び

ストレスチェック
活用し未然に防ご
う

ストレス検査　「心
の健診」根付かせ
たい

中国人ビザ　不可
解な発給拒否

拉致と日朝合意
いつまで待てとい
うのか

寄付の文化を定
着させたい

ＣＯＰ２１開幕　実
効性あるパリ合意
に

ＣＯＰ２１開幕　新
興国も責任果た
す枠組みに

官民対話　圧力
受け投資とは驚く

性的少数者　共に
生きる存在として

自民党６０年　多
様性や柔軟性は
どこへ

自民党６０年　敵
対から統合への
道を

自民立党６０年
保守進める力量
を高めよ

メダルの数に執着
せぬ五輪を

人民元の国際化
改革を後押しする
力に

円借款改革　国
際受注競争へ機
動性高めよ

銀行の政治献金
立場考え自粛す
べきだ

ＣＯＰ２１　日本も
合意に貢献を

補正予算編成
「緊急性」の説明
が足りぬ

慎重に検討したい
「成人年齢」の引
き下げ

働く人と心の病
企業の意識を変
えよう

核廃棄物処分
現実的なフィンラ
ンドの判断

警察署再編計画
住民の安全安心
維持を

民泊の広がり　現
実みすえてルー
ルを

ＣＯＰ２１開幕へ
公平な「パリ合
意」実現を

バラマキ排し成長
力高める補正予
算を

小中教員定数
削減と課題克服
の両立を図れ

ＣＯＰ２１開幕へ
日本の貢献が不
可欠だ

賀原発　１号機廃
炉へ踏み出せ

オウム被告に無
罪　裁判員の意
義を問い直せ

民泊活用へルー
ル整備急げ

官民対話　賃上
げと投資増を実現
しよう

中国人民元　国
際通貨の責任自
覚を

１億総活躍　分配
とバラマキは違う

Ｈ２Ａロケット　宇
宙産業を「成長軌
道」に

政府の圧力は民
の活力をそぐ恐れ
がある

Ｈ２Ａロケット　競
争力を更に高め
たい

五輪基本方針　テ
ロ対策にも万全を
期したい

１億総活躍対策
裏付けなしの数値
目標

安保を問う　条約
なき盟約の危うさ

最低賃金千円に
正社員化と両輪と
言うが

診療報酬改定
納得できるメリハ
リを

最低賃金上げ
中小の環境整備
に全力を

対テロへ結束の
機運を逃すな

マイナンバー　遅
配に伴う混乱解
消を

軽減税率　不正
が横行しない制度
設計に

新幹線公聴会
「割高」指摘　無
視できぬ

原節子さん　戦後
を支えた銀幕の
人

韓国教授起訴
歴史研究を束縛
するのか

ロシア機撃墜　目
標見失わぬ冷静
さを

違憲状態判決
「土俵」への疑義
解消せよ

道筋も財源も不透
明な「一億総活
躍」対策

原節子さん　「戦
後」を映したス
ター

露軍機撃墜　非
難合戦を続けてい
る場合か

政府ＴＰＰ大綱
長期的視点こそ
が重要

１億総活躍会議
財源が示されてい
ない

就活見直し　通年
採用も検討に値
する

最低賃金　政府
の役割は大きい

総活躍と社会保
障　政策阻む原
因に向き合え

国産ロケットの競
争力磨け

ＴＰＰ政策大綱
農業の体質転換
を急げ

１億総活躍対策
財源と人材をどう
確保する

Ｈ２Ａ打ち上げ
宇宙産業の夢広
げたい

一人っ子」撤廃
根本問題は残っ
ている

住民訴訟　公金
支出の責任は明
確に

一票の不平等　い
つまで放置するの
か

ロシア軍機撃墜
「真の敵」見失わ
ず共闘を

ＴＰＰ対策は目標
より具体策が肝心
だ

露トルコ緊張　自
制し「対テロ連携」
を

ＴＰＰ政策大綱
輸出と海外展開
へ知恵を絞れ

ロシア軍機撃墜
対立回避へ自制
求める

一票の不平等
民意を反映する
制度に

１票の格差　小手
先是正ではもう限
界

先生を育てる　一
つの型にはめな
いで

ＴＰＰ政策大綱
攻めの戦略を深
化させよ

今度こそ１票の格
差を正せ

衆院選「違憲状
態」　国会は格差
是正を急げ

衆院選違憲状態
国会に制度改革
促した最高裁

衆院１票の格差
改革の停滞は許
されぬ

ロシア軍機撃墜
共通の敵を忘れ
るな

中小企業支援策
うまくいかない時
にこそ

またも組織不正／
利益優先のゆが
み直視を

法人税減税／国
民に広く効果の波
及を

増える児童虐待
／幅広い支援で
芽を摘もう

東日本大震災
被災弱者との共
生／地域社会の
役割を考えよう

軽減税率論議／
なおざりにされた
導入目的

金星の謎解明に
期待する

てては　週のはじ
めに考える

人詐欺」の対策強
化を

　
導入で増税の備
え万全に

１票の格差判決
／政治の自律的
な改革が必要

ＴＰＰ大綱決定／
議論の進め方が
もっと大切

最低賃金引き上
げ／大風呂敷で
終わらぬように

地球温暖化対策
国際合意で歴史
的一歩を

治に居て乱を求
めず　週のはじめ
に考える

フードバンク／育
成へ公的支援の
強化必要

沖縄の自治　基
地問題でも尊重し
たい

日本が取り残され
る　温暖化対策パ
リ会議

役所仕事点検／
無駄を生む無責
任こそ問題

ストレスチェック／
積極的に心の健
康づくりを

民・維の連携／ま
ず統一会派で信
頼回復を

出口は見えている
のか　英シリア空
爆

テロ対策強化／
国民の理解得て
最善策を

消費税と法人税
近視眼的な手法
の危うさ

農地集約へ税改
革／これで「不安
に寄り添う」か

ハンセン病　家族
の救済に光を当
てよ

成果主義の嵐の
あとに　週のはじ
めに考える

東日本大震災
帰還希望の低迷
／心の復興に手
厚い支援を

地場中間決算
収益増を賃金に
反映せよ

新幹線、北へ／
日常使いの「道
具」にしたい

米銃乱射事件
過激主義の芽を
摘むには

「サビタの記憶」が
描くもの　開戦７４
年に考える
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集団的自衛権
容認の正当性が
揺らぐ

靖国神社で爆発
音　テロと戦う法
改正を急げ

世界はパリで結
束し温暖化対策
打ち出せ

１億総活躍　実現
への具体策を示
せ

韓国朴教授起訴
自由な歴史研究
を封じるのか

くい打ち不正　官
民挙げて再発防
止を

初の商業衛星
広がる宇宙ビジネ
ス

南シナ海　日米は
「域外国」ではな
い

東アジア外交　分
断でなく理念の力
で

日豪２プラス２
「地位協定」で絆
を強めよ

変化を選んだアル
ゼンチン

テロと市民社会
憎しみで応えぬた
めに

Ｈ２Ａ打ち上げ
官民で商業衛星
の受注拡大を

増える「民泊」
ルールは安全最
優先で

金泳三氏死去
愛憎相半ばの対
日観

フリースクール
公認の条件どう整
えるか

五輪のメダル　政
府目標は必要か

エイズ対策と偏見
ゴシップ糧に立て
直そう

公共施設の利用
自由な意見交換
の場に

ハローワーク　国
と地方が雇用で
連携しよう

大阪維新の勝利
混乱の解消へ対
話こそ

子の問題行動
画一指導の危うさ

杭打ち不正　総力
を挙げ不安払拭
せよ

公共施設の利用
自由な意見交換
の場に

日豪２プラス２
安保協力を重層
的に進めたい

フリースクール
法制化で多様な
教育を

大阪維新勝利
対話と融和を最優
先に

東アジア首脳会
議　中国抑止へ
圧力継続せよ

連携して南シナ海
の秩序守れる体
制に

東アジアサミット
連携し航行の自
由守れ

大阪維新２勝　都
構想巡る対立再
燃が心配だ

道立病院の経営
住民の健康守る
視点で

大阪ダブル選　泥
沼の政争は終わ
りに

テロと日本　人道
支援でこそ連帯を

大阪維新完勝
確執捨て「前進」
を目指せ

大阪を巡る混乱
に終止符を

大阪維新２勝　対
話の政治へ転換
を

東アジア会議　南
シナ海で対中圧
力を強めよ

コンサ残留　Ｊ１へ
の土台築かねば

ダブル選後の国
政　野党は連携に
知恵絞れ

韓国の朴教授起
訴　自由な議論を
封じ不当だ

こまめな価格改定
で太陽光導入を
抑えよ

東京の環境計画
国上回る先進性
に期待

性犯罪再犯対策
きめ細かな更生
教育を進めよ

北方領土交渉
外交力が問われ
ている

勤労感謝の日
多くの働きに生か
される

ロシアは対テロ国
際協調を

広がる民泊　悪用
防ぐルール作りを

福島原発廃炉
適切な放射線管
理が不可欠だ

北の湖さん　土俵
愛し続けた大横綱

南シナ海問題　緊
張緩和の努力こ
そ

「民泊」の解禁
安全安心のルー
ル怠るな

無責任な仕事生
む建設業の構造
を変えよ

朴教授の起訴
歴史研究への介
入憂う

パリ同時テロ　「イ
スラム国」打倒へ
結束せよ

日米首脳会談
自衛隊の派遣は
疑問だ

南シナ海対応　自
衛隊ありきではな
く

東芝会計不正
長引いて良いこと
はない

歴史観の訴追
韓国の自由の危
機だ

ＴＰＰの拡大　質
高い基盤を根付
かせよ

日米の安保協力
を「面」に

ＡＳＥＡＮ共同体
緩やかな結束を
強みに

日米首脳会談
中国の海洋進出
に連携対処を

札幌人口減対策
実効性高める工
夫こそ

東芝の隠蔽体質
透明性こそ再生
の道

ミャンマー　「国民
和解」に指導力示
せ

パリ同時テロ　冷
静で着実な対処こ
そ

診療報酬　改定
へ国民の視点足
りぬ

環太平洋地域の
経済統合を着実
に進めよ

性犯罪再発防止
教育と治療の機
会作れ

ブラックバイト　学
生の不当な扱い
は許されぬ

共謀罪の新設　テ
ロ対策便乗許され
ぬ

「先生の数」論争
元気に働ける環
境こそ

タクシー減車　規
制強化で活性化
するか

子育てと介護　人
手と財源をどうす
る

日米首脳会談
航行の自由さらに
連携を

核のゴミ処分は国
民的議論を

南シナ海　中国は
議論を避けるな

ＡＰＥＣ　自由貿易
拡大はＴＰＰを軸
に

ＪＲ日高線　早期
復旧へ協議加速
を

中部空港の好機
潜在力を引き出そ
う

高齢者の犯罪
「貧困と孤立」を防
がねば

関空と伊丹　安全
で着実な飛躍を

ＡＰＥＣ首脳会議
「南シナ海」日米
が先導を

企業は長期の成
長へ投資をためら
うな

ＡＰＥＣ　開かれた
連携が重要だ

国内テロ対策　水
際を固めて発生を
阻止せよ

自民ＴＰＰ対策
応急措置だけで
済まぬ

ＴＰＰ農業対策
先を急ぎすぎでは
ないか

赤字の鉄路　地
域の知恵で足守
れ

「イスラム国」　壊
滅へ国際連携を
強めよ

安心できる老後の
住まいに

米欧露ＩＳ空爆
内戦終結見据え
協調を

辺野古法廷闘争
普天間の危険除
去こそ公益だ

介護離職ゼロ　担
い手確保の具体
策を

大阪ダブル選　大
都市自治考える
機会に

人民元の国際化
自由化を貫徹でき
るのか

テロとの戦いへＧ
20は決意を行動
に

辺野古で提訴　対
話解決を放棄した
国

日露首脳会談
プーチン氏の真意
が見えない

Ｇ２０テロ対策　シ
リア内戦の終結こ
そ

沖縄知事を提訴
基地負担を強い
る傲慢

テロと国際社会
シリア内戦の終結
を急げ

国内のテロ対策
官民で警戒水準
を高めよ

創作促す著作権
の仕組みを

地方創生の事業
「脱土建」で工夫
続けよ

Ｇ２０対テロ声明
国境管理の徹底
で封じ込めよ

「辺野古」提訴
沖縄との対話閉
ざすな

大学人と暴力団
倫理観に緩みは
ないか

介護離職ゼロ　施
設数を増やすだ
けでは

テロとシリア　内
戦の収束へ団結
を

ＧＤＰ連続減　停
滞脱却へ攻めの
戦略を

民需主導の成長
促す環境整備を
急げ

Ｇ２０テロ対策　国
際包囲網を立て
直せ

対「イスラム国」
米露の主導権争
いは不毛だ

ＧＤＰ連続減　経
済政策の徹底検
証を

ＧＤＰマイナス
「この道」はどこへ
続く

ＧＤＰ　成長に足り
ないのは何か

さえない景気　ば
らまきは許されな
い

テロとの戦い　強
固な連帯で分断
許すな

ロシア陸連への
処分は当然だ

ＧＤＰ連続減　民
間主導へ環境整
備を

ＧＤＰマイナス　成
長基盤を地道に
強化したい

昨年の刑法犯
高齢者の増加が
心配だ

イスラム国　国際
的結束で消滅を

凶悪事件の教訓
情報発信のあり
方見直せ

非正社員４割　待
遇改善が急務だ

香典支出問題
復興相の説明は
不十分だ

組幹部から借金
教授の無神経さ
に驚く

老人ホーム処分
問題施設の早期
把握に努めよ

パリ同時テロ　国
際社会は結束強
めよ

中国人民元　主
要通貨国の責任
を

「総活躍」緊急対
策　予算狙いの便
乗を許すな

行政事業レビュー
政策の是非論も
必要だ

福島原発遮水壁
漁業の再生を後
押ししたい

ＪＲ営業係数　存
廃判断の材料な
のか

マタハラ経験…派
遣社員で半数　出
産への「無理解」
許されない

卑劣な同時テロに
国際社会は結束
を

自民党６０年　包
括政党の力取り
戻せ

自民党６０年　新
たな保守改革に
堂々と挑め

飲酒運転根絶
条例化で機運高
めたい

パリ同時多発テロ
ともに立ち向かう
決意を

農業の「獣害」対
策を着実に

パリ同時テロ　市
民社会切り裂く蛮
行

パリ同時テロ　非
道な「戦争行為」
は許されぬ

札幌五輪招致
透明性の確保が
必要だ

杭打ち不正　業界
全体の問題だ

ロシア機墜落　事
実の開示をためら
うな

政策変更に踏み
込み予算の浪費
減らせ

就活日程見直し
採用制度もっと柔
軟に

杭データ流用　建
設業界の体質改
善が急務だ

近づくＣＯＰ２１
温暖化対策に実
効性を

行政の無駄削減
見掛け倒しでは困
る

旭化成建材　改ざ
んはここだけなの
か

東芝の開示　信
頼を取り戻せるの
か

中国の海洋進出
で日本の主権は
脅威にさらされ続
けている

ロシア機墜落の
真相究明を

ロシア薬物疑惑
国の関与はな
かったか

事業レビュー　行
革は冷静な議論
で進めたい

療養費詐取　審
査の厳格化が必
要だ

消防団の強化
周りの理解が力
になる

高校の政治活動
現場が萎縮しない
対応を

ミャンマー　民主
化の新たな一章

ＴＰＰと著作権　創
作意欲妨げぬ仕
組みを

国産ジェットを産
業力強化につな
げたい

非正規雇用４割
「氷河期時代」の
支援を

ＭＲＪ初飛行　航
空機産業の裾野
を広げたい

ドーピング疑惑
ロシアは実態の
解明を

名張・死後再審
まだ、目は閉ざせ
ない

ＢＰＯ意見書　権
力の介入は許さ
れない

薬物疑惑　ロシア
は真剣に答えよ

憲法と緊急事態
国民守れぬ欠陥
をただせ

歴史的なミャン
マー政権交代

いじめ調査　ＳＯ
Ｓをつかんでこそ

露ドーピング　大
がかりな不正に驚
かされる

原発予算の点検
政策転換する出
発点に

辺野古座り込み
沖縄の人権はど
こへ

教員削減要求
機械的な財源論
だけでは

ＢＰＯと政権　放
送の「自律」を守
れ

野球賭博　「反
社」の認識が甘す
ぎる

甘い野党の追及
に安倍政権は慢
心するな

巨人の野球賭博
認識と対応が甘
かった

ミャンマー選挙
経済発展路線の
継承が課題だ

ミャンマー選挙
真の民主化目指
したい

国産ジェット　新
産業へ確かな離
陸に

閉会中審査　や
はり２日では足り
ない

国会召集要求
逃げ切りは許され
ない

ＭＲＪ初飛行　国
産技術の未来切
り開け

療養費不正に厳
格な対応を

ＭＲＪ初飛行　航
空産業育成の一
歩に

就活再見直し　６
月に前倒しでも不
安は残る

ＴＰＰ国会論議
負の面語らず対
策とは

ブラックバイト　調
査踏まえた指導を

ＭＲＪ初飛行　「世
界の翼」へ膨らむ
期待

就活見直し　混乱
の責任を自覚せ
よ

露ドーピング　不
正排除やり抜く覚
悟を

日程見直しだけで
は正せぬ長丁場
の就活

ミャンマー選挙
円滑な政権移行
を望む

衆院閉会中審査
競争力を強めるＴ
ＰＰ対策に

新閣僚のカネ　納
得いく説明が必要
だ

閉会中審査　臨
時国会を開いてこ
そ

ミャンマー　国軍
は民意を受け入
れよ

野球賭博　再発
防止を迅速に

スー・チー派勝利
民主化と発展へ
結束せよ

東芝の責任調査
は疑問が多い

閉会中の予算委
たった２日の論戦
では

野球賭博処分
信頼回復に全力
を尽くしたい

税金の無駄遣い
負担を求める資
格なし

ミャンマー選挙
民主化の実現着
実に

性犯罪対策　厳
罰化だけでは足り
ない

行革公開検証　も
んじゅが焦点だ

ＢＰＯ意見書　ＮＨ
Ｋはやらせを認め
よ

ＮＨＫは放送倫理
の徹底を

会計検査院報告
公金使う緊張感
が必要

ＮＨＫ倫理違反
「やらせ」否定で
問われた感覚

就活日程再変更
大学側と十分な
議論を

放送法と政治　公
権力の介入を許
すな

行政事業総点検
無駄遣いに不断
の監視を

同性カップル　多
様性認め合う社
会に

南シナ海と日米
航行の自由守る
結束促せ

中台は首脳会談
を共栄につなげら
れるか

ＢＰＯ意見書　介
入への批判は当
然だ

介護職人材難
意欲と経験が報
われる職場に

ＢＰＯの意見書
権力の介入に強
い警鐘

中台首脳会談
民の心を置き忘
れずに

九州の景気回復
「牛歩」から抜け
出すには

2015/11/9
中台首脳会談
問われる中国の
姿勢

エアバッグ欠陥
ブランド力の失墜
を防げ

温暖化抑止へ持
続的努力ができる
合意に

パグウォッシュ
科学者の発信力
高めよ

会計検査院報告
事業の有効性を
再点検したい

中台首脳会談
信頼醸成への出
発点に

先生の数　現場
の実態踏まえよ

中台首脳会談
「現状維持」へ懸
念残した

乳製品制度の抜
本改革急げ

野党選挙協力
民主党が主体的
に動け

中台首脳初会談
急接近は地域安
定に役立つか

感染症の研究
沈静化の今こそ
準備を

夫婦別姓　問わ
れる「憲法の番
人」

津波防災　避難
行動の定着と継
承を

ＴＰＰ軸に質の高
い経済連携の網
広げよ

世界記憶遺産
各国の共感得る
改革を

企業の好決算
持続成長へ問わ
れる投資戦略

ＴＰＰ協定案　さら
なる開放が不安
だ

核廃絶と日本　問
われる被爆国の
存在感

避難者の内陸志
向／生活優先の
支援が不可欠

増税ばかり言う前
　税 無駄遣

就活日程見直し
／柔軟な採用制

ブドウ畑でつかま
えて　週のはじめ
に考える

パリ同時テロ
「屈しない」連帯の
姿勢を

「国民政党」の原
点に返れ　自民党
結成６０年

パリ同時テロ／無
辜の命奪う凶行
許せぬ

地銀の再編　地
域経済の成長を
第一に

９・１１からパリ・テ
ロへ　週のはじめ
に考える

自治と人権／沖
縄に共感する想
像力を

マイナス成長続く
／なぜ消費伸び
ぬ　点検が要る

大阪ダブル選／
政治動向左右、
目離せぬ

2015/11/19

2015/11/20

2015/11/21

消費増税と与党
協議　「再分配」を
論じる時だ

2015/11/22

2015/11/23

テロと憎悪の連鎖
を断ち切るには

2015/11/24

原発ゼロへ再考
を　原子力は高く
つく

増える非正規労
働／均等待遇が
「活躍」の前提だ

特別警報メール
／最終局面の情
報と心得よう

自民ＴＰＰ対策／
「拙速」を自ら認め
る内容だ

薬局の再編　患
者本位で服薬の
管理を

１位でもだめです
か　週のはじめに
考える

もんじゅに勧告／
「延命ありき」はも
はや限界

自動運転車　安
全最優先で世界
標準を

教職員削減／数
の議論だけでは
済まない

大阪維新の圧勝
復活への足場は
築いたが

勤労感謝の国で
あれ　「総活躍」と
いうのなら

地下鉄東西線／
都市力高める沿
線開発を

休み

2015/11/8

2015/11/10

2015/11/11

2015/11/12

2015/11/13

2015/11/14

パリの同時多発テ
ロ　許せぬ自由社
会への暴力

2015/11/15

自民は「不利益の
分配」できる政党
に

2015/11/16

2015/11/17

「民泊」解禁／安
心安全優先の
ルールを

政権、沖縄知事を
提訴　「第三の
道」を探るとき

2015/11/7

2015/11/18

「官民対話」／民
間介入、強引さが
過ぎる

東日本大震災
防集事業の現実
／数字合わせで
は禍根を残す

ミャンマーと日本
／「変革」へ建設
的な関与を

衆参閉会中審査
／議論の機会創
出に努めよ

被災避難者調査
／孤独解消へ心
のケア充実を

2015/11/25



郵政上場　民営
化を遂げるには

ユネスコ記憶遺産
国益守る覚悟が
みえない

遺伝子検査を役
立てるには

診療報酬改定
薬剤費の削減を
重点に

思いやり予算　日
米同盟の信頼損
ねぬ議論を

温暖化適応計画
道内も備えを急ぎ
たい

成年後見制度
不正防止へ監督
の強化を

国連核決議　核
保有国との溝埋
めよ

中台首脳会談　な
ぜ今なのか懸念
拭えぬ

南シナ海で問わ
れるＡＳＥＡＮの結
束

核廃絶決議　米
国はもっと危機感
を

中国５か年計画
「一人っ子」廃止
効果に限界も

もんじゅ勧告　速
やかに廃炉の決
断を

もんじゅ　やはり
廃炉にすべきだ

郵政３社上場　か
じ取りの難しさ増
した

ミャンマー選挙
自由公正に民意
尊重を

高速増殖炉　まず
人と組織を立て直
せ

選択的夫婦別姓
を前向きに

郵政３社上場　郵
便事業の将来図
示せ

与党税制協議
軽減税率の財源
確保は多様に

国のＴＰＰ分析
あまりに楽観的す
ぎる

安保法を問う　条
約超えて日米一
体化

就職活動見直し
日程変更で解決
するのか

もんじゅ　廃炉に
するしかない

郵政３社上場　完
全民営化の将来
像示せ

もんじゅは廃炉も
視野に体制を見
直せ

もんじゅで勧告
運営者交代より廃
炉だ

南シナ海情勢
「航行の自由」確
保へ結束せよ

郵政３社上場　地
域拠点生かす経
営を

郵政株上場　優し
いサービス忘れ
ず

もんじゅ　もっと早
くにやめられた

中台会談へ　台
湾の民意を忘れ
ずに

日米調整機関
積極活用で抑止
力高めよ

一律の診療報酬
改定は限界だ

中台首脳初会談
地域安定を図る
対話に

もんじゅ勧告へ
核燃サイクル継続
へ正念場だ

信金の合併　細
やかな配慮を第
一に

夫婦別姓訴訟
普遍的な人権の
尊重を

高齢者の運転
安心して「卒業」す
るには

大阪ダブル選　大
都市再生の道筋
を

就活再見直し　学
生振り回すのは
やめよ

一人っ子政策廃
止　国家の介入
は必要ない

トルコ総選挙　対
「イスラム国」で結
束を急げ

認知症交通事故
免許返納進める
施策を

三省堂問題　教
科書の信頼損ね
るな

子どもの幸福度
国際比較で見え
る日本は

三省堂教科書
採択への不信招く
な

大阪ダブル選
「ノーサイド精神」
で臨め

虐待９万件　児童
相談所の充実急
げ

福島の放射線
住民の帰還促す
目安がほしい

国際課税網　連
携密に抜け道ふ
さげ

伊方原発　住民
の安全を願うなら

国会召集要求
やっぱり憲法軽視
なのか

日韓首脳会談
本来の関係を取り
戻せ

日韓首脳会談
原則崩さず懸案
にあたれ

日韓は首脳対話
を重ね関係改善
急げ

くい打ち不正　業
界で深刻さの共
有を

日韓首脳会談
不信の連鎖を断
ち切れ

日韓首脳会談
双方が一歩を踏
み出せば

文化の日　多様な
支え方考えよう

憲法公布６９年
安保法で終わりで
はない

安定を選択したト
ルコ総選挙

日韓首脳会談
前向きの流れ作り
たい

道のＴＰＰ調査
危機感さらに具体
化を

西日本文化賞
業績に脈打つ情
熱と愛情

日中韓首脳　停
滞抜けて再出発
を

悲惨な交通事故
高齢運転者を社
会で守れ

中韓との関係修
復への努力を続
けたい

モーターショー
日本が先導する
未来のクルマ

日中韓首脳会談
協調路線を推し進
めよ

日中韓首脳会談
修復の流れはで
きたが

臨時国会召集
要求無視は憲法
軽視だ

日中韓首脳会談
真の「未来志向」
はなお遠い…

東芝が失った貴
重な時間

日中韓首脳会談
東アジア安定へ
対話を重ねよ

高校生と政治　通
知は混乱生まな
いか

モーターショー
自動運転も人間
主役で

高校生と政治　べ
からず集は逆効
果だ

内村６連覇　偉業
を次世代につなご
う

長期戦への対応
迫られる日銀の
金融政策

高校生と政治　新
通知で規制に走
るな

大阪ダブル選　橋
下市長は何を問
いたいのか

おおさか維新　信
頼確保の道は険
しい

異次元緩和　出
口戦略を語るべき
だ

教職員定数　質を
高める議論優先
せよ

不正工事を防ぐ
検査体制を

ＴＰＰ農業対策
価格維持で展望
開けぬ

物価目標先送り
デフレ心理払拭は
道半ばだ

司法試験見直し
考査委員の任期
制限を

中国一人っ子　出
産規制全廃すべ
きだ

一人っ子政策廃
止　いびつな国の
限界示した

中国社会の変化
促す「一人っ子」
政策撤廃

三省堂教科書
採択への疑念を
生むな

民主・共産接近
岡田氏が失う物
は少なくない

日銀物価目標
際限ない緩和のリ
スク

物価目標先送り
「緩和」頼みは限
界だ

日銀の物価目標
難しいなら見直す
べきだ

原爆症訴訟　政
治主導で真の解
決を

物価目標先送り
脱デフレへ政策の
強化を

米利上げへの備
えを怠るな

２％物価目標　固
執は政策の信用
失う

辺野古工事着手
基地負担軽減を
着実に進めよ

中国５中総会　小
手先より真の改革
を

１億総活躍　「支
え合い」の強化こ
そ

中国の人口政策
「個人の幸福」を
大前提に

読書週間　「いつ
だって」近くに友
が

言葉だけが踊る
「一億総活躍」で
は困る

新朝鮮通信使
日韓駆ける両輪
の涼風

高校生政治参加
校外の活動にも
目配りが要る

くい不正拡大　不
安解消へ検査を
急げ

辺野古着工　民
主主義に背く強行
だ

ホークス日本一
九州の活力となる
連覇だ

日中韓首脳会談
南シナ海の討議
を尽くせ

排ガス不正の代
償が重いＶＷ

温暖化適応計画
一体運営の体制
つくれ

１億総活躍会議
スローガン倒れに
ならぬよう

求人倍率最高
正規雇用も増やし
たい

核と人類 パグ
ウォッシュ会議を
前に　政治を動か
すのは市民

ふるさと納税　目
的特定の制度に
しては

いじめ調査　幅広
い認知に努めよう

いじめ再調査
日々の指導を見
直したい

米軍作戦が迫る
中国の国際ルー
ル順守

中央アジア歴訪
経済外交で中露
を牽制したい

辺野古本体工事
亀裂広げる強引
な手法

南シナ海と中国
緊張の回避へ自
制を

南シナ海　「開か
れた海」の原則守
れ

飼料用米増産
主食用含めた抜
本策を

辺野古の代執行
移設進める適法
手続きだ

汚染水対策の実
績積み重ねよ

米艦南シナ海に
中国の軍事拠点
化を許さない

いじめ調査　問題
の芽を摘む体制
を

核と人類 パグ
ウォッシュ会議を
前に　抑止より脅

音や動きの商標
新たな知的財産
の活用を

南シナ海　各国共
通の利益を守れ

伊方原発　知事
の「同意」を支持
する

温暖化の影響軽
減に戦略的取り
組みを

辺野古移設　力
ずくでは解決しな
い

辺野古代執行へ
誤った県の手続き
は是正せよ

南シナ海問題　あ
くまで平和的解決
を

辺野古「移設」
強権ぶりが目に
余る

連合と春闘　来春
こそ真価が問わ
れる

辺野古移設　分
断誘う施策は慎
め

航行の自由作戦
平和の海へ日米
連携せよ

ミャンマーの民主
化占う選挙

南シナ海と米国
法の支配へ関与
続けよ

軽減税率　簡明で
有効な線引きが
重要だ

伊方再稼働　見
切り発車の知事
同意

核と人類 パグ
ウォッシュ会議を
前に　戦争ができ

辺野古移設　政
府のやり方強引
すぎる

伊方原発　再稼
働同意は拙速だ

ＣＯＰ２１　対立乗
り越え地球を守れ

ＴＰＰを攻めの経
営と改革につなげ
よ

読書週間　マンガ
を学びの糸口に

活字文化の日
知の基盤となる公
立図書館に

小６焼死「再審」
自白偏重への強
い戒め

宮城県議選　自
民苦戦が示すも
の

女児焼死再審
「自白偏重」から
脱却せよ

医療事故調査
再発防ぐ土台に
せよ

中国の経済運営
見せかけの改革
許されぬ

伊方再稼働へ住
民の不安拭え

１億総活躍会議
何をするのか決
めよう

維新の党混迷　い
つまで泥仕合を続
けるのか

返済免除奨学金
さらなる導入、拡
充を

核と人類 パグ
ウォッシュ会議を
前に　いちばん若
い被爆者が

温暖化適応計画
被害の最小化へ
実行急げ

ＴＰＰ農業対策
政府も農協も問わ
れる

日本の安保理入
り　北の拉致を徹
底追及せよ

パレスチナ流血
米国は本格的な
仲介を

温暖化適応計画
洪水や熱中症の
対策が急務だ

夕張の再生　重
要なのは地域の
持続

携帯料金見直し
人気取り策なら困
る

再審制度　証拠
の開示を広げよ

軽減税率　「緩
和」実感できる制
度に

思いやり予算　合
理的な負担に直
す時

ＴＰＰ「ルール」
官民で海外戦略
を強化しよう

日ハム今季終了
悔しさ糧に巻き返
しだ

核と人類 パグ
ウォッシュ会議を
前に　世界を動か

杭打ち問題　不安
の解消に全力を

国立大再編
「知」を担う使命忘
れるな

軽減税率の議論
で忘れてならない
こと

露のシリア政策
駆け引きに利用
するな

マンション傾斜
施工管理への不
信を広げるな

辺野古環境委
判断の正当性に
疑問符

温暖化適応策
走り出すしかない

英国の対中接近
価値共有に目つ
むるのか

実利優先で急接
近する中英

遺伝子ビジネス
一定の歯止めは
必要だ

国連創設７０年
もう戦勝国の集ま
りではない

ファイル問題　全
道調査は行き過
ぎだ

思いやり予算　納
税者の理解の範
囲で

維新の混迷　交
付金受ける資格
あるか

企業は新興国の
変調も念頭に世
界戦略を

大阪・女児焼死
速やかに再審を
始めよ

小渕氏政治資金
表に出せないこと
が多すぎる

放火殺人再審
「自白」偏重の危
うさ

マンション傾斜
なぜ不正は見逃
されるか

死亡火災再審
自白偏重への重
い警告

ＴＰＰルール分野
世界標準の成長
基盤築け

イクメンを後押しし
よう

中央アジア歴訪
地道な協力を粘り
強く

英中国原発導入
技術と安保に懸
念はないのか

少女暴行２０年
沖縄の現実変わ
らない

増える児童虐待
即効性のある対
策を早く

南シナ海問題　中
国は航行の自由
守れ

野球賭博　巨人
全選手の携帯調
査を

「倫理的消費」を
育てる主役は民
間だ

設備投資の拡大
政府の干渉は筋
違いだ

日韓防衛相会談
対「北」協力を再
活性化したい

マンション偽装
甘いチェック許さ
れぬ

安保法を問う　国
会は歯止めとなる
か

企業の技術流出
不正行為に厳然
と対応を

維新の混乱　有
権者への背信だ

マンション傾斜
業界挙げ不安を
払拭せよ

中央アジアの国
づくり支えよ

司法試験見直し
抜本改革につな
げよう

ＮＨＫ改革　国民
が期待する公共
放送とは

泊原発防災訓練
見えた課題へ対
処急げ

アフガン再建　自
立国家への道筋
を

国立大改革　「実
用の学」偏重に陥
るな

被曝労災　救済
漏れを出すな

小渕氏とカネ　自
民は率先し法改
正せよ

携帯通信料金の
低減へ競争を活
発にせよ

伊方原発再稼働
同意の環境まだ
整わぬ

巨人野球賭博
ファンを裏切った
罪は重い

原発被ばく労災
安全管理徹底が
重要だ

臨時国会要求
憲法の定め軽視
するな

生産者支援策
腰を据えて考える
べきだ

放送大の削除
自由の侵食を憂う

ＴＰＰ合意　攻めに
磨きかける発想を

日韓防衛協力さら
に肉付けを

維新の党混迷
有権者不在も極
まれり

ＴＰＰ全容公表
関税撤廃を成長
拡大に生かせ

中国経済減速
政策の透明性欠
かせぬ

日韓防衛相会談
対「北」連携を最
重点に

政治とカネ　責任
の所在を明確に
せよ

中国経済　構造
転換の機会逃す
な

マンションの偽装
を根底から洗い直
せ

辺野古環境委
公正に監視できる
のか

中国経済減速
「新常態」へ構造
改革は進むか

ＴＰＰ関税公表
決議違反の疑い
拭えぬ

北陸新幹線延伸
路線絞り込みまだ
早い

原発の再稼働
安全を最優先して
いるか

災害と教育　郷土
の弱点も教えよう

政府機関の移転
に知恵絞れ

万引き被害　深刻
な実態を知ろう

官民対話　攻め
の経営へ転じる契
機に

閣僚の靖国参拝
外交配慮を欠い
ている

被ばく労災　廃炉
の担い手こそ守
れ

アフガン戦争　破
綻続く米国の中東
戦略

政党交付金２０年
制度本来の意義
問い直せ

安保法を問う　甦
れサンダーバード

デートＤＶ防止／
教育と相談支援
に力を注げ

電力自由化　消
費者への情報提
供急げ

軽減税率仕切り
直し／制度の原
点踏まえた成案を

無期再審へ釈放
／捜査や審理の
徹底検証を

辺野古工事再開
へ／話し合い解
決を放棄するな

文系軽視の波紋
／国立大の抗議
を支持する

主権者教育／政
治を身近に感じる
実践を

１億総活躍社会
／多様な貢献を
前提にして

多数決がのし歩
いては　週のはじ
めに考える

維新の混迷／醜
態の一掃、行動で
示せ

被災者の内陸定
住／意向の把握
きめ細かく

日中韓首脳会談
「共通の利益」確
認に意義

指導者の信頼構
築こそ　日韓・日
中会談

日中韓の首脳会
談／対話重ね関
係修復を確かに

複合災害の記録
／個別の取り組
み集約が必要

くい打ち改ざん／
不正の構造が問
われている

ＴＰＰ影響分析／
これで対策策定
納得できぬ

に　税の無駄遣い
／柔軟な採用制
度の検討を

2015/10/25

自動車が向き合う
21世紀の課題

2015/10/26

相次ぐ偽装／職
業倫理はどこへ
行った

決まらぬ臨時国
会／課題山積み
早急に召集を

ＴＰＰ地方説明会
／「対話」の本番
はこれからだ

サンマ不漁／資
源管理、台中説
得強化を

2015/10/28

国連創設７０周年
平和の基軸として
再生を

2015/10/22

2015/10/23

2015/10/24

消費税と軽減税
率　「欧州型」で制
度安定を

2015/10/29

辺野古、本体工
事着手　埋め立て
強行は許されぬ

2015/10/30

韓国の朴槿恵大
統領に関するコラ
ム

2015/10/21

2015/10/27

2015/10/31

2015/11/1

日中韓首脳会談
協力深化を共通
利益に

2015/11/2

日韓首脳会談
「未来志向」への
道のりは遠い

2015/11/3

雇用改革テコに人
の力を伸ばそう

2015/11/4

2015/11/5

2015/11/6

2015/11/7



臨時国会　召集
の求めに応じよ

１億総活躍社会
時間軸で政策の
区分けを

中国の安定成長
に欠かせぬ民間
の活力

首相と米戦闘機
発信には細心の
注意を

携帯料金軽減策
消費者利益につ
ながる競争を

ＴＰＰ説明　誠意
欠く小出しの姿勢

安保法を問う
「成立ありき」の強
引さ

官民投資対話
政府は役割を間
違うな

イラン核合意発効
信頼得られぬ行
動やめよ

有権者はおごりに
敏感だ

中国の成長鈍化
改革の手綱を緩
めるな

アフガン情勢　米
軍駐留延長で治
安取り戻せ

臨時国会見送り
論戦の回避は許
されぬ

医療事故調　患
者側に立った運
用を

銀行の献金　なし
崩し復活は筋違
い

児童虐待９万件
ためらわずに命救
いたい

欧州の難民問題
に日本はどう向き
合うか

黒田日銀　「バ
ズーカ３」は不要
だ

マレー機撃墜　ロ
シアは事件捜査
に協力せよ

児童虐待　欠か
せぬ相談体制強
化

韓国の教科書
時を逆戻りさせる
のか

不適切な献金　倫
理性の欠如が連
鎖招く

８兆円買収が問う
経営革新

マイナンバー汚職
厚労省の体質を
ただせ

就職活動見直し
学業への影響を
小さくしたい

原発地下水放出
まず情報公開の
徹底を

軽減税率　インボ
イスが不可欠だ

川内再稼働　効
率審査で次につ
なげよ

企業の意思決定
に政府が介入して
は困る

朴槿恵外交　「日
米韓」の重み自覚
を

有給休暇取得率
効率的に働いて
引き上げよう

時系列防災　先を
見越し被害防ごう

ピケティ、その後
週のはじめに考え
る

高校の「歴史」
近現代を複眼思
考で

米韓首脳会談
「対中」で日本含
む連携を

日米韓を立て直
す契機に

臨時国会見送り
立法府を無視して
いる

米韓首脳会談
対中傾斜で同盟
を揺るがすな

トルコ自爆テロ
社会の安定あっ
てこそ

空の安全　ニアミ
スの教訓を生か
せ

企業の税逃れ
対策の実行が問
われる

アフガンの米軍
駐留延長は妥当
な判断だ

中国は海の緊張
緩和へ具体的な
行動を

アフガン戦争　米
は「責任ある幕引
き」を

性能データ偽装
日本のものづくり
は大丈夫か

データ不正　安全
意識を欠いた偽
装

ＴＰＰと農業　誰が
田畑を守るのか

データ改ざん
「現場の力」に衰
えないか

安保と議事録　歴
史検証に堪えら
れぬ

臨時国会「見送
り」　国民への説
明を怠るのか

信頼回復の道遠
い東洋ゴム

傾きマンション
不安解消へ検査
を急げ

非常任理事国
国際平和協力に
弾みつけたい

ラグビーＷ杯　４
年後につながる
快挙

シリア内戦　代理
戦争の場にする
な

岩国騒音判決
国は米軍にも働き
掛けよ

軽減税率導入
社会保障を忘れ
るな

基礎データ不正
安全安心への信
頼を壊す

使用済み核燃料
を安全に貯蔵する
道を

医療事故調査
病院の情報開示
が重要

東洋ゴム改ざん
３度目の不正に驚
く

マイナンバー　汚
職が募らせた不
信感

２号機再稼働
“ひな型”は通用し
ない

データ偽装　信頼
揺るがす不正だ

有事の邦人救出
韓国との事前協
議を急げ

ユネスコへの対応
は冷静に

東洋ゴム改ざん
３度目の不正に驚
く

多国籍企業　課
税逃れ防止ルー
ルの徹底を

岩国基地訴訟
人権を軽視した判
決だ

世界記憶遺産
選定には公開の
議論を

川内２号機　再稼
働より安全確保

マイナンバー　不
安解消へ行政は
襟正せ

ＴＰＰ農業対策は
競争力の強化を
貫け

新聞週間　多様
性を支える公器に

ラグビーＷ杯　日
本の進化を世界
に示した

軽減税率　公平で
透明な仕組みを

高校生と政治　学
校の萎縮こそ禁
物だ

辺野古取り消し
本土も自分のこと
として

トルコのテロ　国
内対立の激化回
避を

軽減税率　導入
への首相指示は
重い

中東に欠かせぬト
ルコの安定

軽減税率の導入
原点に戻り成案を
急げ

自民新税調会長
軽減税率導入へ
態勢立て直せ

新聞週間　世界と
地域、つなげたい

マイナンバー　ＩＴ
利権の徹底解明
を

軽減税率の検討
切羽詰まって指示
しても

辺野古移設　沖
縄の苦悩に向き
合え

ラグビーＷ杯　変
化に挑む勇気を
持とう

沖縄の基地のあ
り方にもっと目を
向けよ

辺野古取り消し
やむを得ない知
事判断

朝鮮労働党７０年
軍事力誇示で展
望は開けない

辺野古承認撤回
移設作業の全面
停止を

辺野古取り消し
県内移設は白紙
に戻せ

記憶遺産　ユネス
コで対立する前に

ユネスコと日本
関与強めることが
有益

承認取り消し　知
事の職責放棄す
るのか

イラン核合意の履
行後押しを

「南京虐殺」登録
反論にも節度が
必要だ

辺野古取り消し
翁長氏は政府と
の対立煽るな

世界記憶遺産
歴史の教訓見つ
めたい

ノーベル経済学賞
お金で幸せは買
えない

ラグビーＷ杯　心
揺さぶった日本の
奮闘

2015/10/13

野党の結集　多
様性こそ力に

体育の日　制定
の意義語り継ぎた
い

新興国は景気減
速に構造改革で
対処を

政府機関の移転
集中是正へ決意
を示せ

体育の日　日常に
運動習慣を組み
込もう

飲酒喫煙年齢
拙速な引き下げ
避けよ

対北朝鮮政策
対話局面に転換
を

憲法改正と首相
公明党との協議を
始めよ

台湾とのつながり
を深めたい

温暖化対策交渉
合意の土台はで
きたか

マイナンバー　国
民の理解と信頼
が不可欠だ

いさりび鉄道　維
持へ知恵を絞りた
い

世界記憶遺産
政治は歴史巻き
込むな

ＴＰＰ　攻めに徹す
る対策とせよ

政府は軟らかい
頭で新技術の後
押しを

組み体操の事故
「高さ競争」はや
めよう

日トルコ会談　難
民とテロ対策で連
携強めよ

元秘書有罪判決
小渕氏はけじめ
つけよ

おおさか維新　時
を巻き戻すだけで
は

ユネスコの存在理
由を揺るがす「反
日」記憶遺産　歴
史の歪曲容認で

保育拡充への期
待に応えよ

朝鮮労働党７０年
国際的孤立を直
視せよ

世界記憶遺産
容認できない南京
事件の登録

子宮頸がん予防
接種の副作用は
救済を

チュニジア　対話
の力、中東の光に

マイナンバー　自
治体も周知に汗を
流せ

総合スーパーは
抜本改革で再生
めざせ

元秘書有罪　小
渕氏の重い政治
責任

元秘書２人有罪
小渕氏はいつ説
明するのか

ノーベル平和賞
中東安定化への
手本に

児童虐待最多
出生率向上を言う
前に

農産物関税撤廃
消費が拡大すれ
ばいいが

組み体操事故
誰のための運動
会か

拉致と改造内閣
家族会の不安を
払拭せよ

経営に緊張感を
与える連合に

ノーベル平和賞
中東の和解への
弾みに

ＴＰＰ総合対策
農業以外への目
配りも大切だ

ＴＰＰ対策本部　ま
ず詳細な情報公
開を

わが街の図書館
地域の文化守り
たい

野党再編　「１強」
にどう向き合うか

児童虐待　地域で
予防を考えたい

地球温暖化対策
の合意機運を逃
すな

野球賭博　球団
は選手教育徹底
を

露のシリア空爆
「イスラム国」掃討
は名目か

マイナンバー　疑
念拭えぬ見切り
発車

ＧＤＰ６００兆円
ピーターパン症候
群か

ＴＰＰの手続き　大
筋合意で終結で
はない

野球賭博　モラル
に緩みはないか

ロシアのシリア空
爆への懸念

介護施設増設
地域福祉も忘れ
ずに

原発廃棄物処分
有望地提示で理
解を深めたい

巨人投手の愚行
野球賭博とはあき
れる

「香港占拠」１年
強権政治反対の
声を

堤防決壊の教訓
的確な避難誘導
の備えを

内閣改造　ただち
に国会論戦を

日本に物理学賞
新理論への扉を

内閣改造　国民
の疑問に答えね

内閣改造　目先を
変えるだけでは

内閣改造　長期
政権で何を目指

伊方原発　再稼
働判断を急ぐな

改造内閣発足
「１億総活躍」へ
の疑問

連続ノーベル賞
科学技術の力示
す快挙

「介護離職ゼロ」
説得力欠く首相の
方針

野球賭博問題
信頼回復へ真相
の解明を

ノーベル賞　知識
で薬で人類に貢
献

野球賭博　「盟主
の責任」極めて重
い

日本の科学の実
力示した連続受
賞

ノーベル科学賞
地道な探究心が
実を結んだ

ラグビーＷ杯
フェアプレーの花
開く

相次ぐノーベル賞
日本の科学力を
示す偉業

アフガン爆撃　病
院被害、徹底究
明を

ノーベル賞　快挙
を未来につなげた
い

マイナンバーの丁
寧な説明を

高速鉄道戦略
中国との受注競
争に備えよ

ノーベル連続受賞
研究のリレーは続
く

ＴＰＰ大筋合意
説明不足を取り戻
すには

防衛装備庁　国
会の監視能力高

ノーベル賞受賞
野口英世も喜ん

生殖補助医療
ルール作りの議

大村氏に医学賞
自然の力生かし
た偉業

ＴＰＰ合意　争いと
格差の克服を

訪日客最多更新
「地方の魅力」を
伝えたい

高速民営１０年
失敗の歴史を忘
れるな

技術の不正流出
企業の意識改革
も必要だ

戦略的に進めた
い人工知能の研
究開発

子宮頸がん　ワク
チン被害救済急
げ

東芝新経営陣
信頼回復に欠か
せぬ体質改善

日銀短観　景気
回復の展望開け
ぬ

外務省ＨＰ　外交
が内向きすぎる

民主党と安全保
障　まず自分の考
えまとめよ

節電の仕方に見
直しが要る

コメの補助金　農
業の強化を妨げ
るな

主権者教育　実
践重ねて政治参
加を促そう

「選挙」の副教材
活用して関心高
めたい

五輪組織委　真
剣に刷新を検討
せよ

原発のゴミ　処分
地選び皆で考えよ
う

農漁業の成長へ
海外の需要開拓
を急げ

高校生の教材
出産の教育は偏
りなく

シンドラー判決
保守管理は五感
任せにしない

スポーツ庁長官
問われる鈴木氏
の手腕

公共空間　自由な
広場でなくては

出生率１．８目標
「掛け声」に終わ
らせるな

気を抜けない技術
流出対策

マイナンバー　国
民の信頼がカギ
握る

防衛装備庁発足
調達と輸出を戦略
的に進めよ

医療事故調査
遺族との対話が
大切だ

マイナンバー　懸
念の払拭に努め
よ

２邦人逮捕　中国
は容疑の詳細を
示せ

インフラ輸出は戦
略の練り直しが必
要だ

おおさか維新の
会　政権と距離を
保てるか

スポーツ庁発足
まずは東京五輪
へ選手強化だ

防衛省組織再編
平和国家にそぐ
わない

東芝新体制　企
業再生のモデル
たれ

一億総活躍社会
「総動員」が分か
りやすい

産業スパイ　情報
を守るためには

日銀短観　設備
投資の着実な実
行を

選挙目当ての再
編では困る

安保転換を問う
解釈変更の経緯

中国２邦人拘束
「法治」による統
制が目に余る

シリア危機　米ロ
協調で内戦終結
を

サンマ減少　大衆
魚がいなくなる

日歯連事件　企
業団体献金は廃
止せよ

防衛装備庁　なし
崩し許さぬ監視を

高速鉄道輸出
採算抜きの競争
は無用だ

中国経済減速へ
の懸念を映した日
銀短観

スポーツ庁発足
五輪はゴールで
はない

日歯連迂回献金
法の抜け穴探し
にあきれる

道内ＪＲ減便　生
活の足守る視点
欠く

スポーツ庁発足
五輪のためだけ
でなく

日歯連事件　企
業団体献金は廃
止せよ

シリア空爆　内戦
収拾に的を絞れ

露のシリア空爆
国際連携なき介
入やめよ

あきれた日歯連
の「迂回寄付」

日歯連迂回寄付
倫理観欠如にあ
きれる

新日鉄技術流出
巨額和解金が戒
めた不正行為

日歯連献金事件
与野党は抜本策
を急げ

日歯連事件　巨
額献金の背景に
迫れ

外国人受け入れ
労働力と見なすだ
けでは

中韓接近どう向き
合う　週のはじめ
に考える

ＴＰＰ　新「貿易立
国」の姿描け

2015/10/7

内閣改造　結果を
出す時期迎えた
「１億総活躍」の
具体化を急げ

改造内閣は正攻
法で経済に当た
れ

安倍改造内閣
経済最優先を結
果で明示せよ

2015/10/8

2015/10/18

改造内閣と原発
国を支える再稼働
進めよ

2015/10/9

2015/10/10

2015/10/11

2015/10/12

2015/10/14

2015/10/15

2015/10/16

2015/10/17

災害と個人情報
氏名公表のルー
ル作りを

天童・中１自殺／
いじめ防止に重い
報告書

傍らに、マサがい
る　週のはじめに
考える

伯仲の岩手県議
会／地方議会の
手本を目指せ

主権者教育　縛り
すぎず自由に語ろ
う

目指すべき日本
の姿は　問いかけ
るＴＰＰ

木材自給率回復
／林業再生へ新
需要の開拓を

政府機関移転
地域づくりに巻き
込もう

名張・奥西死刑囚
が獄死　日本の
司法は敗北した

規制委発足３年
／世界一の審査
へ体制充実を

ＴＰＰ大筋合意／
内容を精査し国民
的議論を

ＴＰＰ大筋合意
日本農業のあす
が見えぬ

マイナンバー始動
／このままでは不
安が募る

ＴＰＰと道内　地域
の地盤沈下　防
がねば

内閣改造／守り
の布陣、成果は
危うい

ノーベル賞／快挙
の系譜を確実に
未来へ

難民支援と日本
／国際貢献の内
実が問われる

待機児童対策
保育の質高めつ
つ拡充を

アジアの世紀が
到来　ノーベル賞
と科学

新「三本の矢」／
希望、夢と言葉は
踊るけど

スポーツ庁　健康
づくりの「司令塔」
に

休み

ＴＰＰ政府対応／
臨時国会をなぜ
召集せぬ

九州国博１０周年
「アジアの拠点」
へ成長を

警察不信／命守
れぬ失態徹底検
証を

ブラック企業対策
法／労働者本位
へ改革促す力に

空の安全　ニアミ
スの教訓を生か
せ

北海道新幹線／
東北の交通体系
見直す好機

2015/10/5

2015/10/6
ＴＰＰ合意　域内
の繁栄と安定の
礎に

ＴＰＰ大筋合意
「自由」基盤の秩
序築いた

ＴＰＰテコに世界
経済の活性化を

ＴＰＰ大筋合意
巨大貿易圏で成
長底上げ図れ

国連７０年　機能
する安保理へ改
革を

2015/10/19

2015/10/20

2015/10/2

2015/10/3

2015/10/4

日歯連事件／不
正を許した政治の
責任

福島の風評被害
／敬遠ムード定
着防ぐ対策を

地方版総合戦略
／問われる分権
改革の真価

宮城県議選を前
に／問うべきは復
興と国の針路



首相国連演説―
いかに「国を開く」
か

日歯連事件　信
頼回復の責任は
自民に

日本も他人ごとで
は済まない難民
問題

シリア空爆　ロシ
アは米国と協調を

米露首脳会談　シ
リア内戦収拾へ
妥協を探れ

首相の国連演説
先走った物言い
が多い

九州ＦＧ発足　地
域浮揚に貢献して
こそ

日歯連逮捕―不
正寄付の全容解
明を

新安保法公布
平和を導く万全の
準備を

東芝は株主の信
任に応えよ

安倍国連外交
何が発信できた
のか

首相国連演説
難民支援を多角
的に強めたい

ＴＰＰ閣僚会合
拙速な合意は禍
根残す

医療事故調査
制度に透明性と
公平性を

対ロシア外交―よ
り広い視野に立て

五輪追加競技
失点続きの反省
はあるか

米ロは対「イスラ
ム国」で打開策を
探れ

新三本の矢　従
来策の総括はど
こへ

中韓国連演説
「反日宣伝」利用
を憂慮する

日ロ首脳会談　領
土打開へ対話重
ねよ

改正派遣法施行
これで経済良くな
るか

日ロ関係　領土交
渉の展望どう開く

１８歳と政治―先
生の背中を押そう

日露首脳会談
プーチン氏頼みは
危うい

日ロの対話継続
が重要だ

主権者教育指針
着実に実践を進
めよう

日露首脳会談
領土交渉は腰を
据えて進めよ

五輪追加競技
東京大会盛り上
げたい

地方版総合戦略
人口争奪戦なら
不毛だ

ＶＷ排ガス不正
見逃した側の責
任も重い

ＴＰＰ交渉―意思
と知恵が問われる

小学生の暴力
我慢と思いやり教
えたい

無用な株式持ち
合いの解消ため
らうな

大卒採用見直し
実情ふまえ学生
本位で

五輪追加種目
「東京」を盛り上げ
る決定打に

ＶＷ排ガス不正
購入者を裏切る
行為だ

御嶽噴火１年　悲
劇を繰り返すまい

米中関係　アジア
の安定を左右す
る

介護と仕事―両
立支援を柔軟に

尖閣国有化３年
油断なく抑止力を
高めよ

世界の貧困撲滅
に民間の力を

安保転換を問う…
首相の説明　レッ
テル論争は不毛

原発交付金　制
度見直しで再稼
働の促進を

北見の新市長
安定へ指導力の
発揮を

「新国立」検証
核心へ踏み込み
不足だ

原油安の恩恵
円安の痛みが緩
和された

介護施設の増設
「在宅シフト」変え
るのか

なお課題多い原
子力規制の信頼
回復

災害と安否情報
速やかな公表を
原則に

難民大量流入
欧州の支援策は
奏功するのか

増えるＤＶ　社会
の悪弊を断ちたい

沖縄知事の演説
国益損なう軽率な
行為だ

アスベストの恐ろ
しさ今も

通常国会閉会
極論の応酬に終
止符を

通常国会閉幕
与野党は不毛な
対立を断て

知床条例　理念
生かせる実効性
を

米中首脳会談―
サイバー合意を一
歩に

御嶽山噴火１年
観測の強化と人
材育成を

アジアの安定に
懸念残した米中
会談

受刑者の診療
医官不足に歯止
めをかけたい

米中首脳会談
信頼構築する行
動こそ

シリア難民―近隣
の国々にも支援を

米中首脳会談
南シナ海の懸念
強まった

一元化で年金の
基盤を堅固に

米中首脳会談
「独善」で大国関
係は築けない

農協改革　生産
者本位の振興策
を

「新３本の矢」―
言葉が踊るむなし
さ

新国立の責任　こ
れがけじめといえ
るか

東京五輪へ懸念
の払拭に全力を
尽くせ

ＶＷの不正　環境
保護への裏切り
だ

ＶＷ排ガス不正
顧客を欺く大規模
な規制逃れ

安保関連法　運
用開始は認めら
れぬ

「新国立」検証委
巨大施設は誰が
決めたか

ワーゲン不正―
全容解明と対策を
急げ

「ＧＤＰ６００兆円」
目標裏付ける具
体策示せ

見過ごせぬロシア
の対日姿勢

ＴＰＰ閣僚会合
大局的判断で合
意急げ

与党税制協議
軽減税率の制度
設計を急げ

「新国立」検証
無責任体質の一
掃こそ

通常国会閉幕へ
議会政治の危機
を感じる

新国立競技場―
失敗の教訓を生
かせ

ＶＷ排ガス不正
自動車不信につ
なげるな

自動車の信頼揺
るがすディーゼル
不正

新国立検証報告
無責任ぶり確認さ
れた

「新国立」検証委
文科相の責任に
も言及した

新アベノミクス　唐
突で実現性に乏し
い

米中首脳会談
今世紀の安定が
かかる

安保成立その後
国民として覚えて
おこう

日ロ外相会談―
当面の成果を急
ぐより

米慰安婦像　続く
歴史戦に反論重
ねよ

欧州の難民問題
は包括対応で

日露外相会談
領土打開の戦略
見えず

安倍総裁続投
「経済最優先」に
軸足を戻せ

アザラシ管理　え
りもを共生モデル
に

排ガス規制不正
ワーゲンよ、おま
えもか

子宮頸がん予防
健康被害の解明
を早急に

核なき世界へ―
日本から流れ作
れ

スポーツ庁長官
強い発信力で信
頼高めよ

子宮頸がん　ワク
チンの副作用対
策を急げ

ふるさと納税　企
業版の検討は慎
重に

児童虐待―司法
も防止の手助けを

国連創設７０年
平和への使命託
せるのか

電力取引監視委
競争促進と安定
供給の両立を

レバンガ「１部」
これがゴールでは
ない

司法試験不正―
委員の任期に制
限を

原発事故の浄化
水　次はトリチウ
ム水放出を

生殖医療の議論
を深め合意形成
目指せ

街の書店　本との
多様な出合いを

墓地と行政　時代
に見合ったメモリ
アルに

日ロ外相会談　領
土交渉進展急が
ねば

チベット５０年―民
族に真の自治を

日露外相会談
領土なき条約交
渉認めぬ

中南米の「太平洋
同盟」と連携を

規制委発足３年
避難計画を審査
対象に

日露外相会談
領土対立打開へ
対話を重ねよ

電力監視委　公
正な競争へ責任
重い

プラザ合意―３０
年後の新協調体
制を

国語世論調査
「新陳代謝」はゆ
るやかに

プラザ合意３０年
教訓生かし構造
改革を

ドローン規制法
活用とのバランス
が重要だ

軽度の介護　地
方への目配り十
分に

山口組分裂　抗
争封じ、根絶目指
せ

北朝鮮の挑発―
失うものしかない
愚策

都構想再燃
堂々巡りにピリオ
ド打て

新共通テスト　大
学個別入試の充
実に

飲酒喫煙の年齢
１８歳解禁は理解
を得られない

ギリシャ総選挙
安定政権で改革
断行を

脱原発・脱化石
二兎を追う者であ
れ

新安保法制―不
断の監視が始ま
る

敬老の日　長寿
祝う気持ち忘れず
に

コメ価格の下支え
策は見直すべき
だ

居場所のない子
生命や健康が危
ない

生涯現役社会
高齢者の活躍の
場を増やそう

オパーク認定　ア
ポイ岳の魅力世
界に

公明党　「平和の
党」はどこへ行く

小学生の暴力―
要因を解きほぐし
て

日本ラグビー　奇
跡の勝利とは呼
ばない

子宮頸がん接種
の救済急げ

救急車　適正な利
用促す工夫を

郵政株上場へ
成長の将来ビジョ
ンを示せ

新安保法制　道
内の自衛隊　不
安広がるのは当

敬老の日　「人生
の秋」を実り豊か
に

日越首脳会談
南シナ海で戦略
的に連携せよ

新安保法制　中
韓の反発　緊張
招かぬ外交努力

米利上げ見送り
思い通りにいかな
い経済

安保関連法成立
残念だった「違憲
論」への傾斜

米利上げ見送り
正常化の険しい
道のり

山口組分裂　抗
争封じ弱体化の
糸口に

東芝新体制　企
業統治の形骸化
許すな
消費税の負担緩
和　軽減税率に絞
り議論せよ
警察の不祥事
襟を正し信頼を取
り戻せ

参議院は何のた
めに存在している
のか

東日本豪雨　不
明者の氏名は開
示が原則だ

新安保法制　参
院特別委可決
数を頼った強行認

安保参院委可決
ごり押しは間違っ
ている

安保関連法案
採決こそ議会制
の根幹だ

看護師の役割を
広げよう

安保法案可決
民主の抵抗戦術
は度が過ぎる

北海道新幹線
開業日へ準備を
着実に

ホークス優勝
ファン魅了した工
藤野球

災害と個人情報
保護法の弊害が
混乱招く

ぶつかり合うしか
ない不幸な議会
の姿

辺野古取り消し
知事判断は理解
できる

阿蘇山噴火　「速
報」を被害防止に
生かそう

北の核と安保法
案　日米の抑止
力強化を急げ

地方都市に広が
る地価回復

安保転換を問う
参院委採決へ

基準地価　警戒し
たい都心のミニバ
ブル

安保公聴会―国
会は国民の声を
聴け

シリア難民危機
日本も人道措置
の適用を

難民を生む中東
の混乱解消に全
力尽くせ

安保法案公聴会
日中関係の改善
にも寄与する

辺野古移設　作
業止め米国と協
議を

ひとり親支援　貧
困の連鎖断ち切り
たい

難民問題―法務
省任せで良いの
か

政治とカネ　小渕
氏は説明責任果
たせ

国も沖縄県も同じ
行政なのに

消費税負担緩和
インボイス導入か
ら逃げるな

阿蘇山噴火　紅
葉の道内も油断
なく

日中韓閣僚会合
あまたある協力の
成果は

安保法案―民意
無視の採決やめ
よ

派遣法改正　処
遇と技能の向上
進めよ

契約者の利益を
重視した生保再
編に

辺野古移設工事
知事の承認取り
消しは乱暴だ

辺野古取り消し
苦難の歴史こそ
原点だ

安保法案　やはり
成立は認められ
ぬ

辺野古移設―既
成事実化は許さ
れぬ

承認取り消し　沖
縄の安全損なう判
断だ

噴火の続発に備
え監視強めよ

安保法案審議
国際協力活動も
拡充したい

阿蘇山噴火　予
知に頼らない防災
を

消費税の軽減策
社会保障の強化
になるか

2015/9/14

東京五輪―今こ
そ意義を考えよう

人口減少対策
首相は日本の未
来図語れ

派遣で働く人の立
場にたち制度の
再考を

東日本豪雨　政
府を挙げて救援と
復旧急げ

首長と議会　「自
治の両輪」の自覚
を

2015/9/29

子どもの医療費
地域格差は放置
できない

ドイツが学んだ寛
容　欧州へ渡る難
民

４０代以下就農最
多／地域の営農
支援力高めたい

御嶽山噴火１年
尊い教訓を着実
に生かせ

覇権ではなく協調
を　米中首脳会談

米中首脳会談／
言葉に行動が伴
うか否かだ

辺野古移設問題
「自己決定権」の
問い掛け

ゲバラたちがみた
夢　週のはじめに
考える

「安保国会」閉幕
／政治の「存立危
機」浮き彫り

2015/9/25

2015/9/26

米中首脳会談
地域安定に責任
果たせ

2015/9/27

地方創生―「住民
が主役」を貫ける
か

2015/9/28

政府機関の移転
／地方創生に結
び付くのか

最高機関の名を
汚した　「安保国
会」が閉幕

防災・減災　御嶽
山噴火１年／犠
牲ゼロ目指し備え
強化を

消費税の軽減策
社会保障の強化

“文系不要論”の
愚かさ　週のはじ

公立図書館／「誰
のため」先進例に

東日本大震災　４
年半の節目に／
復興の新たな座
標軸設定を

新安保法制　週
内の成立方針
「違憲」法案は認
められぬ

休み

「民の声」に耳を
傾けよ　安保法案
参院審議

安保攻防最終局
面／法案採決は
見送るべきだ

新安保法制　採
決強行の構え　反
対の民意に耳を
傾けよ

防災・減災　警戒
情報と避難／犠
牲回避優先で意
識共有を

「違憲立法」は廃
案に　根拠欠く安
保法案

安保法案採決
聞く耳持たぬ政権
の暴走

「違憲立法」採決
へ―憲法を憲法
でなくするのか

安保転換を問う
集 的自衛権

2015/9/30

2015/10/1

佐藤山形市政／
仙山交流の活発
化に期待

電力供給予備率
／原発の必要性
問う契機に

2015/9/21

高速各社の経営
の自由度を高め
よ

2015/9/22

2015/9/23

敬老の日に考え
る　父の戦争、語
り継ぐ

ハンセン病法廷
／司法の差別つ
ぶさに検証を

基準地価　地方
の二極化は何を
示す

特殊詐欺／社会
全体で被害を防
ぎたい

就活再見直し　時
代に合った採用
形態に

１００年掲げた「安
全第一」　働く環
境を守る

学童保育の拡充
／新制度の徹底
で速く着実に

見切り発車の危う
さ　マイナンバー
制度

仙台中１いじめ自
殺／再調査の実
施が不可欠だ

自衛隊に何をさせ
るのか　「違憲」安
保法制

ひとり親家庭支援
／貧困断ち切る
不断の努力を

憲法を再び国民
の手に　「違憲」安
保法制

安保関連法成立
へ／民意に背く数
の横暴だ

安保法成立　最
後の歯止めは主
権者だ

さあ、選挙に行こ
う　「違憲」安保法
制

安保法成立／関
心持ち続け運用
に縛りを

「国のかたち」の
信を問え

安保転換を問う…
法成立後の日本

日中対話の継続
へ仕切り直しを

新安保法成立
戦争抑止の基盤
が整った　国民守
る日米同盟の強
化急げ

安保転換を問う
週内採決方針

安保関連法案
成立に強く反対す
る

2015/9/16

2015/9/17

安保転換を問う
参院委採決強行

安保法案、採決
強行―日本の安
全に資するのか

2015/9/18

2015/9/13

2015/9/15

安保法制と民主
主義―新たな「始
まり」の日に

2015/9/20

安保法案成立へ
抑止力高める画
期的な基盤だ

安保転換を問う
安全保障法成立

どう使うかで決ま
る安保法の評価

安保法案と国会
―熟議を妨げた
のはだれか

2015/9/19

2015/9/24
国連創設７０年
拒否権のあり方
見直せ

効果的な国際金
融規制を構築せ
よ



郵政上場―完全
民営化への道描
け

安保法制と政治
脅威への備えは
怠れない

ドローンを有効活
用するには

安保法案審議
今国会で確実に
成立させたい

円山動物園　再
生へ土台を固め
たい

豪雨災害―命を
守る機敏な対応を

司法試験漏洩
法の正義はどこ
へ行った

欧州難民問題に
国際社会も手差し
伸べよ

堤防決壊　避難
のあり方再検討を

尖閣国有化３年
領土守り抜く体制
を構築せよ

改正派遣法　付
帯決議の重さ自
覚を

関東東北の豪雨
「想定外」にどう備
えるか

改正派遣法―権
利守る改正が必
要だ

消費税の「還付」
負担も手間も強い
るのか

備えの意識高め
たい豪雨災害

派遣法改正　雇
用安定に全力尽く
せ

改正派遣法成立
雇用安定の実効
性は高まるか

集中豪雨災害
早めの避難が命
を守る

諫早湾開門調査
解決へ国は主体
的行動を

消費税の還付―
案の利点生かす
論議を

堤防決壊　「避難
の大切さ」再確認
を

社会保障・税一体
改革の視点忘れ
るな

税負担の軽減策
還付案は直ちに
撤回を

消費増税還付案
国民より財務省優
先か

鬼怒川決壊　救
助と支援に全力を

在外被爆者　早
期全額支給で誠
意示せ

欧州への難民―
世界規模で対応
を急げ

日米原子力協定
継続は安倍首相
の課題だ

電力改革へ監視
委の重い役割

辺野古集中協議
政府に誠意がな
かった

辺野古協議決裂
工事再開は認め
られぬ

司法試験漏えい
問題を見直す機
会に

欧州への難民
人道危機に結束
し対応を

楢葉町の避難解
除　柔軟で息の長
い支援策を

配達員の不足を
物流高度化の好
機に

在外被爆者　国
の救済が遅すぎ
た

在外被爆者判決
援護法の趣旨重
視した最高裁

新安保法制　週
明け採決方針　数
の力で押し切るの

辺野古協議終了
対話はポーズだっ
たのか

安倍総裁再選
「拉致」を忘れて
いないか

尖閣対立に慣れ
は禁物だ

安保転換を問う
参院の役割

司法試験漏洩
倫理観の欠如が
不祥事招いた

在外被爆者　救
済判決は当然の
帰結

司法試験漏えい
法曹養成の根幹
揺るがす

安倍総裁再選―
民意とのねじれを
正せ

司法試験漏えい
公正さ保つ仕組
み必要

安倍総裁再選
異論許さぬ政治
の表れ

無投票総裁選　だ
んまり自民を覆う
危機

在外被爆者―違
法状態に終止符
を

安倍総裁再選
無競争信任にお
ごるな

司法試験漏えい
作成方法の見直
し急げ

派遣法案採決
議論尽くしたと言
えない

辺野古協議―工
事再開に反対す
る

女子バスケット
五輪への暗雲払
う弾みに

東芝問題を日本
市場の不信につ
なげるな

山口組分裂　抗
争防ぎ市民生活
守れ

難民大量流入
欧州の結束と人
権が問われる

軽減税率　導入
見送りは公約違
反

辺野古協議決裂
「移設」強行は許
されぬ

福岡空港民営化
国は将来像を明
確に示せ

酒とたばこ―年齢
下げる必要はな
い

軽減税率見送り
案　ばらまきにす
り替えるな

物足りなかった沖
縄との対話

難民と欧州　受け
入れを支えるには

辺野古集中協議
政府と県の溝をど
う埋めるか

大間運転延期
徹底的な事業見
直しを

紛争と少年兵　命
と希望を奪う卑劣
さ

国勢調査　不正
防止対策には万
全を

温暖化対策―長
期的観点で合意
図れ

日本原燃の経営
認可法人の責任
を明確に

世界経済安定へ
米中の責任示し
たＧ20

安保転換を問う
ＰＫＯ　日本らしい
協力模索を

Ｇ２０と世界経済
米中は懸念を重く
受け止めよ

Ｇ２０会合　協調
の具体策に乏し
い

核燃料サイクル
なぜこだわり続け
るの

寄付と税制―官
民格差をたださね
ば

Ｇ２０と中国経済
世界の懸念拭う
改革急げ

マグロやサンマの
危機防げ

戦後７０年視点・
語り部なき後

軽減税率代替策
「面倒くさい」で済
まされるか

冤罪事件再審
捜査過程の徹底
検証を

レベル４施設　安
全と情報公開徹
底を

原発事故と食―
対韓紛争で見え
ること

サンマ・マグロ
日本が漁獲管理
主導せよ

戦後７０年視点・
償いと和解

楢葉町避難解除
住民帰還のモデ
ルにしたい

北方墓参断念
人道的な配慮が
必要だ

電力監視委―新
規参入促す役割
を

医学部新設　地
域定着の使命を
果たせ

軽減税率　給付
金では代替でき
ぬ

防衛費概算要求
安保法制を支える
装備調達に

欧州へ難民急増
救済の枠組み急
がねば

中国の軍事力―
「平和貢献」という
なら

野党と安保法制
反対だけでは政
権担えぬ

長時間労働を見
直し女性の力を生
かそう

英語指導助手
国の財政支援が
必要だ

石炭火力発電
安定供給と環境
対策の両立を

北太平洋サンマ
実効性ある資源
管理を

中国軍パレード
民生充実に力を
注げ

マイナンバー　丁
寧な説明で混乱
を防げ

子宮頸がん―ワ
クチン禍の救済急
げ

マイナンバー　高
齢者への周知を
万全に

懸念残る企業版
ふるさと納税

朴槿恵外交　対
中と対日米の均
衡を

安保法案審議
米艦防護の選択
肢を確保せよ

福島の避難解除
なぜ帰還を急が
すのか

安保法案「違憲」
「番人」の指摘は
重い

安保法案　もう参
院で採決するの
か

東アジア外交―
仕切り直しの時が
きた

力を隠さない中国
とどう向き合うの
か

世界株安とＧ２０
米中が収束のか
ぎ握る

中国「戦勝」行事
国威ではなく融和
こそ

Ｇ２０会合　市場
安定化の道筋示
せ

派遣法改正案
土壇場で希望を
奪うのは

「違憲」法案―「専
門知」の警鐘を聞
け

原発の「40歳定年
制」は維持を

抗日戦勝７０年
力の誇示が不安
を招く

繁忙期の物流
非常時の備え強
めたい

子どもの貧困　ひ
とり親手当の拡充
を

中国戦勝行事
力の誇示で信頼
得られぬ

株安の連鎖―Ｇ２
０協調で危機管理
を

新しい大学入試
「ゆとり」二の舞い
避けよ

人手不足の根に
あるものを見極め
よう

維新の党分裂
根深かった政治
路線巡る対立

五輪エンブレム
失墜した信頼回
復急務

朴槿恵氏訪中
日米との距離が
広がる

東京五輪　相次ぐ
失態の根底に何
が

山口組分裂―抗
争封じ、壊滅めざ
せ

改正農協法成立
競争力高める改
革を急げ

中韓の接近でぬ
ぐえぬ不安

女性活躍法　長
時間労働の是正
が不可欠だ

防衛費概算要求
許されぬ無原則
な拡大

スズキ提携解消
互いの長所生か
さねば

防衛省概算要求
このまま増え続け
るのか

五輪エンブレム―
失敗繰り返さぬた

生保の再編　「契
約者優先」を忘れ

安倍再選で自民
党はどこへ行くの

維新割り新党　苦
し紛れの橋下流

ＷＴＯ提訴　科学
的根拠欠く韓国の

野党再編　安保
法案阻止へ結集

五輪エンブレム
騒動はこれで終

安保法制　国会
の外に響く声を聞

政権と沖縄―「心
の空白」を埋めよ

五輪準備の停滞
選手第一の大原
則に返れ

五輪に水さすエン
ブレム問題

五輪エンブレム
組織委の責任は
重い

エンブレム白紙
東京五輪の運営
は大丈夫か

拿捕漁船の解放
安心できる操業環
境に

概算要求５兆円
防衛費の聖域化
避けよ

大学入試改革
将来像がはっきり
しない

防衛概算要求―
将来見通しを議論
せよ

診療報酬の減額
含め社会保障費
抑制を

防災の日　平時
の備えで「減災」
を

防災の日　万一に
備える対策の再
点検を

新安保法制　広
がる反対運動　首
相は民意受け止

予算の全体像
概算要求で見え
ないもの

橋下新党構想―
あまりに勝手な分
裂劇

政党の離合集散
は政策本位で

概算要求　水膨
れは認められない

概算要求　成長
力強化へメリハリ
つけよ

概算要求　危機
意識も規律も欠く

新学期の朝に　君
の「居場所」は必
ずある

大学入試改革―
本当に実現できる
のか

ＷＴＯ提訴　韓国
は不当規制の撤
廃を

戦後７０年視点・
空襲と防空法

地熱発電　豊富な
資源を有効活用し
よう

大学生就職活動
選考繰り下げの
検証を

安保法制―ＮＧＯ
の危惧にも耳を

かかりつけ薬局
「患者本位」といえ
るのか

安保転換を問う・
南シナ海と日本

旧ソ連抑留者
「シベリア以外」の
解明も急げ

イスラム国対策
国際社会の結束
強めよ

防災週間　地域
連携を深める機
会に

ギリシャ総選挙
チプラス氏は延命
できるのか

マタハラ防止　安
心して出産、育児
を

潘氏中国式典へ
国連は軍拡許容
するのか

休眠預金法案
公正性の確保へ
審議を尽くせ

石油業界再編
地方の供給　配
慮が必要

自民総裁選―挑
戦者はいないの
か

山口組分裂　暴
発防ぎつつ壊滅
目指せ

農家のための農
協へ抜本改革を
着実に

地方の再生策
焦らず住民の声
聞こう

新国立競技場
五輪へ失策はもう
許されない

新国立整備計画
国民が納得する
施設に

軍縮会議・広島
各国指導者は被
爆地へ

安保法制　政策
判断にすり替える
な

新国立競技場―
判断できる材料示
せ

日米連携　秩序と
繁栄守る緊密さを

課題残る新競技
場の整備計画

新国立競技場
旧計画のてつを
踏むな

自民党総裁選
無投票再選も前
向きな選択肢

自民党総裁選
首相に白紙委任
なのか

新国立競技場
目標は国民の納
得感だ

維新内紛　「第三
極」は幻だったの
か

集団的自衛権―
存立危機とは何
なのか

維新分裂　第三
極の意義を問い
直せ

薬局の機能を高
め医療の効率化
進めよ

無戸籍の人　埋も
れた存在の人に
するな

橋下氏維新離党
何とも分かりづら
い内紛だ

維新の内紛　巨
大与党利するだ
けだ

電源交付金　原
発回帰の追い風
か

全国学力テスト
応用力養う教育
に知恵を

経団連と移民―
生活者の視点で
検討を

「陛下の謝罪」要
求　歴史戦への
利用許されぬ

大学入試改革は
どこへいく

維新の党　党の
体をなしていない

大学入試改革
思考力を判定でき
るテストに

省庁の地方移転
掛け声倒れになっ
ては

集団的自衛権
行使の根拠が薄
弱だ

水俣病救済　や
はり広域調査が
必要だ

全国学力調査―
課題を見つめて
改善を

パラリンピック　大
会成功に全力傾
注せよ

高齢者の雇用
人材センターの拡
充を

全国学力テスト
大阪府の入試利
用は疑問だ

南北会談合意
対話重ねて関係
改善を

大学生の就活
「繰り下げ」効果
検証を

南北協議合意
「瀬戸際」なお楽
観できぬ

夏休み明け―命
のＳＯＳを見逃す
な

理科離れ　興味
の先につなぐ指導
を

自民党総裁選
議論の無さにあき
れる

企業年金改革
多くの人が活用で
きる制度に

主権者教育　意
思決定の力どう育
む

全国学力テスト
入試利用は競争
あおる

口蹄疫終息５年
教訓共有し一層
の対策を

世界同時株安―
緩和頼み修正の
試練だ

世界市場の混乱
事態収拾へＧ７は
連携を

企業自身で生産
性高める働き方
改革を

学力テスト　授業
の改善に生かそう

南北協議合意
着実な履行で信
頼を醸成せよ

夕張「再生」検証
未来への道見つ
けたい

米軍施設爆発
地位協定の改定
求めよ

首相訪中見送り
話すこと山ほどあ
るはず

社会保障の強化
になるか

愚かさ　週のはじ
めに考える

のため」先進例に
学ぼう

消費税１０％対策
国民への配慮を
欠く財務省案

集団的自衛権

マイナンバーで効
率的な社会を

2015/9/6

2015/9/7

2015/9/8

向こう３年間の重
みを自覚せよ

安倍総裁再選
日本の立て直し
加速せよ　脱デフ
レへ「継続」では
足りぬ

2015/9/9

参院審議、大詰
めへ―「違憲」法
案に反対する

2015/9/10
真実を伝える覚悟
桐生悠々を偲ん
で

辺野古協議決裂
／工事再開は対
立深めるだけ

増税分還付案／
財務省の「本音」
はどこに

湾岸戦争のトラウ
マ　安保法案に通
じるだまし

記録的豪雨災害
／甚大な被害、救
援に万全を

女性の活躍　変
化の速度が遅す
ぎる

戦後70年の視角
資本主義を鍛え
世界に変革の姿
を

安倍総裁再選
経済再生に最優
先で取り組め

週のはじめに考え
る　技術者倫理の
大切さ

安保参院審議
「話が違うぞ」が
多すぎる

女性活躍推進法
意識改革の契機
にしたい

性の多様性尊重
／身近な人権理
解を第一歩に

Ｇ２０と世界経済
／安定へ米中の
責任は重い

論戦なき総裁選
の憂い　安倍首相
が再選

自民総裁選無投
票／安倍１強の
足元は危うい

新医学部の課題
／地域に溶け込
む医師育てて

１８歳成人／性急
な議論は慎むべ
きだ

安保転換を問う
審議大詰めへ

抗日戦勝７０年
習氏が内外に誇
示する軍事力

東京五輪騒動／
失態の責任明確
に出直しを

岩手知事選無投
票／選択の機会
奪った党利党略

性犯罪の厳罰化
／総合的対策の

改正移植法５年
／慎重な検証作
業で定着図れ

自民党総裁選／
無風は政策の幅
狭めるだけ

日本の製造業に
デジタルで新風を

原発汚染水放出
へ／浜の決断を
重く受け止めよ

経済成長の目標
「２％」の独り歩き
は怖い

デモの民主主義
が来た　週のはじ
めに考える

過労死防止　大
綱を基に具体策を
急げ

世界同時株安の
行方　緩和の
「宴」は終わりに

防災とハザード
マップ　仏作って
魂入れよう

2015/8/26

中国発の市場動
揺に警戒怠るな

2015/8/27

2015/8/31

予算編成　社保
改革の責任逃げ
るな　補正にも厳
しい目を向けよ

2015/9/1

2015/8/28

2015/8/29

中国「戦勝」７０年
―過去から何を
学ぶのか

2015/8/30

2015/9/3

中国の抗日行事
秩序の「破壊者」
は誰か　異形の
国との関係に心
せよ

2015/9/4

2015/9/5

就活繰り下げ／
混乱の検証が欠
かせない

活火山法改正／
早急に噴火への
対策強化を

防災・減災　消防
団員減少／災害
対応重点に再構
築を

概算要求／財政
再建へ危機意識
どこに

2015/9/2

2015/9/11

2015/9/12

2015/9/13



南北朝鮮合意―
民族和解進める
契機に

南北緊張緩和
「瀬戸際」繰り返さ
せるな

ネット国勢調査を
円滑に

南北朝鮮　対話で
危機管理を図れ

世界同時株安
市場不安の沈静
化を急ぎたい

新安保法制　法
律上の歯止め
政策判断でごま

南北危機回避
矛を収めて対話
継続を

台風と九州　災害
への備え怠りない
か

択捉島訪問―ロ
シアの無益な挑
発

就活繰り下げ　学
生の負担は減っ
たのか

年金機構と厚労
省は責任感と緊
張感を

中１男女殺害　子
供の深夜遊びは
危険過ぎる

世界の株安連鎖
不安の拡大食い
止めよ

新幹線延伸　幅
広く知恵出し合お
う

株式市場の動揺
振れを激しくする
ものは

スカイマーク―利
用者に応える再
建を

首相訪中見送り
力の誇示認めぬ
原則貫け

北方領土交渉の
厳しい現実

南北高官協議
衝突の回避へ冷
静に歩み寄れ

新千歳発着枠
拡大後も住民と対
話を

奨学金と保護費
教育の機会は平
等に

自民党総裁選
無投票で終わって
いいか

中１男女殺害―
防ぐ手立てなかっ
たか

日本年金機構　こ
の組織に任せら
れるか

視点　中国人強
制連行

震災遺構の保存
合意形成へ議論
を尽くそう

北海道総合計画
切迫感　伝わって
こない

イスラム国対策
人に寄り添う目配
りも

戦争を描く―想像
の力でつなぐ記憶

自民党総裁選
活性化には政策
論争せよ

シベリア抑留　官
民協力の調査体
制を

野党安保対案
建設的な修正協
議を求めたい

武藤氏自民離党
安易な幕引きは
許せぬ

中１男女遺棄　命
守る心構え教え
ねば

自民と教科書―
政治は採択に関
わるな

中１男女殺害　見
守り社会で犯罪を
防げ

露首相択捉入り
交渉に水を差す
行為だ

こうのとり　信頼さ
れる日本の宇宙
技術に

ロ首相択捉訪問
元島民の心　損な
う行為

天津爆発事故―
人命尊重の責任
果たせ

露首相の択捉訪
問　領土交渉の
環境を壊した

中学生２人遺棄
命救う手はなかっ
たか

露首相択捉訪問
領土交渉に背向
ける軽挙妄動

大阪中１殺害　社
会の連携で再発
防げ

年金情報流出―
あまりに無防備
だった

夏休み終盤　子
守る親と教師の連
携を

効率を高めつつ
石炭火力拡大に
歯止めを

安保転換を問う
自衛隊内部資料

年金情報流出
危機感の欠如が
被害を広げた

南北の緊張　北
朝鮮は挑発をや
めよ

世界株安連鎖
中国は大国の自
覚を

年金情報流出
無責任の連鎖を
断ち切れ

育休退園―自治
体の知恵を生か
せ

北「準戦時状態」
体制維持の挑発
認めるな

南北の緊張に警
戒怠れない

韓国の輸入規制
ＷＴＯで冷静に解
決を

７０年談話質疑
歴史認識の共有
進める土台に

年金情報管理
「無防備」早急に
是正を

朝鮮半島「砲撃」
共に自制し沈静
化急げ

教員の負担軽減
本末転倒を避け
るために

岩手県知事選―
不戦敗という責任
放棄

こうのとり　宇宙
技術で存在感高
めよ

ギリシャ支援は
「三度目の正直」
になるか

武藤議員離党
公認した自民の
責任は

広島土石流１年
教訓を早期避難
に生かしたい

タイ連続テロ　社
会不安の拡大を
防げ

武藤氏自民離党
デモ批判 幕引き
許さぬ

天津爆発事故
環境情報を全面
開示せよ

高校野球１００年
―新たな記憶が
刻まれた

未公開株疑惑
「離党」で済ませら
れるか

安保対案との接
点を見いだせ

高齢者の再犯
社会的負担も考
えよう

サイバー新戦略
官民で専門技術
者を育成せよ

訪日客大幅増
北海道全体に広
げたい

バンコク・テロ　安
定へ まず全容解
明を

暴力団対策　特
殊詐欺の摘発に
全力を

自衛隊の資料―
国民に伏せられ
た事実

タイ爆弾テロ　自
由と安定で「微
笑」再び

東芝は実効ある
統治改革で信頼
回復を

性的少数者　人
権守る法整備検
討を

知的財産の活用
法改正を競争力
向上に生かせ

新安保法制　中
谷防衛相　資質
問われる矛盾答

天津爆発事故
信頼には情報開
示こそ

桜島レベル４　噴
火警戒に万全期
したい

広島災害１年―
地域のリスクを知
ろう

自民党と地方選
政治離れを加速
するのか

拙速は避けたい
「ゲノム編集」

核燃サイクル　幕
引きにこそ知恵絞
れ

安保法案審議
成立後に向けた
検討は当然だ

大阪少女遺棄
周囲が見守って
いたら

自衛隊内部資料
活動拡大先走りを
憂う

バンコクのテロ
社会不安の解消
が必要だ

日本と韓国―節
目の年に関係改
善を

南北の緊張　挑
発許さぬ日米韓
結束を

バンコク・テロ　観
光拠点狙った卑
劣さ

天津爆発事故
中国は情報開示
を前向きに

マイナス成長　ア
ベノミクス見直し
を

原発被災者支援
避難に国の責任
果たせ

国土形成計画
「均衡ある発展」と
は何か

休眠預金活用―
共助を厚く多様に

天津大爆発　法
治と情報公開に
徹せよ

安保転換を問う・
公明党　歯止め
役を果たす時だ

再生エネ見直し
国民負担抑制の
具体策を示せ

戦後７０年　教育
のあり方　道徳の
教科化は危うい

軍民両用研究
国民を豊かにする
のか

７０年談話反応
「言行一致」が求
められる

マイナス成長―危
うい政策目標と想
定

自衛隊の事前検
討　切れ目なき備
えは当然だ

踊り場経済には
景気対策でなく改
革を

石炭火力発電
一定の歯止めが
必要だ

新国立競技場
「選手第一」の視
点を忘れずに

新国立競技場
愛される遺産にし
たい

障害年金の是正
「不公平」は解消
されるか

人民元ショック―
不透明さ除く努力
を

ＧＤＰマイナス　消
費喚起へ「民」の
底力を

天津の惨事を徹
底究明せよ

マイナス成長　好
循環が見えてこな
い

ＧＤＰマイナス　景
気の停滞を長引
かせるな

ＧＤＰマイナス　ア
ベノミクスは破綻
か

中国経済　規模に
見合う情報開示を

2015/8/17
新国立政府方針
愛される聖地計画
を急げ

新国立競技場
納得できる機能に
絞れ

７０年談話反応
中韓の批判は抑
制気味だが

戦後７０年　天皇
陛下お言葉　思い
表れた「深い反

終戦７０年の靖国
国守る大切さを伝
えたい

戦没者の追悼
真摯に議論を深
めたい

戦没者追悼式
「深い反省」を世
界の平和に

成年後見人不正
チェック体制の強
化を

2015/8/15
戦後７０年の安倍
談話―何のため
に出したのか

戦後７０年談話
世界貢献こそ日
本の道だ　謝罪外
交の連鎖を断ち

70年談話を踏まえ
何をするかだ

戦後７０年談話
歴史の修正から
決別を

戦後７０年談話
歴史の教訓胸に
未来を拓こう

終戦から７０年
不戦の誓い、未来
に継承を

戦後７０年談話／
戦略的意図を読
み取れぬ

真の和解とするた
めに　戦後７０年
首相談話

戦後７０年談話
真の和解へ首相
は行動を

就職活動―「後ろ
倒し」の検証を

岩隈の快挙　各
界の若い人よ彼
に続け

「戦争の半世紀」
じっくり学ぶ歴史
教育に

人民元切り下げ
唐突で問題多い
手法だ

ＢＳＬ４施設―感
染症の国際拠点
に

次期指導要領
日本に誇り持てる
教育を

休眠預金を民間
福祉に生かせ

戦後７０年　平和
の語り部　絶やさ
ず引き継ぎたい

韓国と北朝鮮―
事態の激化を避
けよ

日航機墜落３０年
安全への誓いを
広げたい

人民元の切り下
げに映る中国経
済の苦境

新幹線部品脱落
小さなミスも見逃
すな

福島原発浄化水
廃炉を前進させる
海への放出

戦後７０年　日本
型雇用　改革は
働く側の視点で

難民受け入れ―
手を差しのべる姿
勢を

人民元切り下げ
「国際化」の看板
はどこに

企業は強い成長
基盤を築け

政府・沖縄協議
５回ではとても足
りぬ

辺野古集中協議
政府は沖縄への
説得を尽くせ

地方創生交付金
事業費が「割り
勘」では

介護休業見直し
退職せずに済む
ように

戦後７０年談話
「なぜ誤ったか」を
原点に

日航機墜落３０年
風化させてなるも
のか

「新国立」検証委
徹底調査ができる
態勢か

性犯罪の処罰―
実相ふまえた法
制を

感染症研究施設
高い信頼得て運
用拡大を

御巣鷹30年を機
に空の安全を高
めたい

成年後見制度
不正防止へ改善
を急げ

生殖補助医療
法整備に向けて
議論深めよう

戦後７０年　危機
の社会保障　変
化踏まえた仕組

教員の忙しさ―学
校の役割考えよう

長崎平和宣言
慰霊にそぐわぬ
政治色だ

粘り強く「イスラム
国」掃討を

日航機墜落３０年
８・１２を安全の原
点に

日航機墜落３０年
安全運航への誓
いを新たに

スカイマーク　懸
念される寡占の弊
害

米の日本盗聴
「不動の同盟」疑
問残すな

副作用大きい消
費者契約法改正
の再考を

スカイマーク　空
の寡占化が心配
だ

就活本格化　学
生の負担軽減を
優先したい

戦後７０年　地方
自治　住民本位
へ歩みさらに

新国立の迷走
責任の在りか深
掘りを

スカイマーク再建
競争確保が支援
の前提だ

コメ先物存続は農
協参加で

性犯罪の厳罰化
被害者支援の充
実図れ

スカイマーク　ＡＮ
Ａとの連携をどう
生かす

学習指導要領案
自主性を大切にし
たい

ドイツ戦犯　追及
に終わりはない

「違憲」法案―限
定なき兵站の中
身

北方領土　身勝
手な分配は許さ
れぬ

刑事司法改革
冤罪の懸念なお
拭えず

学習指導要領案
主体的に学ぶ授
業の工夫を

戦後７０年　北方
領土　早期返還
の願い実現を

ＪＲ架線断線―安
全対策は幾重に
も

沖縄との集中協
議　現実見据え打
開策を探れ

中国の人権状況
国際基準からは
程遠い

「イスラム国」　弱
体化へ国際社会
は結束せよ

性犯罪厳罰化
被害者の尊厳を
第一に

日朝外相会談
政府の「本気」が
問われる

働き方改革が迫
る行政効率化

新学習指導要領
近現代史をどう教
える

日朝外相会談
拉致問題解決を
粘り強く迫れ

翁長・安倍会談
辺野古断念こそ
解決策

強制連行和解
もっと早く償いは
できた

南シナ海　対中で
米国は前面に出
よ

天然ガスの安定
調達へアジアは
連携を

ビットコイン　政府
は規制に本腰を

新国立競技場
検証と計画改定を
抜かりなく

原発再稼働　安
全とは言わぬまま

高度感染症施設
安全の確保は国
が責任を

戦後７０年談話―
和解へのメッセー
ジを

戦後７０年談話
首相は「過去の断
罪」排せ

報告書の歴史観
を首相談話に反
映させよ

有識者報告書
「和解」に資する
談話を

戦後７０年　首相
談話報告書　謝
罪なしは納得でき

戦後７０年談話
「自己満足」でな
い歴史を

大学と軍事研究
原則情報公開で
歯止めを

週のはじめに考え
る　経営者は私心
を捨てて

ＪＲ鉄路復旧断念
／新時代の公共
交通模索を

世界株安／中国
は大国としての責
任を

／総合的対策の
議論へ継承を

フレックス制　導
入して終わりでは
ない

侵略への猛省を
起点に　戦後７０

楢葉の避難解除
／地域再生のモ

憲法と安保政策
／本末転倒ぶりを
浮き彫り

戦後７０年　エネ
ルギーと北海道
供給基地の道を
探りたい

長崎原爆の日
「核廃絶は難し
い」が問う

「福島」が伝わら
ない　週のはじめ
に考える

岐路の仙台市議
会／政党化強め
在り方再構築を

川内原発再稼働
／展望なき回帰
は許されない

川内原発再稼働
教訓生かさぬ見
切り発車

新型交付金　「期
待外れ」の額だっ
たが

労働者派遣法改
正案／働く側の視
点で考えよう

川内原発再稼働
九電は安全管理
の徹底を

原発ゼロが終わ
る日に　誰が責任
を負うのか

高齢者移住／数
合わせの地方創
生はない

７０年談話懇報告
首相も「侵略」を2015/8/7

川内再稼働を前
に―避難の不安
が置き去りだ

2015/8/8

世界経済の安定
へ秩序立て直せ
（戦後70年の視
角）

2015/8/9

戦後７０年　新聞
の使命を肝に銘じ
て

週のはじめに考え
る　私たちはこう
生きる

仙台市開票ミス／
「北風」改革は正
しい手段か

平和共存の道を
探らねば　戦後７
０年　日米同盟と
中国

蔵王観光巻き返し
／安全対策強
化、周知が鍵

防災・減災／広島
土砂災害１年／
「まず避難」の意
識高めよう

景気失速／経済
運営にも不信は
募る

仙台育英準優勝
／頂点は近い、さ
らに精進を

休み

2015/8/10
被爆７０年の日本
―核なき世界近
づけるには

2015/8/11

原発再稼働―川
内をひな型にする
な

川内原発復活
稼働増やし国力
再生を　首相は規
制委の改革を急
げ

安全最優先し原
発再稼働を着実
に

川内再稼働　原
発依存社会に戻
すな

戦没者を静かに
追悼できる環境を

戦後７０年に問う
―個人を尊重す
る国の約束

2015/8/16

2015/8/13

終戦７０年　平和
の堅持へ国際協
調貫こう

あす終戦の日　不
戦の原点から考
える

2015/8/14
学習指導要領案
知識偏重を脱皮
できるか

戦後７０年を考え
る　元ゼロ戦乗り
の反戦論

終戦から７０年／
平和維持へ転換
点の自覚を

お盆の帰省　九州
の「元気」を味
わって

戦後７０年を考え
る　立憲主義を守
りぬく

農協の自主改革
／「開かれた」運
営が第一歩だ

川内原発再稼働
電力安定供給へ
重要な一歩だ

2015/8/12

2015/8/22

ポストバブル世代
の発想生かそう

2015/8/23

原油安に気を緩
めず改革の好機
に

2015/8/24

株安連鎖　緩和
依存の矛盾が出
た

2015/8/25

2015/8/26

年金情報流出／
ずさんな組織に監
視の目を

2015/8/18

2015/8/19
経営のモデルチェ
ンジに踏み出そう

2015/8/20

2015/8/21

司法取引の導入
／検察の信頼回
復が先だ



学習指導要領―
教室の現実をふ
まえて

高校野球１００年
日本の夏の文化
を次代へ

感染症施設を動
かすために

原爆の日　被爆
者と政権とのずれ

辺野古工事中断
基地問題の抜本
協議を

スカイマーク　ま
ずは信頼の回復
からだ

被爆70年に改め
て核のない世界を

原爆忌　被爆地
訪問で核軍縮に

スカイマーク再生
と空の競争

米の盗聴疑惑
同盟の信頼関係
を揺るがすな

政権と沖縄―「休
戦」で終わらせる
な

朝日取り消し１年
名誉守る発信な
お足りぬ

訪日客のトラブル
をみんなで減らそ
う

辺野古工事中断
ポーズに終わらせ
るな

辺野古作業中断
事態打開へ知事
も頭冷やそう

最低賃金アップ
経済の好循環に
必要だ

辺野古工事中断
「一時休戦」で協
議進めよ

高校野球１００年
―絶えぬ球音、新
世紀へ

ビットコイン　不正
防ぐルール確立
急げ

辺野古中断を有
効にいかせ

米国の盗聴疑惑
政府の対応は生
ぬるい

ビットコイン　不正
取引の全容解明
が急務だ

教員の勤務実態
過剰な負担減らさ
ねば

児童虐待防止策
要員態勢の抜本
見直しを

礒崎氏の発言―
首相の任命責任
を問う

浄化水放出　汚
染減らし廃炉の加
速を

仮想通貨のルー
ルづくり迫る消失
事件

感染症研究施設
安全と透明化の
徹底を

感染症対策施設
迅速な診断と治
療に生かせ

新安保法制　礒
崎氏の釈明　疑
念拭えぬ政府の

つくば住民投票
ハコモノ拒んだ民
意

ＴＰＰと農産物　最
後はいつも切り売
りに

米の盗聴疑惑―
徹底調査を要求
せよ

参院と安保法案
建設的な論戦をと
めるな

官民が連携し盗
聴に警戒を

安保転換を問う
礒崎氏の招致

安保法案審議
徴兵制導入は飛
躍した議論だ

福島町長不信任
混乱収拾へ辞職
が筋だ

礒崎氏陳謝　安
保法案撤回し出
直せ

「就活」選考解禁
学生の負担は
減ったのか

ウナギ資源保護
意識低い中国に
対応迫れ

ふるさと納税　企
業版の検討は慎
重に

戦争遺跡　悲惨な
記憶を後世に伝
えよう

新幹線駅ホーム
迷走は終わりにし
たい

石油元売り再編
資源調達の強化
急がれる

いじめ対策　形ば
かりを改めよう

南シナ海情勢　中
国は規範から逃
れられない

核燃料サイクル
無責任な延命は
論外だ

ＴＰＰ交渉―合意
へ全力をあげよ

厚木基地訴訟
「国の守り」軽視
は危うい

ＴＰＰ交渉を漂流
させずに早期決
着を

安保転換を問う
徴兵制

最低賃金上げ
中小企業の体力
強化が重要だ

フェリー火災　原
因究明し惨事防
止を

鶴見俊輔さん　民
衆の中によみが
える

小型機墜落―整
備運航に油断な
いか

ＴＰＰ合意見送り
機運失わず協議
再開急げ

限界に近づく救急
車の出動

ＴＰＰ合意せず
交渉の推進力を
失うな

ＴＰＰ合意せず
漂流回避へ交渉
再開を急げ

ＴＰＰ合意せず
交渉姿勢　一から
見直せ

ＴＰＰ見送り　自由
貿易は大丈夫か

原発事故起訴―
新たな検証の機
会に

北京冬季五輪　ま
ず人権問題を解
決せよ

就活に振り回され
る学生を放ってお
けぬ

東電元幹部起訴
へ　裁判で問う意
味はある

東電「強制起訴」
高度な注意義務
求めた検察審

東電強制起訴へ
公開の場で真相
究明を

首相補佐官発言
法秩序軽視の本
音見えた

「玉音放送」―歴
史と今を考えさせ
る

東電原発事故
強制起訴には違
和感残る

世界市場に挑む
石油再編に

最低賃金アップ
働く人の貧困なく
そう

北京冬季五輪
雪不足の地では
不安が大きい

道議政務活動費
透明化への姿勢
見えぬ

首相補佐官発言
法秩序軽視の本
音見えた

参院審議―歯止
めなき「違憲」法
案

最低賃金　中小
の後押し欠かせ
ない

社会保障の維持
へ能力に応じた負
担を

厚木騒音判決
被害解消に国は
動け

厚木騒音訴訟
海自機飛行差し
止めは必要か

ＴＰＰ閣僚会合
農業で譲歩重ね
るのか

厚木騒音訴訟
米軍機こそ規制
がいる

参院選改革　良
識の看板は捨て
たのか

新国立競技場―
「政治」の責任は
どこへ

自民「慰安婦」提
言　河野氏に質す
のが先決だ

基地騒音の軽減
に力尽くせ

安保転換を問う
存立危機事態

集団的自衛権
法的安定性は確
保されている

厚木基地訴訟
米軍機こそ差し止
めを

礒崎首相補佐官
法的安定性損ね
る暴言

厚木騒音判決
国は被害実態を
直視せよ

熱中症対策　原
発停止の夏に終
止符を

「安全な国」担うサ
イバー人材の育
成急げ

浄化水海洋放出
漁協の決断無に
するな

自民慰安婦提言
誤解拭う対外発
信を強めたい

新安保法制　礒
崎氏発言　法秩
序軽視は許され

ＴＰＰ大詰め　懸
念に応える交渉を

最低賃金　差を縮
める一段の努力
を

ＴＰＰ閣僚会合
世界に範示す合
意果たせ

最低賃金は影響
に目配りを

安保転換を問う：
民主党　安保観を
より体系的に

ＴＰＰ閣僚会合
合意へ交渉カード
を出し切れ

雌阿寒岳活発化
情報把握し備え
万全に

最低賃金上げ
格差はなお縮まら
ない

小型機墜落　九
州の空港も再点
検急げ

参院選挙改革―
大きな汚点を残し
た

大学を衰弱させる
「文系廃止」通知
の非

郵貯の限度額
引き上げは問題
が多い

「チーム学校」　い
じめ解決に専門
家の力を

参院「１０増１０
減」　小手先の数
合わせでは

高齢者の移住　ま
ず介護体制の充
実だ

宗像・沖ノ島　世
界に誇れる歴史
遺産だ

「違憲」法案―軽
視された法的安
定性

安保法案の説明
は謙虚に

安保転換を問う
首相補佐官発言

参院選制度改革
「合区」後の議論
を早く始めよ

第三者卵子提供
時代見据えた法
整備を

岩手いじめ自殺
子の痛みにさとく
あれ

概算要求基準
歳出抑制が働か
ないのは

小型機墜落　徹
底究明で住民不
安拭え

高い質を伴うＴＰＰ
合意の好機逃す
な

第三者卵子提供
子どもの幸福が
優先だ

調布小型機墜落
整備点検に問題
はなかったか

新安保法制　参
院審議入り　「良
識の府」の存在示

小型機墜落　住
民の不安を減らそ
う

安保参院審議
「違憲法案」取り
除いては

活断層調査　規
制委「３年見直し」
急げ

宇宙の夢にも優
先順位を

小型機墜落事故
安全に死角な
かったか

安保法案審議
参院でより丁寧な
説明尽くせ

小型機墜落　あら
ゆる角度で究明を

「安保」参院審議
再考の府の責任
果たせ

訪日客大幅増
知恵絞り流れを九
州にも

性犯罪の厳罰化
魂の殺人に法改
正必要だ

補正予算を含め
歳出を厳しく管理
せよ

山岳遭難事故
体力や技術と相
談して登ろう

原発のごみ処分
対話の姿勢が足
りない

南部さんを悼む
知の探求を続け
たい

全国英語テスト
教える側の態勢も
充実を

安保法制審議
理解深める努力
が足りぬ

ガス田合意の原
点に回帰を

仕事と介護　離職
防止へ支援を拡
充したい

無戸籍の子ども
放置は将来の芽
を摘む

新国立競技場
情報・議論　オー
プンに

中２男子自殺　い
じめの訴えあった
のに

政権と決め方―
基盤崩す「結論あ
りき」

有人宇宙活動　Ｉ
ＳＳ後の議論深め
たい

台湾総統選　近
隣の変化に目配
りを

西伊豆感電死
電気柵の適正使
用を広めよ

病床数削減　受け
皿整備が欠かせ
ぬ

全国学力調査―
大阪は目的外に
使うな

急増する訪日客
地域活性化の好
機とせよ

道徳教科書　不
安、疑問がぬぐえ
ない

道徳教科書検定
子供の考える力を
育みたい

野生動物会議
札幌から共生の
知恵を

予算編成―まず
は抜け道をふさげ

シーリング　歳出
上限なく切れるの
か

グローバルな再
編時代を迎えたメ
ディア

参院１票の格差
抜本是正にはほ
ど遠い

概算要求基準
社会保障費の抑
制がカギだ

概算要求基準
予算膨張の歯止
めなし

概算要求基準
「青天井」を正す
べきだ

東芝の会計不正
現場を追い込む
罪の深さ

鶴見さん逝く―
個々の行動に宿
る理念

戦後補償問題
「解決済み」の原
則崩すな

１票の格差を巡る
「嫌な感じ」

概算要求基準
ばらまきにつなげ
るな

東京五輪へ５年
「新国立」の失策
を挽回しよう

ロ首相領土訪問
関係悪化繰り返
すのか

参院１０増１０減
案　違憲状態は
脱せない

生活困窮者支援
自治体は実態把
握を急げ

中国ガス田―不
信の連鎖に陥る
な

東京五輪あと５年
大会の成功へ前
を向こう

「ウナギの日」に
考えよう

中国ガス田開発
合意の精神に反
する

防衛白書　中朝
の軍事力増強へ
対応急げ

中国ガス田開発
中止して交渉の
再開を

東シナ海ガス田
平和の海へ双方
自制を

参院選挙改革
「良識の府」は名
ばかりか

「違憲」法制―与
党議員こそ街に
出よ

米慰安婦像　反
日宣伝に黙さず
発信を

身の丈に合わせ
た自然体の五輪
でいい

油井さん宇宙へ
「有人」の意義を
明確に

油井さん宇宙へ
国際協力で存在
感を示したい

砂川市議逮捕
飲酒事故の教訓
どこへ

空き家対策　地域
の財産ともしたい

米キューバ国交
中南米の安定に
つなげよ

ＰＰ交渉―日本が
まとめ役に

中国ガス田写真
「緊張の海」を示
す証拠だ

スマホ「２年縛り」
が映す通信の寡
占化

新国立競技場　こ
の失態を水に流
すな

中国ガス田開発
実態公開して自
制を促したい

衛白書　脅威をあ
おるだけでは

津波被災庁舎
見るのはつらいけ
れど

世界遺産―迫る
危機に目を向けて

病床削減　地域
包括ケアは決定
打か

米・キューバさら
に前進を

電気柵で感電死
安全対策の再点
検を

熱中症予防　室
内だからと油断は
できない

ＪＡ全中新体制
農家に寄り添う姿
勢を

中ロ新枠組み　冷
戦の再来はごめ
んだ

東芝不正会計―
実効ある企業統
治を

東芝の利益水増
し　公正さ歪める
風土を断て

企業統治の不全
が招いた東芝の
利益操作

東芝不正会計
経営暴走させた３
社長

東芝会計操作
ルール軽視の企
業風土改めよ

東芝利益水増し
不正許す風土　改
めねば

安保法案と世論
支持急落は国民
の警鐘

内閣支持率急落
「独善」に怒り示し
た世論

防衛白書―法制
を急ぐ必要はない

防衛白書　周辺
環境の厳しさに目
を

防衛白書は等身
大の分析で

安保転換を問う
防衛白書

米キューバ復交
独裁体制にどう改
革を促すか

電気柵感電死
安全管理さらに徹
底を

山の難易度表
遭難防止につな
げたい

新競技場白紙
国民が納得する
計画急げ

砂川判決―司法
自ら歴史の検証
を

中国７％成長　経
済変調への監視
怠るな

仕事と介護の両
立へ知恵を絞ろう

かかりつけ薬局
患者を守る責任
は重い

主権者教育　政
治的中立をどう確
保するか

北洋で拿捕　安全
と秩序　重んじた
い

冥王星探査　星
のパズル、解こう
よ

政務活動費―
ネット公開当たり
前に

エイズ対策１５年
「もういいだろう」
は困る

多様な災害を予
見し備えを

視点　安保転換を
問う　政策の持続
性

性犯罪報告書
法改正で「逃げ
得」を許すな

バスケ制裁解除
組織の力高める
契機に

中国弁護士拘束
法治を名乗る抑
圧だ

ギリシャ問題―弱
い経済包摂する
には

電気料金の重荷
上昇抑制は政府
の責任だ

農業コンクール
地域の可能性ひ
らこう

自衛隊共同訓練
安保法制と連動し
て拡充せよ

ＴＰＰ閣僚会合
拙速な合意は許
されぬ

辺野古検証報告
手続きの誤りを認
めよ

起点に　戦後７０
年談話に望む

／地域再生のモ
デルケースに

広島原爆７０年
死者たちはまだ眠
れない

ふり返って希望を
語る　原爆忌に考
える

被爆７０年と核廃
絶／「人類の知恵
でできる」糧に

戦後７０年　広
島、長崎原爆の
日　核廃絶へ禁
止条約制定を

20115/7/20
1700兆円を経済

中２男子自殺　い
じめの訴えあった
のに

週のはじめに考え
る　耳傾けぬ政治
家よ

山形県農業戦略
／「日本一」「世界
一」で鼓舞

安保転換を問う
参院審議入り

核燃料サイクル―
計画は白紙に戻
すべきだ

2015/7/27
参院の存在意義
／安保法案の審
議で試される

2015/7/24

2015/7/22
東芝不適切会計
／企業風土の抜
本改革が必要

2015/7/23

海の日　汚染広
が

農地の流動化／
「ムチ」よりも安心

2015/7/21
金鷲・玉竜旗　青
春懸けた熱闘に
声援を

子化対策／相乗
効果生む施策の
連携を

ＴＰＰヤマ場／合
意ありきの姿勢許
されぬ

東山さん直木賞
活字文化の奥深
さ知ろう

地域公共交通／
暮らしの足を再生
したい

首相も「侵略」を
明確に認めよ

2015/8/7

安保法案、参院
審議―危機に立
つ政治への信頼

2015/7/28
概算要求基準／
この政権の財政
規律どこに

「合区」導入　統
治機構論に踏み
込め　選挙審で両
院制度の見直しを

2015/7/29
参院２合区成立
／抜本改革は避
けられない

最低賃金引き上
げ／継続へ目標
定めて努力を

原発再稼働を考
える―稼働ゼロの
実績を土台に

2015/7/30

2015/7/25
東北の自動車産
業／「次の１０年」
の戦略練る時だ

欧州は統合の歩
みを後退させるな

2015/7/26

2015/7/31
猛暑・熱中症警戒
／「災害」として備
えが必要

フクシマは“人災”
か　東電元幹部を
強制起訴へ

東電元幹部強制
起訴へ／事故責
任の明確化が民
意だ

2015/8/1

2015/8/2
介護保険見直し
周知と相談態勢
の充実を

ＴＰＰ合意見送り
／「譲歩」めぐる
説明が必要だ

「失われた20年」
教訓に飛躍のとき

川内再稼働を前
に―安全神話を
復活させるな

2015/8/3

2015/8/5

被爆７０年の日本
核廃絶へ世界を
動かせ

被爆７０年　「過ち
は繰り返しませ
ぬ」　誓うべきは
核保有国である

原爆投下７０年―
核兵器禁止条約
へ動こう

2015/8/6

夏山登山　体力
や経験を見極め
よう

週のはじめに考え
る　独創は地方で
生まれる

病床の削減／受
け皿整備と併せた
計画を

中２いじめ自殺／
「救えた命」を深い
教訓に

最大リスクは「楽
観」だ　なぜ財政
再建できない

水産業の復興／
持続可能な漁業
への転機に

2015/8/4



中学生の死―命
と向き合えている
か

海の日　国を挙げ
て盛んな啓発を

視点　安保転換を
問う　国会と教室

スマホ契約　「２年
縛り」の見直しが
急務だ

道議会庁舎改築
ふさわしい姿示さ
ねば

イラン核「制限」
中東安定へ新た
な一歩

弁護士拘束―中
国国民の権利損
なう

沖縄の有識者会
議　報告書は「反
対ありき」だ

日本人自身のレ
ジャー消費も伸ば
したい

辺野古埋め立て
作業中止し話し合
いを

ＣＯ２削減目標
省エネを加速させ
る契機に

ＪＲローカル線
利用者の意向
最優先に

又吉氏芥川賞―
文学に親しむ入り
口に

盗難仏像　反日
迎合は法治といえ
ぬ

途上国の開発に
効率の視点を

安保転換を問う
ドイツの教訓

「ゆう活」推進　効
率的に働いて残
業減らそう

中国弁護士拘束
看過できぬ人権
弾圧だ

「新国立」白紙に
祝福される聖地を
目指せ

核燃サイクルは効
率的で透明な運
営を

「新国立」白紙に
混乱招いた決断
の遅れ

新国立競技場
計画の白紙撤回
を評価したい

「新国立」白紙
国民が納得する
施設を

新国立競技場
やっと常識が通っ
たか

イラン核合意　着
実な履行で中東
安定を

又吉さんに芥川
賞　文学の活性
化を期待する

長期で成果出す
公的年金に

都市対抗開幕
真剣勝負を見に
行こう

芥川賞　新風巻き
起こした異才の
「芸」

イラン核合意　誠
実な完全履行が
責務

国会前デモ　街頭
のデモクラシーよ

中国経済　軟着
陸ができない時に
は

法案　参院へ―
怒りと疑問にこた

本音の安保論議
で理解深める努

辺野古移設―政
権は沖縄の声を

新競技場の見直
しは当然だ

安保法制　与党
の単独可決は妥
当だ

市場介入頼みで
は中国の安定成
長厳しく

安保法案可決
首相は丁寧な説
明を継続せよ

主権者教育　教
師こそ国のあり方
学べ

合意形成力の低
下示した採決

イラン核合意　中
東安定への転換
点になるか

「違憲」法案―採
決に反対する

イラン核合意　着
実な履行で不信
克服を

イラン核合意を中
東地域の安定に
いかせ

安保転換を問う
きょう採決　歴史
に責任負えるの

ギリシャ合意　危
機回避へまだ楽
観できない

「違憲」安保法制
「理解せよ」と迫る
傲慢

ギリシャ再建　ど
こまで我慢ができ
るか

イラン核合意―流
れを確かなものに

不正競争防止法
官民で技術の流
出を防げ

社会資本の適切
な総量管理を

イラン核合意　中
東安定への転機
に

中国弁護士拘束
習政権の強権統
治を憂慮する

ギリシャ支援　緊
縮を強いるだけで
は

佐世保事件　教
訓を共有するため
には

ギリシャ支援　危
機の再燃は許さ
れない

ギリシャ支援の最
終合意へ機を逃
すな

安保転換を問う
衆院審議

安保法案公聴会
国際秩序の危機
を直視したい

ギリシャ支援　危
機を脱出する一
歩に

「安保」公聴会
違憲の指摘なぜ
顧みぬ

安保法案　審議
尽くさず採決する
な

中国弁護士弾圧
人権問題厳しく監
視せよ

中国の弁護士拘
束を憂慮する

ギリシャとＥＵ　後
戻りさせない努力
を

ＩＰ電話不正　官
民の連携で被害
拡大を防げ

岩手いじめ自殺
ＳＯＳが届く仕組
みを

東芝不適切会計
企業統治はどう
なった

主権者教育　学
ぶ現場を萎縮させ
ては

2015/7/13
中国の株価―介
入に傾く政策見直
せ

安保法制の対案
採決遅延の道具
にするな

中ロに問われる
国際秩序づくりの
自覚

米中関係　対立
前提は短絡的だ

核燃料サイクル
政府の責任で軌
道に乗せよ

ドリームビーチ
安全確保に万全
を望む

参院選の合区
やはり抜本改革し
かない

生殖医療―一線
を引く議論を

米越首脳会談
対中懸念の共有
は当然だ

いまこそ暴力団へ
の資金断て

中２男子の自殺
ＳＯＳを阻んだも
のは

岩手中２生自殺
なぜＳＯＳは届か
なかったか

福島町長逮捕
真相解明し信頼
回復を

急増する難民　日
本がすべき支援
は何か

安保法制―首相
の「丁寧な説
明」？

参院選挙制度
理念なき合区で
終わるな

法改正を機に企
業は攻めの知財
戦略を

安保転機を問う
民・維の対案

安保集中審議
厳しい事態にも備
える法制に

参院選制度改革
党利越えて格差
是正を

参院１０増１０減
案　不平等是正に
は程遠い

参院選の合区
やはり抜本改革し
かない

なでしこ準Ｖ―ス
ポーツ文化育てよ
う

岩手の中２死亡
ＳＯＳ見逃さない
連携を

転職しやすい社
会へ踏み出せ

ギリシャ危機　「暗
黒のシナリオ」選
ぶな

ＢＲＩＣＳ会議　中
露の国際秩序挑
戦が露骨だ

新安保法制　法
案採決の動き　審
議はまだ「入り口」

「違憲」安保法制
審議尽くさず採決
とは

急増する難民　日
本がすべき支援
は何か

参院選挙改革―
自民案は生ぬる
過ぎる

中国株の乱高下
政権の市場支配
を改めよ

この新国立競技
場を未来へ引き
渡せるか

参院選挙改革
自民の決定は遅
すぎた

参院選制度改革
「合区」の導入も
やむを得ない

中国の株安　実
体経済への波及
防げ

川内原発　なぜ説
明できないの？

法曹養成政府案
改革の原点は守
れるのか

１８歳と政治―教
室まで威圧するの
か

無戸籍の子供
多くの目で支援強
めたい

農協の自己改革
を期待する

クラブ規制緩和
健全な文化育む
一歩に

中国株乱高下
強引な市場介入
が招いた混迷

小樽ひき逃げ　危
険運転適用は妥
当だ

中国株バブル
「官製相場」を改
めよ

男女の雇用均等
掛け声ほどに進
まぬ是正

拉致報告延期
制裁の復活に期
限設けよ

多様な働き方と子
育てを支える税制
に

中国株急落　市
場の統制は逆効
果だ

野党安保対案
採決引き延ばし目
的では困る

新国立競技場
「復興五輪」の名
が泣く

新国立競技場
見切り発車は許さ
れない

新国立競技場　こ
の建設計画は無
責任だ

対案を端緒に合
意形成努めよ

川内核燃料装着
住民避難は置き
去りか

新国立競技場
代償伴う愚かで無
責任な決定

東芝不適切会計
水増し体質　一掃
せねば

中国ＣＯ２削減
排出大国の責務
を果たせ

新国立競技場―
これでは祝福でき
ない

中国のガス田開
発　国は東シナ海
の脅威語れ

株価急落で懸念
深まる中国の景
気実態

安保転換を問う
沖縄の不安…国
会は誠実に向き

産業革命遺産
祝賀に水差す韓
国の政治工作

川内核燃料装填
不安は拭えないま
まだ

維新の安保対案
与党の手助け役
になるな

世界遺産登録―
「合意」踏まえ前
へ進め

原発の燃料装荷
効率よく再稼働進
めたい

新陳代謝促す事
業再生制度を

新国立競技場
無謀な国家プロ
ジェクト

中国ＣＯ２削減
最大排出国の責
任はどこに

産業遺産登録
日韓の溝埋める
努力を

中国経済　不安
定な株価が気に
なる

ギリシャ問題―ド
イツの責務は大き
い

ギリシャ国民投票
反緊縮で「勝利」
得られぬ

ギリシャはユーロ
離脱への道を歩
むのか

世界遺産と日韓
今後にしこりを残
すな

なでしこ準優勝
ブームから「文化」
への契機に

ギリシャ危機　混
乱の拡大を防が
ねば

サッカーＷ杯　な
でしこという和の
力

明治の産業遺産
「光と影」見つめて
未来へ

沖縄と安保―押し
つけでなく対話を

世界遺産登録
喜びに水さす歴史
介入だ

メコン諸国と細や
かな連携を

ギリシャの「ノー」
独仏は指導力の
発揮を

なでしこ準優勝
ブームから「文化」
への契機に

なでしこ準優勝
活躍を次につなげ
たい

日韓・世界遺産
歴史の光と影を見
よう

ギリシャ危機　成
算あっての決断な
のか

新国立競技場―
見切り発車は禍
根残す

郵貯限度額上げ
また政治が翻弄
するのか

日本企業は世界
と勝負できるＩＴ活
用を

水害サミット　防
災知見を共有した
い

「日本酒」新表示
ブランド力向上に
つなげたい

新幹線の安全
事件を見直しの契
機に

労災認定最多
「心の病」生まぬ
職場に

農地の集約―税
制に踏み込め

中国ＣＯ２削減
これでは排出持
続宣言だ

科学技術力を外
交に生かそう

視点・安保転換を
問う…環境の変
化

フリースクール
「学びの質」をどう
担保するか

成長戦略　企業
寄りの策だけでは

少年法の年齢
引き下げ論は安
易だ

拉致再調査―重
い扉は開いたの
か

参院選挙制度
合区導入へ与野
党決断を

女性の力を生か
せる職場つくろう

拉致再調査１年
対北朝鮮、再考
の契機に

地方創生　新型
交付金で活性化
を図ろう

「報道圧力」問題
処分は幕引きに
ならぬ

チーム学校―多
様な大人が関わ
ろう

火山と暮らし　「学
び」が備えの第一
歩だ

電力販売は適切
なルールで

視点　安保転換を
問う…自民党の
変質

日メコン会議　良
質なインフラ整備
を進めよ

過労死防止大綱
本気度が問われ
ている

報道への威圧―
陳謝でも消えぬ疑
念

米軍事戦略と日
本　「中国」直視し
た抑止論を

多様な試みを支
援してこそ地方創
生だ

安保転換を問う
維新の対案

維新安保対案
民主は批判しかし
ないのか

新安保法制　維
新の対案　与党を
利してはならぬ

維新「安保」対案
「違憲」立法に手
貸すな

国立大改革　多
様な人材育成して
こそ

維新の対案―解
釈改憲に手を貸
すな

ゆう活スタート
仕事の効率化に
つなげよ

拉致調査で北朝
鮮に圧力を

「報道圧力」で陳
謝　首相の行動
が問われる

がん対策　死亡率
減の目標達成が
危うい

世界遺産「知床」
１０年の蓄積どう
生かす

骨太の方針　随
分と、きゃしゃだ
ね

国際光年　夜空
が明る過ぎるので
は

中国と温暖化―
対策の強化と前
倒しを

拉致再調査１年
制裁の復活を突
きつけろ

郵政３社は収益
向上の道筋を市
場に示せ

オバマ外交
キューバ以外でも
功績を

拉致再調査１年
対「北」圧力を戦
略的に強めよ

北洋サケ・マス
禁止の影響を最
小限に

トヨタ役員辞任
国際戦略に痛い
教訓

新幹線放火　ドル
箱路線に死角な
いか

不倫と裁判―一
律には判断できな
い

対キューバ正常
化　反米切り崩す
成果必要だ

多様な経営人材
生かすには

航空管制官　安
全守る態勢は十
分か

アジア投資銀　中
国の「独善」へ懸
念が増した

米国とキューバ
良き隣人へ信頼
構築を

米キューバ復交
対立より対話の世
紀に

憲法と徴兵制　や
はり解釈変更は
危うい

新国立競技場―
公共事業として失
格だ

新幹線火災　乗
客の協力が惨事
を防ぐ

節電を続けやすく
する仕組みを広
げよう

新幹線放火　「安
全の死角」総点検
を

日銀短観改善
好循環の歯車は
回り出したか

ギリシャ「延滞」
破局回避へ妥協
点探れ

九州農業白書
元気な人が大勢
いるなら

新幹線放火―安
全対策見直す契
機に

インフラ銀　やは
り対中懸念は拭
えぬ

世界で広がる同
性婚と日本

中国ＣＯ２削減
排出大国の責任
果たせ

新幹線放火殺人
利便性損ねずに
再発防ぎたい

地方議員不祥事
覚せい剤とはあき
れる

改正活火山法
防災意識を高め
る契機に

ギリシャ不安―
ユーロ分断避ける

アジア投資銀行
国際的信用がカ

地方創生　見えな
い政府のやる気

新幹線火災　引き
出すべき教訓は

成長率目標　官
民の差はどこにあ

2015/7/4
安保法案と地方
選／国の針路問
う論戦避けるな

2015/7/10

2015/7/11

2015/7/12

近づく仙台市議選
／代表制は揺ら
いでいないか

海が空っぽになる
前に　週のはじめ
に考える

子ども医療費助
成／住民の納得
引き出す努力を

2015/7/3

骨太方針決定／
財政健全化 本

骨太方針決定　ア
ベ ク を深化

成長と財政両立
宿題は山積

骨太方針　「二
兎」追う道筋を見

　成

安保法案の審議
／必要性揺らぐ集
団的自衛権

立憲主義を守ら
ねば　集団的自
衛権容認１年

2015/7/2
ギリシャ破綻危機
／最悪の事態だ
けは避けねば

薬の費用対効果
国民の命守る視
点第一に

大地動乱の時だ
から　週のはじめ
に考える

捜査手法拡大／
歯止めの議論を
しっかりと

困窮者支援／包
括的な働き掛け
が必要

福島の避難解除
―生活再建に息
長い支援を

2015/7/9
負の遺産は造れ
ない　新国立競技
場

東北広域観光／
資源生かし訪日
客誘致を

2015/7/6
再生エネルギー
／クリーンな発電
世界が期待

復興事業費　地
元負担を重荷とす
るな

「ユーロ」危機／
離脱回避へ力量
が問われる

2015/7/7

2015/7/8
ギリシャだけが悪
いのか　ユーロ危
機回避の策は

参院選挙制度改
革／協議を加速し
成案を急げ

生煮えの安保法
制―衆院採決は
容認できない

2015/7/14
中２いじめ自殺／
対策の空回り徹
底検証を

休み

2015/7/5

安保転換を問う
衆院委員会採決

安保法案の採決
強行―戦後の歩
み　覆す暴挙

2015/7/16

2015/7/19

20115/7/20
の再生に生かそう

特許と営業秘密
経済界の主張は
かなった

2015/7/15

新安保法制　衆
院特別委員会
国民無視の採決
許されぬ

主権者教育／曖
昧な「中立」萎縮
招かぬか

百年の平和を築く
道は　週のはじめ
に考える

児童ポルノ摘発
強化／子どもを守
る意識高めたい

安保法案　自公
強行可決　「違憲
立法」は許されな
い

「違憲」立法は許
さない　安保法
案、採決強行

安保法案強行可
決／国民の理解
は後回しなのか

新安保法制　特
別委で強行採決
民意置き去りにし
た暴走

安保衆院通過
参院でこそ審議を
尽くせ

民主主義の岐路
に立って　安保法
案、衆院通過

ギリシャ再建／Ｅ
Ｕの一層の支援
が必要だ

新安保法制　衆
院を通過　平和主
義の空洞化許さ
ぬ

新国立競技場／
身の丈に見直す
のは当然だ

　
がる現実を知ろう

「ムチ」よりも安心
の醸成を

安保法衆院通過
日本の守り向上
へ前進だ　国民の
理解深める努力

安保転換を問う
衆院本会議可決

安保法案参院へ
日本の平和確保
に重要な前進

新国立競技場問
題―強行政治の
行き詰まりだ

2015/7/18

2015/7/17



アスベスト禍―
ピークはこれから
だ

箱根山噴火　正
確な情報を速や
かに

ロシア「核」増強
時代に逆行する
愚策だ

箱根山小噴火
情報の出し方に
工夫を

地方創生方針
「上からの改革」
にするな

ギリシャ危機　国
民投票への逃げ
許すな

ギリシャを破綻国
家にせぬ道を模
索せよ

「報道圧力」発言
安倍首相の認識
を問う

新国立競技場
工費圧縮へ設計
から出直せ

ギリシャ危機　諦
めず合意探る努
力を

ソーラー機　夢も
あり意義もある

安保法制審議
「８０時間」目安に
ならない

自民勉強会発言
与党議員の自覚
に欠ける

アジア投資銀は
透明な運営を

ギリシャ危機　国
民投票では解決
せず

ギリシャ危機　混
乱の拡大防ぐ最
善の努力を

ＪＲと赤字線　一
方的な廃止　許さ
れぬ

秘密保護法　監
視役が果たせる
のか

水銀規制条約
水俣の教訓生か
してこそ

ギリシャ問題―危
機の端緒にする
な

韓国徴用工訴訟
解決済み覆す不
当判決だ

「学校信仰」脱し
て多様な教育を
探ろう

視点・安保転換を
問う　抑止力

口永良部１か月
避難の長期化に
備えた支援を

新国立競技場
やはり計画の見
直しを

ギリシャ危機　悲
劇はだれも望まな
い

新国立競技場―
新たな選択肢で
出直せ

原発ゼロの夏　電
力危機は去って
いない

食品の地理的表
示をいかせ

骨太の方針　財
政への危機感が
薄い

郵貯限度額上げ
自民党提言の「含
意」はどこに

石炭火力発電
野放図で温暖化
防げぬ

長官選改革否決
香港の民主は死
なず

米中対話―力と
力の競争でなく

新国立競技場
混乱収拾へ首相
の出番だ

大都市のホテル
不足をビジネスの
好機に

核のごみ処分　不
信招く透明性の欠
如

株主総会　厳しい
声を企業統治に
生かせ

４カ国連続テロ
蛮行の連鎖に歯
止めを

電力株主総会―
先行きが心配で
す

比にＰ３Ｃ派遣
自由の海守る活
動続けよ

懲らしめられるの
は誰だろう

視点・安保転換を
問う　軍事を語る
作法

日露電話会談　Ｇ
７合意踏まえた対
話が重要

遺族補償年金
社会の変化無視
できぬ

異常な「異論封
じ」―自民の傲慢
は度し難い

死刑執行　厳刑で
償うべき罪はある

企業は株主総会
を市場との対話の
起点に

新国立競技場
納得できぬ見切り
発車

自民若手勉強会
看過できない「報
道規制」発言

自民の勉強会　マ
スコミ批判は筋違
い

新成長戦略　やる
気が感じられない

報道圧力発言　こ
れが自民党の「本
音」か

異常な「異論封
じ」―最悪の国会
にするのか

ＴＰＰ交渉　７月合
意への好機捉え
よ

納得しがたい新競
技場の工費

自民党勉強会
言論統制の危険
な風潮

安保法案審議
戦略的な曖昧性
は確保したい

新安保法制　延
長国会審議　政
府は法案撤回決

自民の報道批判
民主主義への挑
戦だ

揺れる世界経済
先行きに自信が
ないから

ＴＰＰ交渉―大筋
合意へ加速せよ

米中対話　オバマ
氏の要求は当然
だ

日米主導でＴＰＰ
交渉の大筋合意
を急げ

７０年首相談話
形式より中身が肝
心だ

米大統領交渉権
ＴＰＰの早期妥結
につなげよ

サケ・マス流し網
存続に向け全力
尽くせ

米黒人差別　南
軍の旗降ろす勇
気

五輪相就任　難
題にどう立ち向か
うか

企業統治指針―
求む　反骨の経
営者

株主総会　経営
の規律高める機
会に

中国は海洋で責
任ある態度を

免震ゴム不正　隠
蔽体質を根絶せ
よ

米中戦略対話
「責任ある競争相
手」に程遠い

ＴＰＰ交渉　まず国
会議員に開示を

電力株主総会
脱原発の世論直
視を

免震ゴム不正　た
めらいが傷口を広
げた

戦後７０年談話―
いっそ取りやめて
は

会期大幅延長
議論深め安保法
の成立を

お金の流れ停滞
させぬ銀行の資
本規制に

少年法適用年齢
更生にも配慮した
引き下げを

骨太の方針　問
題の先送りにすぎ
ぬ

新国立競技場
国民にツケを回す
な

７０歳現役社会
九州一体で先進
モデルを

ギリシャ危機―
ユーロの弱点考
える時

国旗国歌　敬意
払うのが自然な姿
だ

顧客軽視が招い
た免震偽装

免震ゴム不正　企
業風土の刷新が
欠かせない

ＪＲ日高線会議
運転再開へ結論
を急げ

温暖化対策目標
世界の評価は甘く
ない

ブラックバイト　不
当な労働から学
生守れ

沖縄戦７０年　「悲
劇」繰り返さぬ努
力を

郵貯の限度額引
き上げは問題が
大きい

慰霊の日と首相
沖縄の声は聞こ
えたか

骨太方針素案
財政再建への踏
み込みが甘い

日韓関係　原点に
立ち返って修復を

新成長戦略　寄
せ集めでは期待
できぬ

安保論議深める
延長国会に

秘密指定の報告
問われる国会の
監視力

首相沖縄訪問
現実的な基地負
担軽減を図れ

特定秘密報告書
国会は監視の責
任果たせ

安保法案―違憲
の疑いは晴れな
い

プーチン発言
「解決可能」の根
拠を示せ

成長力を大きく高
める戦略といえる
か

日韓５０年式典
関係改善への転
機にできるか

新安保法制　国
会会期延長　違
憲でも押し通すの

日韓国交５０年―
関係改善の流れ
加速を

日韓正常化５０年
未来志向今こそ
具現化を

日韓は関係改善
の努力続けよ

国会９５日間延長
安保法案を確実
に成立させよ

道議会代表質問
「学芸会」批判
はね返せ

原爆症認定―６
年前の約束を果
たせ

「門前薬局」見直
し　医薬分業の原
則損なうな

沖縄の基地負担
を全国で分かち合
おう

カネミ油症―政治
救済さらに進めよ

中国「工事完了」
言い訳にもならぬ
説明だ

もっとクールに売
りたい日本

ロシアと核―冷戦
思考を捨て去れ

発送電の分離
競争の前提は電
力確保だ

新国立競技場
立ち止まって計画
を見直そう

自治体の商品券
効果継続へ知恵
絞ろう

遺族年金判決―
時代に合わぬ男
女格差

米貿易権限法案
この機を逃さず成
立図れ

農地集積バンク
利用促進の努力
が足りない

バター不足　酪農
強化し安定供給を

ＭＥＲＳ―院内感
染防止が教訓だ

トヨタ役員逮捕
信頼回復に総力
を傾けよ

消費者の利益と
なる電力・ガス改
革に

派遣法改正案
待遇改善にはな
らない

派遣法改正案
処遇向上の実効
性を高めたい

派遣法衆院通過
雇用を一層劣化さ
せる

トヨタ役員逮捕
郷に入らば郷の
ルール

国会延長　安保
法制は仕切り直し
を

香港長官選挙―
真の改革を練り直
せ

香港長官法案
否決の意味は極
めて重い

中国は香港との
約束履行を

香港選挙改革
信頼揺らぐ１国２
制度

上納金脱税逮捕
暴力団壊滅の切
り札となるか

ＧＰＳ捜査　厳格
なルールづくりを

翁長・米大使会談
基地の不条理正
さねば

労働規制改革
疑問や不安は消
えてない

維新の党　国の
利益守る対応を
貫け

18歳投票を日本
の政治変える突
破口に

「上納金」脱税
資金源解明の突
破口に

研究用原子炉
長期停止で心配
な人材の枯渇

１８歳から選挙権
若者の声生かす
政治を

１８歳選挙権　良
質な主権者教育
を

工藤会脱税摘発
不法なカネの流
れを絶て

暴力団摘発　壊
滅めざし総力を挙
げよ

「同一賃金」は企
業自身の手で

露の核配備表明
時代錯誤の危険
な脅し

香港長官選法案
「高度な自治」は
看板倒れか

認知症裁判　超
高齢社会の「悲
劇」だ

バター不足騒動
消費者の支持大
切に

１８歳選挙権　政
治参加を促すた
めには

１８歳選挙権―政
治が変わらなけ
れば

１８歳選挙権　若
者が国を考える契
機に

安保法案の修正
協議をためらうな

安保転換を問う
存立事態の認定

１８歳選挙権　若
者の政治参加を
促進したい

新安保法制　党
首討論　ぬぐえぬ
法案の違憲性

「安保」党首討論
「違憲」拭えぬ首
相答弁

党首討論　説明
責任果たしていな
い

党首討論―空費
される言葉たち

露「核戦力強化」
冷戦時代の再来
望むのか

本当に必要な病
床だけ残そう

福島の避難者
切り捨てぬよう支
援を

党首討論　岡田
氏は米艦防護を
拒むのか

青函トンネル　新
幹線の避難、大
丈夫か

地方議会から　憂
う国民の声を聞け

福岡大空襲７０年
悲惨な体験語り
継がねば

福島の廃炉―甘
い見通しと決別を

韓国ＭＥＲＳ拡大
日本の初動態勢
再確認を

企業は株の長期
保有をいかに促
すべきか

福島復興新指針
自立への転換点
が示された

国立大「改革」
無理ある要請だ。
撤回を

原発自主避難者
支援はまだまだ必
要だ

今夏の節電　手
綱を緩めず乗り切
ろう

法科大学院―特
性生かす教育の
場に

道徳の評価　心
育む指導をためら
うな

規制改革の「検
討」で終わるな

国立大学改革
人文系を安易に
切り捨てるな

国土形成計画
地域間の格差を
縮めよ

米首都で原爆展
「投下は誤り」伝
えねば

義務教育学校
地域の視点で取
り組みを

日韓正常化５０年
成熟した関係の
出発点に

スマホを安く手軽
に使える環境整
備を

ＭＥＲＳ　上陸前
提に国内対策を

集団的自衛権
最高裁判決とも整
合性がある

維新の自民接近
政権に助け舟出
すのか

東芝会計問題
反面教師となる面
目なさ

ドローン立法　規
制と育成のバラン
スを

石炭火力の位置
付けを明確に

高齢者免許制度
返納後の支援が
必要だ

石炭火力発電
環境への影響に
も配慮したい

道補正予算案
「大胆さ」見えてこ
ない

夜間中学　「学ぶ
意欲」を支援した
い

2015/6/15

財政健全化―危
機感はないのか

東芝の不適切会
計　異常事態いつ
まで続ける

進まぬ廃炉作業
国はもっと前面に
立て

廃炉工程表改訂
リスク低減で作業
の進展図れ

米国ＴＰＰ審議
直視したい「負の
側面」

中国汚職判決―
法治国家になお
遠く

地方創生　政策
の一貫性を求め
たい

ブラックバイト　苦
しむ学生放置でき
ぬ

新銀行東京　経
営統合でも残る独
断のツケ

多様な義務教育
不登校救済に効
果ある

派遣法改正案―
待遇改善にはほ
ど遠い

財政再建計画
規律緩めず成長
と両立を

現実がもたらして
きた「憲法解釈の
変遷」

周被告に無期刑
法治につながる
判決か

骨太方針骨子案
実効性ある社会
保障の抑制を

新安保法制　砂
川事件判決　合
憲の根拠にはな

安保法制「反対」
「戦争世代」の声
も聞け

派遣法改正案
労働側の不安は
消えたか

資源と安保―自
衛隊より調達努力

元少年Ａ　出版の
自由には責任伴
う

福島廃炉は安全
確保を第一に

派遣法改正案
不可解な維新の
対応

周永康被告有罪
腐敗撲滅を掲げ
た政治闘争だ

政調費高裁判決
不明朗な支出正
さねば

同一賃金法案
骨抜きでは意味
がない

諫干制裁金１年
農相自ら解決に
乗り出せ

週のはじめに考え
る　わが街に爆弾
は降った

日本の財政再建
―やはり先送りは
危うい

2015/6/30

2015/6/29

原発事故営業損
賠／終了は「自
立」につながるか

財政健全化へ本
気度を疑う

　
ベノミクスを深化
させよ

の宿題は山積み
だ

　

せよ　成長への過
大な期待許され
ぬ

沖縄戦７０年　「隔
たりの海」を越え
て

2015/6/23

１８歳選挙権／政
治の流れを変える
契機に

2015/6/19

日韓正常化５０年
「違い」認め、前へ
進もう

2015/6/22

2015/6/20

日韓国交５０年
「歴史」克服して
未来に進もう

交通政策白書
「生活の足」を守
るために

病院ベッド削減
地域の実態に合
う計画に

2015/7/1

国立大学の行方
／学び揺るがす
過度の介入

報道圧力発言／
問題の「本質」を
問い直せ

2015/6/28

沖縄慰霊の日
「ガマの暗闇」と戦
後７０年

撤回・廃案を決断
せよ　「違憲」の安
保法制

タリウム事件／徹
底した捜査の検
証が必要

ＴＰＰ交渉／「密
室」内での譲歩許
されぬ

安保政策の「壁」
／無理筋と認め
て軌道修正を

国会は「違憲法
案」を通すな

2015/6/25

2015/6/26

義務教育改革／
多様なかたち認
め支えよう

2015/6/27

語り継ぐ、平和の
未来へ　沖縄戦
終結７０年

成長戦略素案／
これで明るい展望
持てるか

沖縄戦から７０年
負担を強いた歴
史に目を

2015/6/24
戦後７０年の慰霊
の日―辺野古や
め沖縄に未来を

2015/6/17
１８歳選挙権　若
者こそ政治に参
加を

飲酒運転／根絶
の覚悟が問われ
ている

教員養成改革／
統制の方向性を
懸念する

休み

世界経済の局面
変化どう乗り切る

2015/6/14
安全保障法制
切れ目ない対話
外交こそ

いま、風を待つの
でなく　週のはじ
めに考える

女性活躍推進法
案／格差なく実効
及ぼすものに

2015/6/13

2015/6/16

仙台の創業支援
／「日本一」へ一
段と充実を

2015/6/18

「違憲」の安保法
制―廃案で出直
すしかない

「国旗国歌」要請
「大学の自治」に
委ねては

日韓国交正常化
５０年　冷静に過
去と未来語れ

政治とカネ／改善
への熱意が見え
ない

日韓国交正常化
５０年　歴史かみ
しめ歩み寄りを

日韓正常化５０年
／関係改善の契
機にすべきだ

一人ひとりが育つ
社会　子ども貧困
法２年

住宅再建格差／
施策の機敏な見
直し必要

安保転換を問う
資源の確保…軍
事とは結びつける
な

協力の芽を育み
強固な日韓関係
を

2015/6/21

「地理的表示」開
始／地域産品見
つめ直す機会だ

日韓国交５０年
地方と地方でつな
がれば

「ブッシュの戦争」
が落とす影　週の
はじめに考える

日韓国交５０年―
正面から向き合う
契機に



安保法制―違憲
の疑いは深まった

個人情報流出
悪意のメール攻
撃摘発を

大胆な成長戦略
と歳出削減から逃
げるな

英語全国テスト
教師の指導力底
上げも必要だ

マイナンバー制
立ち止まり考える
時だ

憲法と安保法制
議論の積み重ね
は重い

土砂災害防止
教訓生かし十分
な備えを

自衛隊の統制―
文民の使命を果
たせ

国立大文系
「知」を再興する
改革急げ

ウナギの資源管
理を厳格に

日本の製造業
大胆に変革進め
て巻き返そう

出生率低下　複
合的な打開策が
必要

普天間騒音判決
基地撤廃こそ解
決策だ

企業の休廃業
後継者問題を解
決せねば

「違憲」法制―ま
た砂川とは驚きだ

憲法と安保法制
「戦争抑止」へ本
質論じよ

訪日外国人の増
加へ規制緩和の
加速を

集団的自衛権
脅威を直視した議
論が大切だ

新安保法制　「合
憲」見解　論理の
破綻は明らかだ

安保法制　説得
力欠く「合憲」見解

安保法制「違憲」
反論の体をなして
いない

東芝会計問題―
教訓引き出す調
査を

村山・河野対談
国会招致で疑問
をただせ

海外買収のつま
ずきから学ぶ

ＧＰＳ捜査　位置
情報を適切に活
用したい

砂川４人死亡
「悲劇」を繰り返す
まい

女性議員の産休
当然の権利じゃな
いか

教員免許改革
国家資格が必要
だろうか

温暖化対策―Ｇ７
は目標に責任を

Ｇ７と温暖化　原
発が目標達成の
鍵握る

地球温暖化対策
Ｇ７の責任はより
重い

東京圏の高齢化
膨張する介護需
要へ備え急げ

新安保法制　法
案の正当性　違
憲を合憲と言う無

Ｇ７サミット　中ロ
も取り込み対話を

Ｇ７首脳会議　力
の限界踏まえた
戦略を

国立大学―すぐ
役立つためだけ
か

止まらぬ少子化
メリハリある対策
必要だ

安保転換を問う
防衛費…財政リ
スクも議論せよ

Ｇ７温暖化対策
脱炭素社会への
足がかりに

福島の避難解除
先走った案は混
乱招く

ＧＰＳ捜査　厳格
なルールが必要
だ

高齢者地方移住
数合わせでは無
理がある

「違憲」法制―政
治権力は全能で
すか

Ｇ７サミット　対中
結束の意義は大
きい

高齢者の地方移
住は実現性が高
い政策か

安保転換を問う
「違憲」の波紋

Ｇ７首脳宣言　ウ
クライナ安定へ結
束強めよ

Ｇ７サミット　対中
ロで問われる結束

「ひだんれん」　人
ごととは思えない

安保法制論議　な
ぜ機雷掃海にこ
だわる

多様な学び―子
ども中心で考えよ
う

英語全国テスト
基礎固め学ぶ意
欲重視を

中東に欠かせぬト
ルコの役割

Ｇ７首脳会議　結
束して中露に対処
を

日韓世論調査
外交の幅狭める
「反・嫌」の定着

法曹養成の目標
数合わせで済ま
せるな

トルコ総選挙　モ
デル国らしい進化
を

新国立競技場
東京五輪は大丈
夫なのか

五輪特措法―開
催意義を問い直
せ

快適なトイレ　日
本が誇る文化広
めたい

「脱水銀」体制づく
りを早く

沖縄知事訪米
普天間の危険除
去をどうする

道営競馬黒字
もっと魅力発信し
たい

新潟水俣病５０年
償わないと恥ずか
しい

沈む島の訴え―
手をさしのべるた
めに

道交法改正　楽し
い乗り物である為
に

転職の促進も高
齢者の雇用を増
やす道だ

環境白書　自然
資源を地方創生
の一助に

ロヒンギャ難民
迫害の歴史に終
止符を

日韓防衛協力
信頼構築へ交流
重ねよ

日ウクライナ会談
断固とした対露姿
勢貫け

ネット資金を新産
業の創出に生か
そう

対ウクライナ　日
本独自の関与が
重要

出生率低下　少
子化克服へ施策
を加速せよ

沖縄知事訪米
物言わぬ国への
抗議だ

安全保障法制
「憲法違反」の指
摘は重い

筆談区議　共生
社会に向けて前
進を

原油安は調達改
革の好機だ

視点・未成年の飲
酒　防止の機運を
高めたい

日中財務対話　ア
ジアの発展へ連
携できるか

高齢者移住提言
地方の負担増で
は困る

マイナンバー　漏
れたときはどうな
るか

「違憲」法制―崩
れゆく論議の土台

高齢者の地方移
住　魅力ある受け
皿が必要だ

９年ぶりの出生率
低下に危機感を
持とう

安保転換を問う
「違憲法案」見解

集団的自衛権
限定容認は憲法
違反ではない

新安保法制　識
者の違憲見解
揺らいだ法案の

伊勢志摩サミット
日本らしさを伝え
たい

マイナンバー　漏
れたときはどうな
るか

離着陸トラブル―
課題をすべて洗
い出せ

天安門事件２６年
人権弾圧の連鎖
断ち切れ

南シナ海に安保
協力の輪を

自転車の講習　マ
ナー向上に生か
そう

志摩サミット　日
本の役割と魅力を
発信せよ

離着陸トラブル
安全ルール徹底
したか

安保法制審議
違憲でも押し通す
のか

ＭＥＲＳ感染　警
戒怠らずに予防
対策を

安保法制―違憲
との疑義に答えよ

比大統領来日
「平和の海」へ安
保協力を

日中韓ＦＴＡは高
い水準の合意め
ざせ

東京圏の介護
危機を直視し対応
急げ

日比首脳会談
平和と繁栄へ協
調を続けたい

１８歳選挙権　先
を急ぎすぎてない
か

沖縄知事訪米
辺野古阻止への
一歩に

離着陸トラブル
徹底的に原因を
究明せよ

ＴＰＰ交渉―米国
の責任は重大だ

参院格差是正
憲法で改革逃げ
ようとは

怠れぬＭＥＲＳへ
の警戒

米ＴＰＡ法案　大
統領は成立に全
力を

那覇離着陸ミス
管制官との交信
解析がカギだ

感染症ＭＥＲＳ
万全の対策が不
可欠だ

天安門事件　過
去に向き合ってこ
そ

「事態」の乱立
政府も理解してい
るのか

重要影響事態―
切れ目なく歯止め
なく

電源構成　料金
値下げの目標を
示せ

温暖化抑制へ省
エネ強化など具体
策を

参院１票の格差
自民草案は本末
転倒だ

首相の投資要請
生産性向上で人
口減に挑もう

新千歳発着枠増
安全に目を向けて
こそ

多様な学び法案
子どもが主役の
制度に

１８歳選挙権　主
権者教育の拡充
進めよ

日韓国交５０年―
首脳が打開に乗
り出せ

ＦＩＦＡ会長辞意
フェアプレー旗に
恥じよ

看過できぬロヒン
ギャの危機

日朝合意１年　約
束通り、早く結果
を

科学技術計画
若手育成で停滞
を打破したい

電源構成案　原
発優先は「公約違
反」

自殺対策決議
思いやりの体制
作ろう

熱中症　早めの
警戒と暑さ対策を

年金情報流出―
再発と二次被害を
防げ

日朝合意１年　拉
致家族に残酷な
時間だ

この甘さでは個人
情報は守れない

年金情報流出
責任感が欠如し
ている

安保法案審議
過剰な制約で「切
れ目」作るな

年金情報流出
悪用されぬよう対
策を

年金情報流出　マ
イナンバーが不安
だ

年金情報流出
悪用防ぎ抜本対
策を急げ

電源構成―近未
来を考えよう

フリースクール
まず学校をしっか
りせよ

やめたい危険な
自転車の運転

政令市の改革
多様な選択肢の
議論を

年金情報流出
サイバー攻撃へ
の認識が甘い

口永良部島噴火
道内でも備え怠り
なく

中国の国防白書
危険すぎる力の
誇示

円安の功罪　厳し
いところに目配り
を

安保法制国会―
縛りを解く法案の
危険

年金情報流出
国民の不安払拭
に全力を

中国は南シナ海
の緊張緩和へ自
制を

安保転換を問う
乱立する「事態」

南シナ海情勢　人
工島を合法と強弁
する中国

新安保法制　集
団的自衛権　際
限なき「例外」の

安保法制審議
国会権威貶（おと
し）める不見識

安保法制審議　リ
スクから目をそら
すな

南シナ海問題―
中国は埋め立て
中止を

南シナ海　対中抑
止へ多国連携図
れ

バター不足が迫る
酪農改革

新潟水俣病５０年
救済の扉を閉ざ
すな

自転車事故対策
講習で危険運転
を抑止したい

町村前衆院議長
あまりに突然の死
悼む

住民投票　“身の
丈”示した民意

自転車講習制度
悪質運転一掃す
る契機に

宿泊所の火災―
住宅確保に手を
尽くせ

原発のトイレ　解
決は今の世代の
責務だ

日韓防衛協力の
壁をどう乗り越え
るか

関電再値上げ
原発再稼働を着
実に推進せよ

中国国防白書
南シナ海の緊張
抑えよ

日朝合意１年―
対話を絶やさず成
果を

新銀行東京　将
来に資する統合を
図れ

組織を活性化す
る行政改革を

スカイマーク　な
お不透明な再生
への道筋

野生サケの復活
自然界の驚異を
身近に

復興と負担―国
は地元と協議尽く
せ

日欧ＥＰＡ　年内
合意へ着実な進
展を

Ｇ７は世界経済の
安定へ責任を果
たせ

教育機会の保障
多様化の利点を
生かせ

日韓防衛相会談
安保協力強化の
一歩となるか

参院選制度改革
自民の怠慢が目
に余る

禁煙週間―東京
五輪を無煙の国
で

五輪担当相　大
会準備の責任は
重大だ

各国で鉄鋼過剰
への対応を

再生エネ比率
「抑制目標」では
困る

ＦＩＦＡ汚職　根深
い強欲体質にあ
きれる

豚肉生食禁止
高い危険性、認識
したい

首相のヤジ―立
法府と国民への
侮辱

安保法制の審議
抑止力そぐ議論
に陥るな

安保は感情論で
なく理詰めで論議
せよ

口永良部島噴火
避難島民の支援
万全に

安保法案審議
専守防衛の本質
は変わらない

ＦＩＦＡ　「腐敗体
質」を取り除け

口永良部島噴火
火山と共に生きる
には

口永良部島噴火
火山列島の備え
強めねば

口永良部島―火
山活動の監視強
化を

口永良部島の噴
火　研究と観測態
勢の充実を

火山の活発化に
着実な備えを

空き家対策法　住
宅文化を見直す
契機

口永良部島噴火
円滑避難に生き
た事前の備え

空き家特措法　活
用にも知恵絞りた
い

ＦＩＦＡ汚職　遅す
ぎたレッドカード

安保国会審議
本当に縛りをかけ
るなら

安保法制国会―
「専守防衛」が変
質する

医療改革案　まず
無駄の排除徹底
せよ

企業は統治改革
を持続的成長に
つなげよ

安保転換を問う・
米軍協力の当否

五輪専任相　新
国立競技場への
不信を拭え

新安保法制　国
会審議本格化
首相は正面から

安保法制審議
「例外」を広げる
危うさ

川内原発審査
再稼働の責任を
自覚せよ

ＦＩＦＡ汚職―これ
はレッドカードだ

ＦＩＦＡ幹部起訴
日本が正常化の
牽引役に

捜査が暴いたＦＩＦ
Ａの腐敗

ＦＩＦＡ汚職　ウミを
出し切るときだ

対「イスラム国」
国際包囲網の強
化が急務だ

自転車悪質運転
罰則強化の周知
徹底を

福島・避難解除
故郷で暮らせるの
か

ＦＩＦＡ汚職　「巨額
の賄賂」がなぜ動
く

安保法制国会―
リスクを語らぬ不
誠実

参院「６増６減」
自民は合意形成
に責任を

ネットがもたらす
流通業の大量閉
店時代

安保転換を問う
集団的自衛権

中国国防白書
海洋の緊張高め
る「強軍戦略」

韓国水産物規制
冷静に話し合い
解決を

安保法制審議
議論深めぬ政府
の不実

ＪＲ衝突回避　安
全輸送の使命を
果たせ

中国国防白書―
緊張を高めてはな
らぬ

空き家対策　「中
古」活性化に知恵
絞れ

シリアの内戦終結
に全力を

新銀行東京　税
金損なった責任問
え

ストレス検査　職
場環境の改善に
つなげたい

政務調査費判決
道議会に再び重
い警鐘

核のごみ　これ以
上増やせない

空き家対策法　地
域で有効活用考
えよう

安保法審議入り
国民守り抜く論戦
深めよ

既存住宅を活用
する政策へかじを
切れ

安保転換を問う
国会審議入り

安保法案審議
自衛官のリスクを
克服したい

新安保法制　国
会審議入り　国の
あり方　議論尽く

安保審議入り
「政府の判断」で
大丈夫か

国歌不起立訴訟
規律違反に甘す
ぎないか

高額な治療薬へ
の対応急げ

重症障害児ケア
孤立する家族を
救おう

欠陥エアバッグ
タカタは改修の責
任を果たせ

農業白書　将来
への危機感　足り
ぬ

新規就農促進
実績誇れる志布
志の試み

原発ごみ処分―
「増やさない」が前
提だ

習氏の「対日改
善」　言葉より行
動見極めたい

現実を直視して安
保法制の論議進
めよ

二階氏訪中　習
氏の対日改善姿
勢は本物か

「原発回帰」加速
立ち止まり考える
時だ

ＮＰＴ会議決裂
核軍縮の停滞は
深刻だ

ＮＰＴ会議決裂
核軍縮阻む保有
国のエゴ

教員の免許―国
家資格は多様さ
失う

ＮＰＴ会議決裂
核保有国の責任
は重大だ

目にあまる新競技
場の迷走

司法試験合格者
誤算が招いた目
標の下方修正

ドローン少年　逮
捕は行き過ぎで
は？

法曹養成　制度
の安定化を早く

司法試験合格者
数合わせに終わ
らせるな

安保転換を問う
首相の姿勢

2015/5/26

平和主義に汚点
残すな　安保法制
審議入り

安保法案説明不
足／深まらぬ理
解、無理筋を暗示

陸・海・空から東
北ＰＲを／桜井亮
太郎

ペルシャ湾の教え
週のはじめに考え
る

核廃絶への道／
「非人道性」軸に
歩み模索を

地方負担への反
発／政府は柔軟
姿勢に転じよ

拉致調査合意１
年／事態打開へ
「圧力」に軸足を

復興庁の流儀／
世論けむに巻く地
元負担論

原発事故賠償期
限／格差解消に
最大限配慮を

2015/6/1

山形市長選／
リーダー像前面に
論戦を

2015/6/3

2015/6/4

2015/5/27
真価問われる国
会―なし崩しは認
められない

2015/6/9
核のごみ処分／
社会合意得る努
力惜しむな

2015/6/6
過労死防止／「ゼ
ロ」実現が社会の
責務だ

2015/6/5

安保転換を問う
日本と中東　軍事
への傾斜は危険
だ

2015/6/8

2015/5/30
口永良部島噴火
／火山活動の活
発化に警戒を

2015/6/2

2015/5/31

年金情報流出／
ずさんな組織に不
信が募る

2015/5/28

2015/5/29

電子たばこ　規制
の検討を急ぐべき
だ

安保転換を問う・
これからの日中

核のごみ処分　信
頼なくして進展は
ない

カネミ油症判決
被害救済の道を
閉ざすな

裁判員制度の意
味―市民が担う
理念の体現を

2015/6/7

安保転換を問う
政府の反論書

2015/6/11

挑戦突きつけられ
るＧ７の結束力

2015/6/10
Ｇ７首脳会議／対
中ロで実行力が
問われる

防災・減災　被災
の記憶／「あの
日」忘れず語り合
おう

安保法案「違憲」
／土台の揺らぎ
再考の契機に

水族館のイルカ
／施設間の協力
体制強化を

安保転換を問う
日本と米国

2015/6/12

納税者は蚊帳の
外か　国民と財政
議論

法曹養成改革／
数の議論だけで
は済まない

原発と二つの安
保　週のはじめに
考える

個人消費の回復
／今が岐路、十
分に目配りを



翁長知事　沖縄
守る抑止力に理
解を

ＴＰＰ実現へ重大
な責任を負う米議
会

伊方原発合格証
複合災害の備え
足らぬ

伊方原発「合格」
再稼働へ着実に
準備を進めよ

鈍い景気回復　賃
金の底上げを確
実に

夜間中学　「学び
たい」に応えよう

関電再値上げ
やはり原発再稼
働を急げ

高齢者の消費者
被害を防げ

ＧＰＳ捜査利用
歯止めの議論が
必要だ

空き家対策法　危
険になる前に手を
打とう

スポーツ庁　五輪
後も見据え施策を

簡易宿泊所火災
困窮者に安心の
住居を

核会議決裂―拡
散への危機感高
めよ

島サミット　中国
見据えた絆の強
化を

核軍縮の停滞が
招いた不拡散体
制の危機

ＮＰＴ会議決裂
核軍縮の漂流を
憂える

ＮＰＴ会議決裂
核兵器の非人道
性を訴えたい

ＮＰＴ会議決裂
核廃絶へ流れ止
めるな

参院選挙改革―
「時間切れ」は許
されぬ

新国立競技場
日本の信頼を損
なう変更だ

海の漂流ゴミの影
響が心配だ

エアバッグ回収
後手後手の責任
は重い

島サミット　太平
洋諸国と戦略的
な連携を

ブラックバイト　不
当な扱い　放置で
きぬ

ＩＳ事件検証―再
発防止に資する
のか

「イスラム国」検証
情報収集能力の
強化急げ

多様な働き方を受
け入れる派遣法
に

人質事件報告　さ
らなる検証が必要
だ

軽減税率　対象
の線引きは分かり
やすく

人質事件報告書
第三者で検証や
り直せ

ブラックバイト　大
学生を使いつぶ
すな

２邦人人質事件
検証報告に足りな
いのは

中国の弾圧―人
権弁護士を釈放
せよ

日本のアジア投
資　得意分野で発
展後押しを

タイは民主的な憲
法草案を

法曹養成　人数よ
り将来像を示せ

人質事件検証
情報収集分析の
人材養成急げ

原発のごみ処分
根本的疑問が多
すぎる

世界遺産と日韓
登録は負の歴史
含めて

障害基礎年金
適切な判定で格
差是正を

イルカ漁―国際
理解へ努力重ね
よ

伊方原発「合格」
一刻も早い再稼
働求める

民の知恵で農地
の集約促せ

日韓正常化５０年
このまま素通りな
のか

イルカ伝統漁　国
際的圧力に屈した
組織残留

新安保法制　ＰＫ
Ｏ法改正　現実の
危険を直視せよ

伊方原発「適合」
課題は置き去りの
まま

参院選挙改革
自民の責任と自
覚を問う

国立競技場―甘
すぎた構想、猛省
を

イルカ入手困難
実情をさらに訴え
続けよ

参院は１票の格
差是正へ合区に
踏み切れ

イルカ漁　誤解正
す努力も必要だ

東芝不適切会計
株下落招いた情
報開示の遅れ

水族館のイルカ
繁殖の確立を急
ぎたい

島サミット　小さな
国との絆大事に

スポーツ庁　メダ
ル以上の目標が
ある

党首討論―不誠
実な首相の答弁

党首討論　民主
は責任ある安保
語れ

好循環促し中長
期の成長基盤を
固めたい

党首討論　矛盾
示した首相の説
明

党首討論　抑止
力向上の議論を
深めたい

党首討論　安保
法制の説明足り
ぬ

党首「安保」討論
任務の危険語っ
てこそ

党首討論　これで
は論議深まらない

伊方原発―見切
り発車はだめだ

ＧＤＰ連続プラス
民需主導の歩み
を確かに

自衛隊の活動域
さらに詰めよ

志布志事件判決
「可視化」の審議
に生かせ

ＧＤＰ連続増加
攻める企業の背
中を押そう

教員の免許　国
家資格はなじまな
い

イルカ問題　埋め
られぬ溝はない

維新の党　「立ち
位置」を明確にせ
よ

南シナ海問題―
安保法制適用の
危うさ

被爆地訪問　中
国の横やりにあき
れる

南シナ海の安定
脅かす中国の埋
め立て

沖縄の怒り　無関
心ではすまされぬ

教員資質向上策
国も積極的に役
割果たしたい

新安保法制　国
際平和支援法
誤った戦争　加担

財政健全化計画
ゆでガエルになる
のか

オスプレイ事故
日本の空飛ばせ
ていいか

刑事司法改革―
国会論議で前進
はかれ

維新の党　再出
発へ鮮明な旗掲
げよ

患者本位で大学
病院の改革を

維新の党　野党と
して軸足定めよ

松野維新新代表
「責任野党」の路
線を堅持せよ

川崎火災の教訓
弱者の視点で備
えよう

沖縄県民大会
「責任世代」の訴
えとは

エアバッグ欠陥
次から次に出てく
るのは

橋下氏引退へ―
議論なき独走の
果て

財政健全化計画
歳出改革の道筋
を明確に

若い世代に夢与
える科学技術計
画に

簡易宿泊所火災
高齢者守る住宅
政策を

スポーツ庁新設
五輪成功へ選手
強化の先頭に

小林経済同友会
転換期に異論と
直言を

「大阪都」否決
課題解決へ仕切
り直しを

オスプレイ事故―
安全の再検証を
求めよ

教員育成改革
師と仰げる人材育
てたい

ミドルの転職支援
に力を

ミラノ万博　幅広く
「食」を考えたい

日本産食品輸入
台湾の規制強化
に根拠はない

志布志事件　“暴
走捜査”への戒め
だ

タクシー減車　規
制より需要の開拓
こそ

大阪都否決―「橋
下後」へ具体策を

大阪都構想「反
対」　改革論議は
継続すべきだ

都構想否決でも
迫られる大阪の
改革

「大阪都」反対
住民投票で破綻
した橋下戦略

財政健全化計画
成長頼みは安易
すぎる

「大阪都」否決
議論の重さ忘れる
な

電子教科書―教
育を変える契機に

台湾の食品規制
根拠ない強化策
は撤回を

東芝は会計問題
で説明尽くせ

臨床研究法規制
癒着を排して産学
連携進めよ

就活でオワハラ
学生囲い込み　お
かしい

志賀原発活断層
日本は地震国だ
から

少年法と年齢―
引き下げる時では
ない

活断層の可能性
「否定できず」は
禁じ手だ

企業は持続的な
成長へ投資も還
元も

被爆地訪問　中
国の主張は的外
れだ

デジタル教科書
活字文化の衰退
を招かないか

新安保法制　周
辺事態法改正
危うい米軍との一

スポーツ庁―五
輪庁で終わらせる
な

世界文化遺産
中韓の反対に理
はあるか

「金メダル庁」では
情けない

スポーツ庁　五輪
後見据えた施策
を

米軍オスプレイ
横田配備で即応
力が向上する

ふるさと納税　返
礼品競争に傾き
すぎ

ＮＰＴ会議―中国
の要求は筋違い
だ

最高益決算　好
循環実現の責任
がある

痛み分かち合う歳
出削減から逃げ
るな

教員制度改革
一律の物差しの
危うさ

財政健全化計画
成長頼みが過ぎ
ては危うい

新安保法制　集
団的自衛権　専
守防衛を踏み外

志布志事件判決
検察は深刻に受
け止めよ

復帰の日―沖縄
を孤立させぬ覚悟

スポーツ庁　東京
五輪目指し実績
示せ

被爆者に残念な
中国の横やり

志賀原発断層
地震国の現実直
視せよ

被爆地訪問要請
中国の横やりは
容認できない

エボラ「終息」　脅
威への準備を万
全に

財政規律と改憲
やるべきことは他
にある

シャープはなぜ追
い詰められたの
軽視できぬギリ
シャ破綻危機

関電再値上げ―
将来の電源構成
を示せ

拉致問題　圧力な
くば解決あり得ず

具体例に基づく安
保法制の議論を

オスプレイ配備
筋が通らぬ押しつ
けだ

中国の軍事開発
地域の安定脅か
す「砂の長城」

ＴＰＰの情報　議
員にも開示せぬ
のか

仏アレバ危機　原
発は割に合わな
い

復興費地元負担
被災地の懸念解
消を急げ

エボラの教訓―
感染症対策の強
化急げ

震災復興事業
実情踏まえた地
方負担を

心配なフランス「２
倍議決権」

復興の新方針
被災地と丁寧な
調整を

「北」産不正輸入
証拠に基づく捜査
は当然だ

水族館のイルカ
長期的視野で考
えたい

ＧＰＳ位置情報
捜査利用に法の
縛りを

大学病院の処分
閉鎖的体質を一
掃せねば

オスプレイ―負担
「純増」の横田配
備

慰安婦問題で声
明　偏見抜きの史
実で議論を

ネットのプライバ
シー保護は複眼
的に

参院選挙改革
自民の怠慢は許
されぬ

震災復興事業
やむを得ぬ自治
体の一部負担

復興事業の方針
被災地の負担増
は酷だ

オスプレイ配備
住民の反対なぜ
顧みぬ

ＴＰＰ情報開示　こ
こは国会が怒る
場面だ

特区の原点―自
治体の意欲を大
切に

エボラ終結　リベ
リアの成功広げよ
う

「集中期間」後も
着実な復興を

増える児童虐待
養護施設の支援
拡充を

陸自宮古島配備
「空白」解消で抑
止力を高めよ

高齢運転者事故
皆でブレーキかけ
たい

習体制の行方
（６）　「一強他弱」
を懸念する

抑留死亡者　国
は全体像の解明
を急げ

宮古島と石垣島
抑止に陸自配備
は必要だ

公正で活発なコメ
の取引市場が必
要だ

自公の安保合意
政府案を追認した
だけ

ふるさと納税　趣
旨に合わない豪
華な返礼品

民主の安保見解
曖昧では説得力
を欠く

市販薬の副作用
風邪薬を飲む前
に…

英保守党勝利
政権が抱える二
つの課題

特定病院取り消し
「膿」出し切り信頼
回復を

油田権益を安定
調達に生かせ

財政健全化計画
成長頼みに逃げ
込むな

ロシア戦勝式典
７０年の歴史と行
動を誇れるか

道内の女性議員
増やす努力を重
ねたい

習体制の行方
（５）　“便座論争”
を教訓に

介護と保育　将来
見据え一体化推
進を

英国政権続投―
欧州大国の責任
自覚を

油田権益の確保
官民で資源外交
を強めよ

ネット時代の新し
い働き方を育みた
い

夜間中学　多様な
教育機会を開け

カジノ法案提出
依存症対策も政
府に丸投げか

全中のこれから
農業再生へ体制
強化を

ＡＩＩＢ―どう生かす
かが肝要だ

バスケット協会
新体制の下で一
致団結を

軍民両用研究は
公開を原則に

ロシア戦勝７０年
秩序の破壊者に
なるな

サイバー対策　官
民一体で防護態
勢強化せよ

ロシア戦勝式典
新冷戦の事態避
けねば

対独戦勝７０年―
ロシアこそ歴史に
目を

若年性認知症
生活継続へ理解
と支援を

中ロへの関与を
進め秩序安定の
道探れ

朝型勤務の推進
「夕うつ」にならぬ
よう

代替フロン削減
地球温暖化防止
の重要な柱だ

抑留者名簿　全
容の解明を急ぎ
たい

中国市民運動―
問題提起に共感
する

中露首脳会談
身勝手な「歴史」
反論せよ

青年協力隊次の
50年への課題

年金未加入の企
業　徹底調査で改
善を図れ

アジア開銀改革
途上国支援の機
能強化を急げ

携帯ＧＰＳ捜査
人権侵害の恐れ
がある

夜間中学―どの
県にも学びの灯を

保守党勝利　「強
い英国」復活を目
指せ

ＥＵとの関係問わ
れる総選挙後の
英国

英保守党勝利
内外の課題どう舵
取り

英保守党勝利
経済安定への期
待が示された

憲法めぐる論議
なぜ否定から入る
のか

英保守党過半数
国民のバランス感
覚だ

温暖化対策　国
際合意に沿った
目標か

個人情報保護―
新たな不安に対
応せよ

緊急事態条項
国の守りと合わせ
て語れ

トヨタは再び成長
できるか

明治の産業遺産
近代の歴史学ぶ
契機に

企業好決算　事
業構造改革の手
を緩めるな

英国総選挙　求
められた政治の
安定

習体制の行方
（４）　青空の演出
ではなく

司法取引導入
冤罪を生む温床
にするな

世界遺産―複眼
で歴史見る機会
に

世界文化遺産
近代日本の国造
り誇ろう

事業売却とＭ＆Ａ
で競争力磨く世界
企業

警戒続く箱根山
早めの対応で被
害防げ

参院選制度改革
人口減見据えた
論議を深めよ

世界文化遺産
近代の日本、発
信したい

箱根の噴火警戒
安全第一を貫こう

明治の産業遺産
保存と活用に知
恵絞ろう

カジノ法案―根本
的に見直せ

東京一極集中
「弊害」の認識共
有したい

世界に誇れる産
業遺産に

憲法審査会　「お
試し」には乗れな
い

世界遺産勧告
明治の産業革命
に新たな光を

日銀物価目標
足りない生活者の
視点

習体制の行方
（３）　反腐敗は誰
のためか

政治とカネ　小渕
氏は説明責任果
たせ

2015/5/7.

2015/5/25
地場企業決算
収益回復を成長
に生かせ

性的少数者支援
／学校現場の理
解を深めたい

ギリシャとＥＵ／
歩み寄り最悪の
事態回避を

2015/5/18

日本遺産初認定
地域の魅力再認
識したい

鳥と風力発電の
共存は　週のはじ
めに考える

性暴力被害者支
援／包括的な法
整備し充実を

安保法案閣議決
定　「平和法案」
本質見極めよ

専守防衛の原点
に返れ　安保法制
閣議決定

安保法制閣議決
定／日米同盟偏
重に懸念拭えず

安保法案の閣議
決定　平和主義を
捨て去るのか

九州雇用改善
企業は人手不足
へ備えを

ネットいじめ防止
／保護者の監
視、協力不可欠

安保法制論議
「巻き込まれ」は
あり得る

沖縄の自治は神
話か　復帰４３年
に考える

2015/5/23
全中会長選び／
自主改革へ最初
の試金石だ

2015/5/19

2015/5/20

2015/5/21

2015/5/14

2015/5/10

2015/5/16

2015/5/17

2015/5/15
安保法制、国会
へ―この一線を越
えさせるな

安全保障法制
国守れぬ欠陥正
すときだ　日米同
盟の抑止力強化

二つの欧州は収
束するか　週のは
じめに考える

自動車事故調
再発防止策に役
立てたい

解雇の金銭解決
労働者に不利益
では困る

悩めるフレッ
シャーズ君へ　Ｇ
Ｗ明けに考える

復興費の地方負
担／国主導の政
策転換を憂う

隣国に通じる言葉
とは　週のはじめ
に考える

ＧＳ過疎支援／地
域再生の視点で
強化を

マイナンバー制度
／拡大の前に丁
寧な説明を

生活再建支援金
／破綻回避に東
北から知恵を

休み

2015/5/13

2015/5/12

2015/5/8

2015/5/11

安保２法案決定
的確で迅速な危
機対処が肝要

大阪都構想廃案
自治の論議深め
る機に

裁判員制度６年
／審理の充実こ
そが本道だ

安保法案　国会
提出へ　　大転換
問う徹底議論を

社会保障と財政
再建―資産と所
得を改革の軸に

新しい復興方針
／「自立」を強調
する前に

「大阪都構想」実
現せず　橋下政
治が否定された

農地バンク低迷
／地域の実情と
声に向き合え

大阪都構想否決
／問われるのは
「祭りの後」だ

財政健全化計画
／成長頼み頓挫
の危険はらむ

2015/5/9

女川原発覚書／
揺らぐ実効性見直
し急げ

安保法制の与党
合意―戦後日本
の危うい岐路

成人年齢引き下
げ／一気に全て
は性急すぎる

2015/5/22

ネパール大地震
／復旧と防災の
支援を着実に

2015/5/24



抑留死亡者名簿
この悲劇忘れて
はならぬ

国際会議の地方
誘致は数より質で
勝負を

視点　民主と安保
法制

国立公文書館
歴史のドラマ伝え
る新施設に

法テラス相談　Ｄ
Ｖ、ストーカー被
害も

不登校対策　学
ぶ権利守る視点
こそ

ＮＨＫ最終報告
なぜやらせではな
いのか

建設人材の確保
は多角的に

抑留死亡者名簿
公開進め調査に
本腰を

民主党安保見解
いつまで「曖昧」を
続けるのか

山菜シーズン　遭
難やヒグマに注意
を

習体制の行方
（２）　注目したい
「協商民主」

こどもの日　大人
との共生を探りた

こどもの日　ゆっ
たりと、はぐくむ

こどもの日　地域
のおせっかいが

日銀見通し後ず
れ　物価支える消
費の回復を

復興と地元負担
被災地の動揺を
招くな

医薬分業　「かか
りつけ」の機能強
化図れ

温室ガス目標―
政府案は意欲に
欠ける

神社の維持　地
域の宝として守り
たい

東京五輪と環境
「もったいない」を
世界に

群大と女子医大
病院の安全管理
見直しが急務

衆院１票の格差
改革の結論を急
がねば

１５年後の電源
まだ原発に頼るの
か

英国総選挙―政
党の役割問い直
そう

温室ガス２６％減
高すぎる目標を危
惧する

酒の安売り規制
特別扱いは理解
されぬ

ＮＰＴ会議　核軍
縮と不拡散の覚
悟を示せ

刑務所の医師
不足は立ち直りに
支障

習体制の行方
（１）　歴史には互
いに謙虚に

2015/5/3
安倍政権と憲法
―上からの改憲
をはね返す

憲法施行６８年
独立と繁栄守る改
正論を　世論喚起
し具体案作りを急

憲法のどこが不
備かもっと説明せ
よ

憲法をどう論じる
国民が主導権を
握ろう

憲法記念日　まず
改正テーマを絞り
込もう

きょう憲法記念日
平和主義の逸脱
を危ぶむ

揺らぐ最高法規／
今こそ憲法に向き
合いたい

「不戦兵士」の声
は今　戦後７０年
憲法を考える

憲法記念日に寄
せて　政治の抜け
道は許さない

ネパール大地震
震災経験生かし
た支援を

最低限の水準満
たした政府のＣＯ
2削減案

日銀見通し修正
高まるリスクに警
戒を

元秘書２人起訴
小渕氏は簿外支
出を説明せよ

道内春闘　賃上
げの流れをもっと

ＮＰＴ会議　保有
国は真剣に核軍
縮を

小渕氏元秘書起
訴　議員続ける資
格あるのか

途上国の減災支
援を粘り強く

元秘書起訴　小
渕氏の約束はど
こへ

温室ガス削減　原
発活用で高い目
標に挑もう

サリン事件判決
なお真相解明が
必要だ

酒の安売り規制
消費者の納得
あってこそ

首相の演説―痛
みに寄り添う言葉
を

日米の金融政策
は幅広い視野で
判断を

ＮＨＫ「クロ現」　自
らを律し関与許す
な

ＮＨＫ過剰演出
やらせはないと言
い切れるか

首相米議会演説
独り善がりが目に
余る

首相米議会演説
さらに踏み込みが
必要だ

政治とカネ―小渕
氏の責任は免れ
ぬ

過去にも言及した
米議会演説

大学病院処分
閉鎖的な体質の
改革を

首相米議会演説
「希望の同盟」へ
問われる行動

日高線工事　ＪＲ
の主張は虫がい
い

水俣病慰霊式
被害語り継ぎ教
訓生かせ

日米首脳会談―
核廃絶へ、次は
日米首脳会談―
「和解の力」を礎
外務省の広報―
報道の自由を損
なう

ＡＳＥＡＮ　「対中」
で日米が後押しを

経産省の電源構
成案は長期展望
を欠く

経済・通貨外交
和解が新たな地
平開く

新防衛協力指針
米軍との際限なき
一体化

原発の比率―４０
年超を前提にする
な

電源構成案　原
発活用は現実的
選択だ

証券取引所の競
争力を磨け

「大阪都」投票へ
自治の在り方考
えたい

電源構成比率
結果は予想でき
たといえ

海外市場で競うエ
ネルギー企業目
指せ

ネパール大地震
国際社会の手厚
い支援が要る

ドローン規制　利
用と安全の両立を
図れ

核軍縮への機運
再び高めよ

防衛協力新指針
日米同盟の実効
性を高めたい

ネパール大地震
国際的な救援態
勢を急げ

大阪住民投票―
大都市のあすを
選ぶ

都構想住民投票
大阪の未来に禍
根残すな

日本のＩＴはウエア
ラブルで巻き返せ

「大阪都構想」告
示　投票日まで徹
底議論を

装備の長期契約
防衛力増強へ効
率化の徹底を

地方選終わる　再
生の本番これから
だ

高齢者の虐待―
根絶に知恵しぼ
れ

拉致被害者　帰
国実現へさらに圧
力を

「大阪都」巡る住
民投票の意味

スカイマーク　消
費者利益を守れ
るか

統一地方選終了
無投票は民主主
義を脅かす

酒の安売り規制
場当たり的な方針
転換

ＮＰＴ会議―暗雲
払う道筋を

ドローン男逮捕
悪意の操縦に対
抗措置を

ギリシャは債務危
機回避へ構造改
革を

大阪の学テ　入試
での利用は誤りだ

ＪＲ西脱線１０年
教訓を胸に安全
最優先で臨め

ＮＰＴ会議　「核な
き世界」へ前進を

スカイマーク―
「第三極」として再
建を

衆院憲法審査会
「蝸牛の歩み」続
けるのか

空の競争を後退さ
せるな

核不拡散　人類
の危機を見つめ
よ

酒の安売り規制
消費者の利益を
損なわないか

スカイマーク　再
生後も競争忘れ
ずに

地中海の難民―
救難と安定化が
急務だ

月面着陸　将来
の探査支える技
術に

安保法制で何が
変わるか具体的
に説明を

温室ガス削減　意
欲見えない政府
論議

酒安売り規制　晩
酌の楽しみに影
が…

自民の修正要求
自由な議論を抑
圧するな

ＧＰＳ情報―捜査
利用は論議尽くせ

衆院選挙制度
大島議長は改革
の加速を

地裁の原発判断
が問うもの

衆院１票の格差
札幌高裁の重い
判断だ

地中海密航転覆
人道的対応を最
優先に

尼崎脱線事故
共有したい１０年
前の教訓

官邸に無人機―
悪用の防止を急
げ

スカイマーク再建
「空の競争」維持
に努めよ

ドローン生かすた
めにも悪用の道
ふさげ

無投票当選 なり
手増やす改革急
げ

株価２万円台　今
こそ成長戦略を強
化したい

官邸にドローン
早急にルールづく
りを

官邸にドローン
目的が分からぬ
怖さ

川内仮処分却下
福島事故を踏まえ
たのか

ＪＲ事故１０年―
教訓を安全の礎
に

官邸にドローン
規制と活用に工
夫こらせ

日中関係改善の
流れを確実に

ドローン事件 速
やかにルール作
りを

ドローン侵入　官
邸警備の盲点を
突かれた

自民の国会運営
言論の抑圧は許
されぬ

精神保健指定医
「性善説」では立
ち行かぬ

バンドン演説　過
去を率直に語って
こそ

７０年談話へ―未
来への土台を崩
すな

川内差し止め却
下　説得力ある理
性的判断だ

株価２万円が映
す成長への期待
を現実に

バンドン会議　日
中は原点を忘れ
るな

川内原発仮処分
再稼働を後押しす
る地裁判断

バンドン演説　首
相は歴史を直視
せよ

侵略とおわび　自
身の言葉で語ら
ねば

川内仮処分却下
福島事故を踏まえ
たのか

川内の仮処分―
専門知に委ねて
いいか

首相バンドン演説
「未来志向」を評
価したい

アジアの人々の
心に響いたか

割れた司法判断
丁寧な原発論議
が要る

バンドン演説　首
相７０年談話にど
うつなげる

「川内」申請却下
不安に向き合った
のか

川内原発仮処分
疑問は一層深
まった

バンドン演説　過
去を率直に語って
こそ

安全保障法制―
抜け道だらけの決
着だ

日米ＴＰＰ交渉
両首脳が合意へ
決断せよ

ＴＰＰ交渉打開へ
日米は最後の決
断を

自民の修正要求
おごりがここまで
来た

日米ＴＰＰ協議
最終決着を「逃げ
水」にするな

ＴＰＰ日米協議
農業犠牲にする
拙速さ

過労死防止大綱
働く人を守る対策
急げ

安保与党協議
歯止めの論議ま
だ足りぬ

全国学力調査―
趣旨を逸脱するな

与党安保協議
支障来す「歯止
め」は排せ

米金融機関の回
復は本物か

侵略という言葉
「枝葉の議論」で
はない

戦後７０年談話
首相は「侵略」を
避けたいのか

全国学力テスト
内申点に利用は
筋違い

安保法制考＜５
＞　許されない自
衛隊任せ

壱岐市住民投票
地域の将来像どう
描くか

言論の府で―異
論への異常な圧
力

人民元の国際化
金融改革の断行
が前提だ

人口減を見据え
多様な人材生か
す社会に

地球温暖化対策
世界に貢献する
目標に

過労死防止大綱
働く人の健康を守
れる職場に

企業・団体献金
対症療法はもう限
界だ

辺野古基金　傍
観者でいていいの
か

過疎地の足　貨
客混載で利便性
向上を

放送法―権力者
の道具ではない

ＳＳ幹部拘束要請
暴力を排し正当な
主張を

スマホ時代の怖さ
を教えよう

地中海密航事故
難民対策の強化
を急げ

精神保健指定医
不正の常態化は
見過ごせない

保育士不足解消
女性が働くために
必要

安保法制考＜４
＞　治安維持で撃
ち合いも

指定医不正取得
精神保健の根幹
揺るがす

酒安売り規制―
消費者利益が第
一だ

教科書採択の通
知　公平な判断へ
の後押しだ

米大統領候補と
幅広いパイプをつ
くれ

精神指定医不正
制度自体の見直
しも

音と色の商標　ブ
ランド戦略の武器
にしたい

解雇の金銭解決
規制緩和先行は
危うい

続く日照不足　食
卓も曇り空になる

農地バンク　貸し
手の安心感を高
めよ

国立公文書館―
国民に開かれた
新館を

政治資金規正法
改正する時間は
十分ある

研究活力と不正
防止の両立を

少年法適用年齢
性急な見直しは
疑問だ

電力広域機関
安定供給確保が
最大の使命だ

企業の地方移転
国が自ら模範示さ
ねば

安全法制考＜３
＞　後方支援、机
上の安全

農地バンク　貸し
手の安心感を高
めよ

中国と世界―新
たな大局観育て
たい

ナイジェリア　テロ
封じへ新政権支
援を

Ｇ20は国際金融
改革の前進へ結
束せよ

福祉資格の一本
化　効用にも目を
向けよう

専門職大学構想
産業界との協力
推進がカギだ

地方選後半戦
豊かさの実現へ
議論を

生活困窮支援―
相談者に役立つ
ものに

酒の安売り規制
消費者の利益を
損なうな

首かしげる番組内
容の聴取

恒久法の歯止め
厳格な国会事前
承認を

アジア投資銀　運
営の透明性が確
保できるか

北海道博物館
歴史や自然を学
びたい

安倍・翁長会談―
まだ「対話」とは言
えぬ

安倍・翁長会談
危険性除去へ責
任果たせ

首相と沖縄知事
は粘り強く対話を
重ねよ

ＡＩＩＢ設立へ　信
頼を得られる機関
に

テレビ幹部聴取
与党として適切な
振る舞いか

安倍・翁長会談
沖縄の声は聞こ
えたか

翁長・首相会談
沖縄の声、米に伝
えよ

首相と沖縄知事
痛みへの共感が
第一歩だ

日米首脳会談
日本が背負う重
いリスク

介護保険料　予
防策強化し負担
軽減を

全国学力テスト
本末転倒は改め
るべきだ

ヒラリー旋風は起
きるか　週のはじ
めに考える

インフラ整備に民
間資金呼び込め

ＴＰＰに中国の脅
威　週のはじめに
考える

日米首脳会談／
同盟深化へ「沖
縄」協議を

福島県の情報管
理／失態続き、組
織に緩みないか

日米首脳会談
描く将来像にずれ
がある

日米首脳会談
世界平和と繁栄
に役割果たせ

日米同盟強化
中国けん制に偏
らずに

日米が支えるアジ
ア安定への一歩

指定医取り消し／
倫理観の立て直
しが必要だ

「大阪都」構想
住民が選ぶ大都
市の自治

観光機構１０年
九州の魅力さらに
発信を

統一選を終えて
足元の自治から
鍛え直せ

自治にもっと工夫
を　統一地方選終
わる

「専守」骨抜きの
危うさ　防衛指針
と安保法制

子どもとスマホ
電源切って家族で
話そう

教えて、ミツバチ
さん　こどもの日
に考える

子どもの社会参
画／意見表明す
る環境の拡充を

岩手県知事選／
復興軸にして論戦
を始めよ

日米防衛指針の
改定―平和国家
の変質を危ぶむ

９条を超える「日
米同盟」　戦後７０
年　憲法を考える

2015/4/21

2015/4/20

ＴＰＰ日米協議／
「交渉せず」首相
は順守を

2015/4/19

2015/4/18

再稼働で司法二
分／福島事故後
の不安を原点に

日米首脳会談
地球規模の同盟
実践を　ＴＰＰ妥結
で経済新秩序築

物言う同盟であり
たい　日米首脳会
談

温室ガス削減／
国際的な視点の
対応必要

将来の電源構成
民意を無視した原
発回帰

ＴＰＰと首相／国
内軽視を改める
べきだ

設備投資支援策
／人為的循環に
無理はないか

新日米防衛指針
国民不在の「安保
改定」

2015/4/24

2015/4/23

2015/4/26

バンドン演説／侵
略に触れぬ「反
省」とは

統一選後半戦／
じり貧回避へ熟慮
の１票を

2015/5/4

原発温存の電源
構成　これでは納
得できない

2015/4/29

首相の米議会演
説　語られた青写
真支持する

2015/4/30

与党安保協議
包括的法制で抑
止力を高めよ

新たな安保法制
憲法も日米安保も
超え

2015/4/25

2015/4/28
日米新防衛指針
平和守る同盟の
再構築だ

「変えない」という
重み　戦後７０年
憲法を考える

首相・沖縄知事会
談／長い対話の

日米同盟強化／
成果とともに危う
さ直視を

2015/5/1

バス運転手不足
／事態は深刻さを
増している

2015/4/22

2015/5/2
インフレ目標―
「緩和の罠」を招
かないか

健康福祉の商品
開発／オール東
北で仕切り直しを

2015/4/27

与党安保法制「合
意」／内容に粗
さ、疑念は解けず

日米ガイドライン
改定　専守防衛
の放棄に等しい

２０３０年電源構
成　エネルギーの
安定に資するか

機能性表示食品
／リスク管理に細
心の注意を

2015/5/5

.

社会全体で子育
てを支えよう

子どもの貧困―
大人一人ひとりが
動こう

子どもの貧困対
策　未来社会へ
の投資として

戦後７０年と死刑
―別の選択肢を
考えるとき



指定医の不正―
患者は「数」では
ない

自民党とテレビ
番組介入は抑制
的であれ

中ロと向き合うＧ
７の役割

首相と沖縄知事
形だけに終わらせ
るな

首相ＶＳ沖縄知事
建設的対話重ね
て接点を探れ

アシアナ機事故
低空進入の原因
は何だ

安全法制考＜２
＞　理念先行する
集団自衛

発達障害支援法
施行１０年で見え
た課題も

自民党と放送―
「介入」は許され
ない

ＡＩＩＢ　惑わず冷
静な対応を貫け

安売り規制では
町の酒販店を救
えない

海洋安保宣言
紛争を生む「砂の
長城」

山手線支柱倒壊
危険の芽を摘む
意識に欠ける

電源構成比率
原発事故前に戻
すのか

大学と国旗国歌
自主自律の気概
こそ

自民ＴＶ局聴取
政権党が介入す
ることか

バスケ統合―出
直しをチャンスに

Ｇ７と海洋安保
結束して対中圧
力強めよ

中台関係を占う総
統選の始動

テレビ局聴取　政
権党は介入を控
えよ

Ｇ７外相会合　海
洋秩序維持へ連
携を強めよ

ＮＨＫとテレ朝　自
民の聴取は筋違
いだ

安全法制考＜１
＞　武力行使緩
める新要件

屋久島入山料
「環境」と「観光」
の両立を

与党安保協議―
巨大法案で見失う
こと

震災と教科書　リ
スク判断の力養
いたい

減速が鮮明な
ニューノーマルの
中国景気

山手線支柱倒壊
利便性より安全優
先で

大学の国旗国歌
要請で自治が脅
かされるのか

安保与党協議
立ち止まって考え
直せ

全中会長辞任
言いたいことを
言ったか

ＪＲ山手線―安全
を一から見直せ

高浜異議申し立
て　迅速に決定を
覆すべきだ

日韓は安保で握
手する時だ

アシアナ機事故
国際便の増加に
備えを

与党安保協議
過剰な歯止めは
実効性損なう

国立大に日の丸
押しつけはやめる
べき

少年法適用年齢
引き下げは冷静
な議論を

高浜原発差し止
め　「負の影響」
計り知れない

福井地裁の高浜
原発差し止めは
疑問多い

高浜原発差し止
め　司法が発した
重い警告

産経前支局長
出国禁止措置の
解除は当然だ

「高浜」差し止め
原発回帰に重い
警鐘だ

高浜原発仮処分
決定を重く受け止
めたい

前支局長帰国
重ねて起訴撤回
を求める

ふるさと納税を本
来の姿に

安保協議再開
対米合意優先は
疑問だ

高浜差し止め　規
制基準否定した
不合理判断

米キューバ会談
歴史的和解への
第一歩

安保協議再開
何のためにそれ
ほど急ぐ

米国とキューバ―
隣国復交へ賢明
な一歩

山手線事故　最
悪想定し先手の
対応を

アジアにも有益な
米・キューバの握
手

米・キューバ　歴
史的和解は着実
に

米キューバ会談
相違点を抱えた
両首脳の握手

秋元札幌市長
難題には新たな
発想で

米キューバ会談
国交回復へ大き
な弾み

統一選前半戦
もっと選択肢を広
げねば

大阪府・市議選―
住民投票へ関心
高めよ

国旗国歌　背向け
る方が恥ずかしい

自主・自律あって
の大学だ

統一選前半戦
自治の基盤は大
丈夫か

日中韓観光会合
訪問客拡大へ協
調を深めたい

知事選与党全勝
政策展開はより丁
寧に

親の監督責任
限界は示したもの
の

米キューバ会談
敵視よりも関与が
有効だ

低調な地方選―
すくむ政党、細る
自治

米・キューバ会談
歴史的転換を歓
迎したい

地方政治の活力
が低下していない
か

野球観戦失明
臨場感と安全の
両立を

医療事故調査
教訓を現場で生
かせる制度に

「減税」の低迷
二元代表制求め
る民意

福岡県知事選
幸福度日本一目
指すなら

ＮＨＫ経営委―任
免権持つ責任自
覚を

統一地方選　「選
択肢」不足が水差
した

ＬＣＣの普及を後
押ししよう

地方銀行　存在
意義が問われる

統一選前半戦
安倍政権は地方
創生加速せよ

与党知事選勝利
国民の声に耳澄
まして

大分県知事選
自前の地方創生
へ挑戦を

温暖化対策―地
球益に背を向ける
な

神宮外苑再開発
歴史尊ぶスポー
ツの聖地に

エボラ流行から世
界が学ぶべきこと

視点　浜田市の
定住策

イエメン情勢　中
東の混乱拡大を
憂慮する

きょう投票日　地
域の未来託す選
択だ

「政治とカネ」　再
発防止を徹底す
べきだ

金正恩政権―核
放棄しか道はない

市販薬の拡大
安全性踏まえた
議論望む

温暖化防止へフ
ロン対策急げ

電源構成　原発
回帰が透けてい
る

将来の電源構成
安定供給と料金
抑制が優先だ

イエメン危機　速
やかに停戦の交
渉を

親の監督責任
市民の常識に沿
う判決だ

国旗国歌―大学
への不当な介入
だ

ＮＨＫ番組疑惑
「やらせ」解明が
不十分だ

法案審議を滞ら
せる国会の構造
問題

株価２万円台　浮
かれてはいられな
い

成田ＬＣＣ拡大
航空旅客を増や
す起爆剤に

株価の上昇　バブ
ルの危うさはらむ

株価２万円　危う
い緩和マネー相
場

親の監督責任
市民の常識に沿
う判決だ

株価２万円―経
済の実態を映す
のか

株価２万円台　期
待を本物にする経
営を

世界石油再編に
乗り遅れるな

国旗国歌の要請
大学の判断に任
せては

親の監督責任
最高裁が免除基
準を示した

親の監督責任
市民感覚に沿う
判決だ

統一地方選　「無
風」に惑わされる
な

アジア投資銀　思
い込み捨てて判
断せよ

日米防衛指針―
「世界の自衛隊」
ですか

親の賠償責任
「日常感覚」に沿
う判断だ

流通業は創意工
夫で消費掘り起こ
しを

親の監督責任
限界に配慮した最
高裁

１５年度予算成立
緊張感持って懸
案に取り組め

後半国会　安保
法制は徹底論議
を

陛下パラオ訪問
悲しい歴史の思
い深く

両陛下パラオ訪
問　不戦の誓いを
共有したい

再エネ比率―目
標はもっと高く

日銀の量的緩和
揺るがず脱デフレ
果たせ

戦争忘れぬ決意
を共にしたい

通常国会後半へ
これからが正念場
だ

陛下パラオ訪問
戦地に立つ「慰
霊」への使命感

高い介護保険料
基本設計見直し
が急務

金銭解決制度
不当解雇助長し
ないか

電源構成比率
誰が国民を説得
するのか

天皇の慰霊―歴
史見つめる機会
に

五輪教育　生きた
教材として活用を

看過できぬ株式
新規公開の規律
の緩み

日米防衛協力
強化一辺倒では
なく

日銀異次元緩和
「物価２％」の達
成を焦るな

日米防衛指針
集団的自衛権
先走るな

日米防衛新指針
安保条約逸脱の
危うさ

マイナンバー　国
民への説明が足
りない

日米防衛会談―
もっと沖縄を語れ

パラオご訪問　歴
史知り鎮魂へ繋
げたい

解雇の金銭解決
導入へ議論を

少子化対策大綱
「集中」に値する
行動を

日米防衛相会談
同盟の抑止力高
める新指針に

適正な取り調べ
この法案では不
十分だ

プロ野球観戦　楽
しい時間、事故な
く

学校事故の検証
安全確保に生か
してこそ

パイロット不足―
安全第一を徹底
せよ

電源構成　再エネ
拡大に死角ない
か

生活保護の手前
で自立への有効
な支援を

維新・上西氏除名
国会議員の深刻
な劣化

千葉・腹腔鏡死
患者を守る意識
が足りない

原発と活断層　敦
賀２号機　廃炉が
筋だ

憲法審査会　“味
見”改憲はあざと
い

教科書検定　政
府見解の扱いは
慎重に

地域の金融―お
金の地産地消め
ざせ

米国防長官来日
強固な同盟の再
出発点に

教科書はもっと柔
軟でいい

両陛下パラオへ
終わりなき平和の
祈り

中小企業春闘
官民で賃上げの
動き広げよう

製造の国内回帰
中小企業と雇用
支えよ

ハーグ条約１年
「子のため」を最
優先

がん患者の就労
治療と両立できる
社会を

検定発表―教科
書はだれのもの
か

教科書検定　偏
向是正を授業に
生かせ

電源構成は将来
を見据えて議論
せよ

菅・翁長会談　沖
縄が示した強い意
思

中学教科書検定
歴史と領土への
理解深めたい

中学教科書検定
「なぜ」考えさせる
授業に

難民受け入れ―
拡大こそ国際貢
献の道

前支局長出国禁
止　重ねて即時帰
国を求める

少数者の人権を
守る大切さ

教科書検定　創
意工夫の道、より
広く

菅・翁長会談　批
判にも相手への
配慮が要る

マタハラ被害　法
守る意識の徹底
を

菅・翁長会談―
「粛々と」ではすま
ない

中国の海洋進出
南シナ海の「長
城」許すな

本社機能の海外
移転とどう向き合
うか

石炭火力発電
長期的なコスト配
慮を

食料自給率　農
業政策の目標とし
て適切か

国と沖縄の対話
対等な立場で進
めねば

翁長・菅初会談
民意の重さ受け
止めよ

ナイジェリア―地
域大国の責務自
覚を

菅－翁長会談
対話継続で一致
点を探れ

ナイジェリアの安
定を支えよ

年金の減額　将
来の備えこそ重要
だ

少子化対策大綱
男性の育児参加
を促進しよう

アイヌ民族　否定
論には根拠がな
い

食料自給力　安
全保障考える契
機に

賃上げ要請―政
権はのりを越えず
に

首都の減災　集
中的に防火対策
進めよ

日本にマイクロソ
フトの起業家精神
を

機能性表示食品
安全性の監視怠
りなく

ヤフー削除基準
「知る権利」に配
慮した判断を

特急で発煙　青函
トンネル内でもか

原爆ドーム―１０
０年に考える役割

イラン核協議　抜
け道許さぬ合意
めざせ

違和感ぬぐえぬ
賃上げ介入

イラン核協議　こ
れからが正念場
だ

地方創生交付金
持続的な活性化
を目指したい

異次元緩和２年
出口が見えないリ
スク

イラン核問題―中
東安定へ希望つ
なげ

郵政上場の不透
明感はまだ消えな
い

医療研究機構
基礎科学と実用
化の懸け橋に

道議選告示　無
投票はもったいな
い

異次元緩和２年
目標未達の説明
果たせ

消費税増税１年
受益と負担の徹
底論議を

黒田緩和２年―
拡大続行よりやめ
方を

イラン核開発の疑
念払拭を

イラン核合意　軍
事転用阻止へ重
要な段階だ

核枠組み合意　イ
ランは真摯な対応
を

イラン核問題　好
機生かし最終合
意を

イラン核協議　最
終合意に向け正
念場だ

憲法と国会―「緊
急事態」論の危う
さ

ハーグ条約１年
子供を守る慎重な
運用を

改憲論議は論点
を絞り込まず幅広
く

農業基本計画
政策の一貫性こ
そ必要

アジア投資銀
「日米孤立」の批
判は的外れだ

衆院憲法審査会
目立つ自民の前
のめり

公害資料館　振り
向いて未来を探
す

裁判員制度　守
秘義務も見直し論
議を

食料の自給―現
実見すえた政策を

南海トラフ地震
柔軟な対策で被
害抑えよ

地域を越えた柔
軟な送電網に

政治とカネ　放置
して開き直るのか

ソ連抑留死名簿
北朝鮮での悲劇
を解明したい

医療の司令塔
走りながら機能強
化を

ナイジェリア　ボ
コ・ハラム対策全
力で

医療研究機構
国民の命守る視
点第一に

電力広域機関―
自由化促す役割
を

消費税増税１年
経済再生へ消費
底上げを

ＴＰＰで透明な
ルールを築く日米
の責任

電力の広域融通
成果積み上げ改
革促せ

日銀短観足踏み
景気回復の持続
力が問われる

東海大四準優勝
「夏」につながる
惜敗だ

新しい食品表示
消費者はもっと賢
く

南海トラフ地震
各地域で課題の
総点検を

農地の転用―分
権を創生につなげ
よ

同性カップル条例
家族のありよう考
えたい

北朝鮮への制裁
延長は当然だ

消費増税１年　低
所得者対策が必
要だ

辺野古移設作業
建設的立場で接
点を模索せよ

電力の広域融通
再生エネ重視の
運用を

生活保護費訴訟
子どもの育ち妨げ
るな

理研理事長交代
組織の抜本改革
断行せよ

政府と沖縄―捨
て石にしてはなら
ぬ

桐生９秒８７　日
本人の可能性に
胸躍る

若者が魅力を感じ
る農業の将来像
描け

アジア投資銀行
関与へ作戦立て
直しを

巨大地震対策
訓練と検証が実
効性を高める

消費税増税１年
社会保障の将来
展望を

航空機の安全
死角はもうないの
か

辺野古問題　政
府は説得を放棄
するな

ＡＩＩＢ―関与は十
分だったのか

辺野古移設　話し
合いの土俵を整
えよ

新人と向き合う職
場づくりを

首都直下地震
減災への道筋を
確かに

対「北」制裁延長
拉致問題進展へ
手段を尽くせ

１万人情報紛失
道のずさん管理
に驚く

ストーカー対策
身近に頼れる相
談先を

いじめ自殺認定
教訓生かして悲
劇を防げ

南海トラフ―地震
の備え常時更新
を

イスラエル　和平
への努力を再び
示せ

普天間移設を法
廷で争うのは筋違
いだ

マイナンバー制
「何のために」を
丁寧に

生活困窮者支援
早期の対応で自
立を促したい

秘密法と国会　お
粗末すぎる監視
体制

アジア投資銀　国
際金融秩序の転
換か

秘密保護法　国
会は監視機能拡
充せよ

2015/4/18

食料自給力指標
／政府の評価、
判断はどこに

2015/4/5

少子化対策大綱
数値目標で終わ
らせるな

地方創生戦略／
甚だ迷惑「この道
しかない」

2015/4/6

拉致再調査　政
府は毅然と圧力
強めよ　協議の中
断あってはならな
い

2015/4/4
異次元緩和２年
柔軟な政策へ転
換を

諫早湾開門調査
国の姿勢は無責
任すぎる

軽視される自衛官
の命　週のはじめ
に考える

山形大生訴訟和
解／命守る責務
自覚してるのか

統治の具と成す
不見識　権力と放
送法

ストーカー規制／
被害根絶に向け
た対応急げ

国民を守る司法
判断だ　高浜原発
「差し止め」

2015/4/17

談／長い対話の
始まりと心得よ

2015/4/16

異次元緩和２年
いつまで続ければ
いいか

特定秘密の審査
／国会の監視、
危うい実効性

教科書検定　戦
後教育を否定す
るのか

2015/4/8

2015/4/9

青函トンネル避難
／新幹線開業へ
安全策徹底を

日米防衛指針改
定／内容、手順に
危うさ拭えず

再稼働不可仮処
分／問題提起を
重く受け止めよ

言葉よ自治の種
になれ　週のはじ
めに考える

医学部新設／復
興の使命、忘れて
いないか

統一選前半終了
／論戦低調、弱ま
る自治の力

2015/4/10

2015/4/11

ネットとモラル／
無知や悪意に教
育不可欠

株価２万円回復
／実体経済を映
すのか疑問だ

2015/3/31

防災・減災　８道
県相互支援／指
針

2015/4/3

2015/4/2

2015/4/1
統一地方選／政
治の基盤弱体化
が心配だ

企業の景況感／
なぜ慎重なのか
点検が要る

困窮者自立支援
／制度の空回り
許されない

2015/4/7

ＧＰＩＦ改革／年金
損失リスクの不安
募る

2015/4/14

2015/4/13

2015/4/12

2015/4/15

高橋道政４期目
政策は大胆に、積
極的に

高浜原発差し止
め―司法の警告
に耳を傾けよ

親の賠償責任／
監督義務と救済
の課題残る



秘密の監視―国
会は責任を自覚
せよ

露の戦勝式典
首相欠席の判断
は妥当だ

人口減見据えた
国土計画に

辺野古移設　沖
縄と敵対ばかりで
は

独旅客機墜落
二重三重の安全
確保策が要る

教育の中立性
新制度が脅かさ
ないか

辺野古工事　既
成事実化は許さ
れぬ

新社会人へ　若い
感覚で職場に新
風を

介護の人手不足
―魅力向上に手
を尽くせ

大阪桐蔭裏金
教育の使命を忘
れたのか

通信自由化の原
点に戻り利便性
高めよ

議員提案の条例
統一選でも積極
提起を

法テラス拡充案
ＤＶ被害を未然に
防止したい

残業代ゼロ制度
過労を助長しかね
ない

社外取締役―経
営鍛える役割を

食料自給率　実
態踏まえ生産力
向上を

インドネシアと海
洋協力を

金銭で解雇　功罪
両面の議論深め
よ

インドネシア　海
洋安保で戦略的
協力強めよ

アジア投資銀行
部外者のままでい
いか

イエメン　国の崩
壊はテロ跳梁招く

下鴨神社と景観
世界遺産の保全
議論を

理研新体制へ
「ＳＴＡＰ」に何を学
んだのか

札幌市長選告示
転機だ　将来像聞
きたい

１８歳の責任　少
年法適用年齢も
検討を

原発活断層評価
疑わしきは「クロ」
貫け

衆院１票の格差
違憲状態判決に
気を緩めるな

食料自給率目標
引き下げは安易
すぎる

不平等な一票―
正統性が問われ
ている

大塚家具　信頼
回復で手腕をみ
せよ

判決に一喜一憂
せず１票の格差
是正急げ

イエメン情勢　軍
事介入で解決す
るか

大塚家具内紛
勝者なき不毛な
親子げんか

「わが軍」発言
自衛隊の役割の
曲解だ

１票の格差　抜本
改革は待ったなし
だ

ＪＲ事故裁判―
「無罪」が示した
課題

総連議長宅捜索
調査遅延に結び
つけるな

スマホ市場に挑
むゲーム２社

ＪＲ西脱線事故
無罪で消えぬ企
業責任

御嶽山噴火半年
惨事を繰り返さぬ
体制整備を

脱線事故無罪
「強制起訴」考え
る機に

通信傍受拡大
国会審議で歯止
めかけよ

「我が軍」発言―
憲法軽視が目に
あまる

統一地方選　「消
滅」への危機打開
競え

働き方の見直しで
少子化の流れ変
えよう

中教審の宿題
転換を空転させぬ
ため

プロ野球開幕
ファン層をさらに
広げよう

プロ野球開幕　女
子力で未来を拓
ひらく

九州の春闘　中
小と非正規の底
上げを

イエメン危機―国
家崩壊防ぐ協力
を

原発の断層評価
首相が調整すべ
き事態だ

イエメンの混乱収
拾を急げ

「わが軍」発言　お
ざなりな認識は困
る

統一地方選　地
域再生の処方箋
を論じたい

性的少数者　身
近な場から考えた
い

ＮＨＫ会長　公私
の区別がなぜ重
要か

統一地方選―「消
滅危機」をはね返
せ

エアバス墜落　不
安払拭のため究
明急げ

人口減踏まえた
活性化策を競う地
方選に

統一地方選　地
域の将来が問わ
れる

再生エネ負担増
買い取り制の欠
陥を改めよ

特殊詐欺激増
非常事態、封じ込
め急げ

辺野古移設　政
府はまず沖縄と対
話を

踏切事故―渡る
人の視点で考え
よ

首相米議会演説
戦後７０年の歩み
堂々語れ

食品の機能性表
示どう生かす

「１票の格差」違
憲　国会の怠慢
は許されぬ

アジア投資銀　中
国の支配力が強
すぎないか

プロ野球開幕　ハ
ム、Ｖへ若い力結
集だ

プロ野球開幕へ
連続日本一へ高
まる期待

政治資金規正―
やり過ごすつもり
か

日インドネシア
「自由な海」へ連
携強めよ

日本は国際会計
基準の改善にも
尽力を

理研トップ退任
積み残しの課題
は多い

自公幹事長訪中
議員交流で信頼
醸成を図ろう

辺野古基地移設
作業停止の政治
決断を

企業の顕彰　正し
い経営を広めよう

免震ゴム偽装―
安全軽視の姿勢
改めよ

中国人船長判決
領海を密漁天国
にするな

これでいいのか理
研の幕引き

地価の回復傾向
デフレ克服の追い
風に

辺野古移設作業
冷静さを欠く知事
の停止指示

理研トップ辞任
ＳＴＡＰ幕引きでき
ぬ

コンビニ統合　や
さしさでも競争を

辺野古移設―沖
縄の問いに答え
よ

道徳教科化　「愛
国心」を堂々と育
もう

知恵を絞れば再
生エネはもっと伸
ばせる

アジア投資銀行
積極関与を考える
時だ

免震ゴム不正　建
物の信頼回復へ
対応を急げ

統一地方選　投
票率を回復させた
い

辺野古基地調査
県に従い作業停
止を

日中韓関係　首
脳会談実現につ
なげよ

リー氏死去―巨
人が残した宿題

辺野古移設　知
事は停止指示の
撤回を

リー氏は何を世界
に残したか

沖縄の対抗措置
政府は追い詰め
るな

玄海ＭＯＸ訴訟
安全性を認めた
意義深い判決

リー元首相死去
「開発独裁」で繁
栄築く

日中韓関係　首
脳会議で流れ変
えよ

免震性能偽装
誤りをなぜ繰り返
すのか

日中韓―首脳会
談へ歩を進めよ

ラジオ放送９０年
役割再確認し信
頼繋ごう

夏までに実現した
い日中韓の首脳
会談

野球ひじ　少年期
の予防が重要だ

公示地価　街の
魅力向上で回復
を地方に

衆院１票の格差
違憲状態の指摘
は重い

原発廃炉　再稼
働の口実にする
な

国連防災会議―
リスク直視を新潮
流に

再生エネ買い取り
負担抑える見直し
を急げ

卸売市場の抜本
改革を急げ

イスラエル政治
強硬路線は孤立
を招く

国連防災会議
「仙台枠組み」で
被害の抑制を

世界の防災　危
機意識を共有し前
へ

チュニジア襲撃
許せぬ観光客標
的テロ

チュニジア―民主
化への歩み継続
を

米朝さん死去　大
きな「遺産」継承し
たい

課題のりこえ老朽
原発の廃炉を着
実に

地下鉄サリン２０
年　今なお教訓と
向き合う

サリン事件２０年
教訓をテロ封じ込
めに生かせ

サリン事件２０年
惨劇の記憶　風
化させぬ

上方の星逝く―米
朝はん　おおきに

免震ゴム不正　命
守る使命感はな
いのか

岩盤規制の改革
は道半ばだ

日中韓　３外相合
意を歓迎する

日中韓外相会談
「歴史」乗り越え
対話進めたい

日中韓外相会談
関係改善加速さ
せたい

安保法制整備に
はなお宿題が山
積みだ
オウム事件の教
訓学ぶ努力を

地下鉄サリン２０
年　大惨事は防
げなかったか

中国が主導する
インフラ銀に積極
関与を

センバツ開幕　球
史に新たなページ
を

老朽原発の廃炉
円滑な実施へ環
境整備を急げ

道知事選討論会
政策にもっと説得
力を

チュニジア事件
テロの拡散に対
応を急げ

チュニスの襲撃
決して遠い事件で
はない

テロ拡散阻止へ
連携深めよ

チュニジア乱射
「春」への凶弾を
許すな

チュニジア襲撃
「民主化モデル」
を脅かすテロ

チュニジア襲撃
観光客狙う卑劣な
蛮行

福岡沖地震１０年
活断層への警戒
怠るまい

春闘集中回答―
賃上げに広がりを

原発５基の廃炉
４０年運転規制は
理不尽だ

賃上げを好循環
につなげる基盤
整備を

春闘ベア高水準
裾野を広げて好
循環に

「大阪都」投票へ
中身の丁寧な説
明が不可欠だ

原発の廃炉　脱
依存を進める一
歩に

市長「無罪」裁判
控訴は何のため
なのか

原発廃炉決定
円滑処理に国も
責任担え

大阪住民投票―
未来考え、意思示
そう

春闘ベア最高　中
小企業へ確実な
波及を

実需がカギ握る
地価の行方

安保法制　米軍
支援の膨張を憂う

春闘一斉回答
高い賃上げの恩
恵を広げたい

春闘高額回答
中小や地方にも
波及を

春闘集中回答
好循環へさらに一
歩を

地下鉄サリン２０
年　事件はいまだ
に終わらず

中国主導の投資
銀　恣意的運営を
防げるのか

日銀は経済全体
を見据えて政策
運営を

温暖化への備え
縦割りを排し体系
的に

社外取締役　攻
めの経営にどう生
かすか

クリミア１年　核発
言で脅し許されぬ

プーチン氏発言
核での脅しに耳を
疑う

プーチン発言　核
で脅すロシアの危
うさ

クリミア併合１年
プーチン核発言に
呆れる

国際秩序乱すロ
シアへの疑念

免震ゴム不正　安
全は二の次なの
か

プーチン発言
「核準備」の恫喝
は認められぬ

少年法適用年齢
引き下げ論議は
慎重に

免震不正　信用
の土台が大揺れ
だ

食料自給率　４
５％は２０年来の
悲願だが

ロシア核発言―
併合１年の無謀な
言動

中国の対日批判
干渉排して堂々と
談話を

中国は透明で公
正な反腐敗の取
り組みを

プーチン発言　核
の脅しは許されな
い

機能性表示食品
消費者にも「目利
き力」が要る

マイナンバー制
施行前の拡大は
筋違い

子ども安全調査
地域で見守る力
高めて

全人代閉幕　「習
氏１強」中国はど
こへ

政務活動費―住
民感覚とのずれ
正せ

都構想住民投票
機は熟したと言え
るのか

免震への信頼揺
るがす問題だ

ビッグデータ　活
用の前に懸念を
拭え

国連７０年と日本
平和構築へ積極
的に関与せよ

ＪＲ日高線不通
鉄路の維持が出
発点だ

ひとり親手当　実
態に即し対応せよ

地域と学校　連携
深め教育の活性
化を

マイナンバー　周
知徹底で不安解
消せよ

医療の効率化へ
試される都道府県
の力量

保育士不足　賃
金と勤務時間の
改善を図れ

防衛装備庁新設
武器輸出拡大許
されぬ

火山の観測　人
材養成と体制の
強化を

日中韓首脳会談
共通課題語れる
環境作れ

難民に冷たい国
でいいのか

中国全人代閉幕
習政権の独善体
質が目立った

個人情報の活用
保護のルールが
不十分

東京五輪計画
震災復興も重要
テーマだ

震災復興財源―
事業と予算の点
検を

少子化大綱　未
婚・晩婚に重点対
策を

原発事故の教訓
を世界の防災に
生かせ

淡路島５人殺害
相談対応に不備
ないか

コンビニ再編　業
態超えた成長戦
略が重要だ

辺野古調査再開
なぜ民意に背を
向ける

北陸新幹線―こ
れからが肝心だ

安保法制　国守る
全体像に理解得
よ

許せぬイラクの文
化財破壊

国連防災会議
経験と教訓発信し
たい

子供安全調査
学校と警察の連
携で悲劇防げ

滑走路にシカ　侵
入防止の徹底が
必要

与党安保協議―
ああ、つじつま合
わせ

不適切教材　独り
善がりの指導や
めよ

集団的自衛権へ
の支持広げる努
力を

「大阪都」住民投
票　判断材料を十
分に示せ

北陸新幹線開業
効果持続へ地域
の魅力高めよ

中間貯蔵搬入
安全に最大限の
配慮を

辺野古調査強行
民意となぜ向き合
わぬ

自衛隊後方支援
「お墨付き」なしで
いいか

辺野古移設―作
業を止めて対話
せよ

北陸新幹線開業
地域を元気にする
契機に

北陸の持続的成
長のばねに

沖縄との対話　首
相側から呼びか
けを

与党安保協議
機動的な対処が
可能な法制に

派遣法改正案
雇用劣化を招き
かねぬ

財政健全化計画
ご都合主義は通
用せず

性犯罪の冤罪
誤りを徹底的に検
証せよ

北朝鮮への制裁
拉致進展なけれ
ば強化を

「１強」時代を迎え
た流通再編のあり
方

群馬大連続死
病院全体の責任
を問う

農産品輸出拡大
生産者と企業の
連携強めよう

地方議員高齢化
候補者の育成が
急務だ

自衛隊の統制
文民の理性が問
われる

佐世保事件教訓
教育現場で抱え
込む前に

「専守」変質を憂う
安保法制与党合
意

東九州自動車道
地域発展へ有効
な活用を

大学は何のため
にある　週のはじ
めに考える

地域の英知集め
たい　きょうから統
一地方選

2015/3/31

経済変調が映す
新興国の構造問
題

安倍政権の激走
―「いま」と「わた
し」の大冒険

2015/3/29

2015/3/27
医療事故調／再
発防ぎ信頼築く制
度に

道知事選告示
「豊かな明日」をど
う描く

2015/3/28

2015/3/30

　

針を共助充実の
出発点に

甘すぎる司法の
基準　一票の格
差訴訟

福島「負の遺産」
／安全神話崩壊
検証に生かせ

新交付金の使途
／活用に工夫を
凝らさねば

2015/3/26

再び捨て石には
できぬ　沖縄戦７
０年

大規模緩和２年
／物価目標より
「足元」に目を

自治体の監査
機能強化へ制度
改革急げ

森をつくる、森に
なる　週のはじめ
に考える

カジノ法案再提出
／冷静で慎重な
扱いを望む

機能性表示食品
消費者を惑わせ
ぬように

女性の政治参画
／クオータ制で世
界水準に

行程なき計画／
再認識させられる
農政不信

統一地方選　自
治と分権を問い直
そう

津波被災からの
復興―企業にで2015/3/13

震災と文化―記
憶と伝承にも支援
を

2015/3/16

鹿児島土曜授業
多様な学び体験し
てこそ

キング牧師の
「夢」は今　週の
はじめに考える

仮設住宅「特定延
長」／避難者周知
と熟慮の機会を

女川原発安全協
定／課題多い拒
否権なしの結論

廃炉の決定―「脱
原発」を見すえて
こそ

2015/3/18

2015/3/19

免震ゴム不正／
防災揺るがす背
信行為だ

国連会議あす開
幕／防災の重み

大手賃上げ相次
ぐ／中小との「給
与格差」注視を

公示地価　九州
全体を底上げした
い

「成人の年齢」は
熟慮で　１８歳選
挙権法案

安保法制の見直
し　先走らず慎重
に一歩を

安保法制合意
国民置き去りに進
めるな

2015/3/22

凶行の中に人間
の弱さ　地下鉄サ
リン２０年

国連会議閉幕／
防災発信の出発
点にしよう

安保法制の与党
合意―際限なき
拡大に反対する

2015/3/21

安保法制の合意
「仲間守る国」へ
の前進だ　実効性
ある条文作りめざ
せ

安保法制の与党
合意　どんな国に
したいのか

安保法制実質合
意／一気呵成の
進展危うさ募る

行き詰まるＴＰＰ／
前のめりになって
はならぬ

水素社会の実現
／東北の特性生
かし先導役に

2015/3/20
地下鉄サリン２０
年―今も問い続
ける社会の姿

2015/3/15

2015/3/17
親の「学び直し」
／貧困断つ一歩
にはなり得る

2015/3/14

2015/3/24

2015/3/23

2015/3/25

自公安保合意
切れ目ない危機
対処が重要だ

安保法制骨格の
与党合意　際限な
き自衛隊活動拡
大

乳頭温泉事故／
硫化水素の怖さ
再認識を



国連防災会議
「命守る教育」を
広めたい

新卒一括に偏ら
ない採用に

北陸新幹線開業
活性化の触媒に
したい

辺野古調査再開
理解得ながら移
設を進めたい

室蘭・宮古航路
物流ルートの多様
化を

川崎の殺人事件
目に余るネット情
報

女性の政界進出
多様な声を反映さ
せたい

１８歳選挙権―教
育がカギを握る

メルケル首相発言
単純な比較は慎
むべきだ

マイナンバー普及
へ利用範囲の拡
大を

日本とドイツ　戦
略的な連携の強
化を

防衛装備庁　一
元管理で調達の
効率化図れ

大震災から４年
「福島」を風化させ
まい

メルケル独首相
語られた二つの
反省

防衛省改革　「文
民統制」弱まらな
いか

国籍法―時代に
合ったルールを

復興予算　不安
招かぬ負担の議
論を

世界に挑戦する
日本の鉄道

再生エネルギー
世界の潮流に遅
れるな

大震災追悼式
重い教訓を防災
に役立てたい

大震災から４年
「福祉避難所」の
拡充を

北陸新幹線　個
性ある「かがや
き」を

新幹線と九州　４
０年の成果踏まえ
戦略を

大震災から４年
支援の手は緩め
られぬ
大震災から４年
早く福島を安全安

日本とドイツ―国
際秩序強化へ協
働を

日独首脳会談
広範な政策課題
で協力を

日独は国際秩序
の安定へ協力強
化を

被災地と文化　共
感し、勇気づける
力

中間貯蔵施設
搬入開始で福島
再生の加速を

自民党大会　改
憲に突き進む危う
さ

東京大空襲―被
害と責任見つめ
直す

東京大空襲７０年
犠牲者を悼み語り
継ごう

東京大空襲70年
が問うもの

電力ガス自由化
消費者本位を忘
れるな

日独首脳会談
紛争解決へ「法の
支配」強めよ

健康食品の表示
緩くしすぎていい
のか

群馬大病院問題
再発防止の基本
忘れるな

課題克服し与野
党が政策を競う政
治へ

東北の産業復興
自立支える官民
連携が必要だ

１８歳選挙権　な
お慎重な議論が
必要

自民党　政策実
現には自己改革
も

石炭の功罪踏ま
えた議論を

自民党大会　１強
に慢心せず改革
断行せよ

中国全人代　責
任ある大国の自
覚を

中国全人代―改
革は誰のために

中国ＩＴ規制　技術
漏洩の危険明ら
かだ

文民統制を堅持し
つつ機動的な自
衛隊へ

６０歳の自民党
寛容さと多様性ど
こへ

福島の避難住民
「帰還」見据えた
支援の強化を

医療事故究明
信頼高める制度
運用を

１８歳選挙権　国
民の政治参加を
活発に

補助教材通知―
先生を萎縮させる
な

医療改革法案
健康作りの一歩と
したい

何が患者連続死
を招いたか

１８歳選挙権　参
院選へ万全な準
備を

米ＶＳイスラエル
中東安定へ亀裂
の修復を図れ

コンサドーレ　今
季こそ昇格決めた
い

群馬大病院　医
療の信頼裏切る
問題だ

イスラエル首相―
危うい挑発的外
交

１８歳選挙権　教
室を政治の場に
するな

将来を見据えた
着実な年金抑制
が必要だ

中国全人代　軍
事より民生が重要
だ

福島原発廃炉　リ
スク低減を着実に
進めたい

安全保障法制
平和国家の道踏
み外す

集団的自衛権
行使の是非を問
いたい

安保法制協議
「存立危機」広げ
すぎるな

市長無罪判決―
捜査の過程を検
証せよ

制服組と背広組
自衛隊の力生か
す運用を

外出先での地震
対策は万全か

集団的自衛権
事態がどんどん
増える

「存立危機事態」
柔軟対処へ政府
に裁量権残せ

贈収賄異例判決
自白偏重の捜査
検証を

原発安全協定
本当に前進したの
か

小倉高炉休止
「鉄都」の退潮は
防ぎたい

中国国防費―こ
れで責任ある大
国か

中国国防費　異
常な膨張いつまで
続く

成長目標を引き
下げた中国のジ
レンマ

中国全人代開幕
安定成長へ軟着
陸できるか

文官統制廃止
歴史の教訓忘れ
たのか

市長無罪判決
検察不信は強
まった

全人代開幕　中
国が模索する「新
常態」

電力改革法案―
「骨抜き」解釈を
許すな

駐韓米大使襲撃
価値観の共有妨
げるのは

核のごみ処分は
幅広い議論を

１８歳選挙権法案
高校の主権者教
育を拡充せよ

日本遺産　道内
候補を発掘したい

中国全人代　民
心が安らぐ社会こ
そ

Ｊリーグ開幕　九
州勢の活躍に期
待する

群馬大病院―異
常な医療なぜ許し
た

就活解禁　産業
界全体で趣旨尊
重を

課題点検し電力・
ガス改革を成功に
導け

相続制度変更
紛争生まない仕
組みに

群馬大病院調査
連続死を許した甘
い管理体制

ＪＲ追加支援　安
全確立へ有効活
用を

脱デフレ春闘　経
営者は異次元ベ
アを

電力・ガス改革
消費者の利便を
最優先に

辺野古移設―政
府こそ一方的だ

補助金と献金
自・民で規制強化
策急げ

中１殺害は防げな
かったか

プーチン政権　暗
殺事件を闇に葬
るな

防衛省改革　背
広組と制服組を車
の両輪に

ラグビーＷ杯　札
幌開催　盛り上げ
たい

「イスラム国」蛮行
消えゆく人類の遺
産

野党指導者殺害
浮かび上がるロシ
アの闇

政治とカネ―企業
献金のもとを断て

ウクライナ　「力の
支配」許さぬ連携
を

多様なサービスを
競い合える銀行
法制に

ラグビーＷ杯　競
技場を満員にしよ
う

発送電分離案
安定供給体制の
確保が前提だ

政治とカネ　企業
献金の全面禁止
を

企業団体献金
全廃含め抜本見
直しを

寄付金問題　「知
らなかった」で済
むか

大阪府教育長―
見過ごせぬパワ
ハラ

ラグビーＷ杯　ま
ず釜石の復興が
前提だ

献金疑惑を招い
た制度の不備

補助金と献金　国
会は規制強化に
動け

補助金企業寄付
適正化へ与野党
は知恵を絞れ

発送電分離　競
争促し消費者利
益に

国保見直し　医療
「最後の砦」守れ

ラグビーＷ杯　「ア
ジア初」を成功に
導け

ロシアの暗殺―
政治が深める暴
力の闇

「仰天」大学　役
割問い直し質向
上図れ

ＰＰ決着へ米政権
と議会は調整急
げ

ノバルティス処分
製薬業界は悪弊
改めよ

朴大統領演説
硬直した対日姿
勢が続くのか

財政健全化計画
まず歳出見直し徹
底を

北ミサイル発射
緊張の長期化に
備えよ

政府事故調調書
肝心の東電経営
陣がない

汚染水と東電―
非公表では信頼
損なう

朴大統領演説
関係改善望むな
ら行動を

ロシアに漂う閉塞
感を憂う

就活スタート
やっぱり自分を磨
こう

川崎・中１殺害
少年法の在り方も
議論したい

「認知症」虐待
監視を強めて防ぎ
たい

温暖化交渉　原
発依存は通用し
ない

川崎中１殺害　Ｓ
ＯＳが大人に届く
には

セクハラ判決　職
場の意識変える
契機に

認知症と身体拘
束　介護の専門
性を高めよ

民主党大会　見え
ない岡田代表の
再建戦略

民法改正案　消
費者保護を強め
ねば

自衛隊海外派遣
前のめりにも程が
ある

最終処分事業
必要性の理解を
深めたい

防衛省改革　文
民統制を貫ける
か

原発の廃棄物
処分地選定で政
府は前に出よ

朴政権２年　求心
力低下が気がか
り

医療事故調　遺
族の思いをくみ取
れ

与党安保協議―
なんでもありです
か

大塚家具の内紛
上場企業の責務
忘れるな

国民の理解深め
る安保法制の議
論を

世界的株高　行き
過ぎを警戒したい

ＮＴＴ回線開放
利用者メリットを
広げたい

沖縄米基地移設
乱暴すぎる反対
派封じ

ヘイトスピーチ―
包囲網を狭めよう

民主党　基本政
策まだ逃げるの
か

汚染水対策の歩
みを止めるな

遼太さんの死　大
人たちが問われ
る

東京五輪計画
成熟都市にふさ
わしい大会に

生活困窮者対策
制度生かす知恵
ほしい

政治とカネ―疑惑
の連鎖を断ち切
れ

川崎の中１殺害
少年は救えなかっ
たのか

政投銀の完全民
営化へ明確なプラ
ン示せ

船舶検査の拡大
武力行使と区別
可能か

水俣条約批准へ
世界の「脱水銀」
を進めたい

川崎中１殺害　兆
候がなぜ見逃さ
れた

中１殺害逮捕　届
かなかったかＳＯ
Ｓ

セクハラ判決　被
害申告の声はなく
とも

中１殺害事件―な
ぜ異変を見逃した
か

広がる献金疑惑
不祥事への謙虚
さ足りぬ

判決をセクハラ防
止の指針に

大臣とカネ　「知ら
ない」では済まぬ

自衛隊「恒久法」
国連決議なしの
活動も可能に

地域金融機関
人口減　見据えた
戦略を

政治とカネ　政権
がたるんでいる

安保協議と公明
今度こそ踏ん張
れるのか

衆院選挙制度―
アダムズと「朝三
暮四」

年金抑制見送り
改革への腰が定
まらない

中国と対話を深め
独禁政策に透明
性を

汚染土搬入容認
地元決断復興に
生かせ

言葉のセクハラ
厳格な処分を支
持した最高裁

言葉のセクハラ
不快感を与えぬよ
うに

言葉のセクハラ
男の“甘え”は通
じない

福島原発汚染水
信頼は失いやすく
得難い

ドローン―ルール
と法の整備急げ

戦後７０年談話
未来志向の発信
が大切だ

遺族も納得の医
療事故調に

７０年談話の論点
教訓をあいまいに
せず

年金制度改革案
将来世代守る視
点を忘れるな

原発汚染水流出
不信を深める情
報隠し

統一地方選　女
性議員を増やした
い

動物の殺処分
知恵絞って減らす
努力を

戦後７０年談話―
未来を語るのなら
ば

ギリシャ支援延長
改革を着実に具
体化せよ

公的年金の組織
改革を怠るな

ギリシャ支援　長
続きする再建策を

ギリシャ改革案
実効性のある具
体策が肝心だ

戦後７０年談話
問われる有識者
の姿勢

戦後７０年談話
自省の姿勢揺る
ぎなく

ギリシャ支援―
ユーロ安定につな
げよ

国連７０年　平和
への貢献堂々と
説け

内外に誤解を生
まない戦後70年
談話に

汚染水外洋流出
データは常時公
開せよ

戦後７０年懇談会
２１世紀の世界を
構想したい

スケソウ規制　資
源回復につなげ
たい

汚染水が海へ
全ての情報を公
開せよ

自衛隊の統制―
抑制が生み出す
信頼

日本赤軍逮捕　テ
ロ連鎖の苦い記
憶刻め

恩恵だけでない資
源・素材安

戦後７０年談話
国際理解を得るた
めに

騒音条例改正案
子供の声に寛容
でありたい

首相のやじ　自分
勝手で品位を欠く

議会の白杖制限
無理解では済まさ
れぬ

九州経済白書
都市成長の核どう
つくる

地域自主組織―
住民参加と行動
の場に

校長ブログ　神話
や伝承から学び
たい

Ｍ＆Ａの腕を磨い
て世界展開の加
速を

政治とカネ　首相
は真剣に向き合
え

国連「７０年」討論
歴史を曲げる中
国の反日宣伝

道の少子化対策
札幌圏の取り組
み重要

辺野古「移設」
反対派拘束は行
き過ぎ

エボラ出血熱　終
息には向かってい
るが

農水相辞任―政
権におごりはない
か

与那国の住民投
票　南西防衛の
強化を進めよ

訪日客の多様化
に応じた通訳ガイ
ド育め

西川農相辞任
政権自体の信用
失墜だ

与那国住民投票
国防を地方政争
の具にするな

西川農水相辞任
首相の任命責任
は重い

西川農相辞任
返金で幕引き許さ
れぬ

西川農相辞任　こ
れで幕引きには
するな

辺野古の抗議―
強硬政府が生ん
だ混乱

西川農水相辞任
改革に水差す疑
惑を断て

農相辞任で政策
停滞を招くな

諫早湾干拓事業
司法に責任転嫁
するな

西川農相辞任
農業改革の体制
再建が急務だ

別姓と再婚規定
社会変化に合う
判断を

競争政策指針
安易な公的支援
やめよ

スポーツ庁　選手
強化と普及の両
輪で

民間税調―育て、
モノ言う納税者

高齢者介護　連
携して虐待を防ぎ
たい

中東で広がる過
激派封じ込めへ
結束せよ

地方議会選挙
政党は女性候補
増やせ

保釈率の上昇
「人質司法」見直
しを進めたい

外国人介護職
安易な依存は避
けたい

核のごみ　これ以
上増やせない

医療事故調査
再発防止の目的
を第一に

福島原発事故
風化させるのは早
すぎる

「命山（いのちや
ま）」で命を守る
東日本大震災４
年

大震災４年　復興
の壁／生活の質
重視した政策急
務

Ｗ杯招致明暗／
仙台は釜石の側
面支援を

2015/3/12

大震災４年　問わ
れる復興庁／集
中期間後の未来
を語れ

復興―企業にで
きることがある

2015/3/13 幕／防災の重み
共有の機会に

東日本大震災４
年　復興に関わり
続けよう

原発のまちに未
来図を　東日本大
震災４年

福島の苦しみ正
面から　東日本大
震災四年

安保法制の与党
協議―立ち止まっ
て考えること

苦悩続く福島　事
情の違い超え支
援を

2015/3/9

大震災４年　優先
度を見極めて復
興進めよ

2015/3/8

2015/3/6

被災者自立へ細
やかな復興支援
を

大震災４年　鎮魂
と我が命守るため
に　被災の記憶を
心に刻もう

福島の復興―住
民の選択いかす
政策を

原因不明で動か
せるか　週のはじ
めに考える

大震災４年　産業
再生／現場の課
題に寄り添いたい

2015/3/7

大震災４年　創造
的復興／あの日
に戻って考えよう

2015/3/11

2015/3/10

就職活動解禁
繰り下げ趣旨を損
なうな

自衛隊は軍隊で
よいのか　週のは
じめに考える

常磐道あす全通
／前途厳しくとも
再生の礎に

汚染水流出／情
報公開の感覚が
鈍すぎる

2015/2/26

2015/2/25

2015/2/28

2015/2/27

被災地の今　きめ
細かな支援の拡
充を

選挙年齢１８歳へ
／実施念頭に環
境整備急いで

戦後７０年談話
反省なしに未来は
語れぬ

高齢者運転免許
／適性の把握と
支援強化必要

中間貯蔵搬入容
認／廃棄物、３０
年後はどこへ

岩手の復興提言
／世界へ持続的
な発信目指せ

衆院選挙制度／
調査会案見据え
各党論議を

継続的な賃上げ
を実現するために

日韓国交正常化
５０年―悲劇の詩
人の思いを胸に

選挙制度の改革
もう言い訳は許さ
れない

大震災４年　防災
の誓い／警戒怠
らず備えを万全に

米軍普天間移設
／対話を通じて打
開の道探れ

補助金と政治献
金／規正法改正
は避けられない

与党の安保協議
急ぎ過ぎ、詰め込
み過ぎ

復旧復興の検証
国会で総ざらいす
べきだ

大震災４年　細る
支援の手／関わ
り続ける意義は大
きい

2015/3/5

2015/3/4

2015/3/3

2015/3/1

2015/3/2

2015/2/24

2015/2/23

西川農相辞任／
疑念への説明責
任は残る

岩手国体まで１年
／被災地の祭



研究開発法人―
組織間の連携を
急げ

テロ対策会議　幅
広な総力戦で壊
滅図れ

問われる調剤薬
局の意義

籾井ＮＨＫ会長
国の広報機関で
はない

将来の電源構成
原発の適切な活
用が現実的だ

原発のごみ処分
国民不在の論議
は疑問

シニアの大学　老
いてますます学ぶ

フリースクール
多様性生かす公
的支援を

首相のヤジ―敵
意むき出し華もな
し

１５年ぶり株高
実感伴う回復につ
なげよ

ギリシャ危機の解
決はこれからが本
番だ

難民偽装問題
悪用防ぐ制度見
直しが必要だ

太平洋岸大地震
被害の想定しっか
りと

青酸事件―犯罪
死の見逃し防げ

竹島の日　国民
運動へ「政府主
催」に

撤廃したい有期雇
用への規制

竹島の日１０年
「領土」解決に重
要な啓発活動

フリースクール
財政も含めた後
押しを

与党安保協議―
歯止めはどこへ
行った

親露派要衝制圧
停戦破りいつまで
続ける

企業は資本効率
の向上で市場評
価高めよ

医療保険改革
都道府県主導で
効率化図ろう

後方支援恒久法
歯止めなき自衛
隊派遣

自衛隊海外派遣
抑制的であってこ
そ

安全保障法制
際限なき拡大許さ
れない

株価の上昇―賃
上げの追い風に

発送電分離　安
定供給への懸念
を排せ

海外下請けの現
場に目配りを

対テロ閣僚会合
重層的な包囲網
の構築を急げ

対テロ国際会議
過激派を孤立化さ
せよ

対「イスラム国」
その術中にはまる
な

性的少数者条例
差別や偏見なくす
ために

夫婦別姓―多様
な家族認めるとき

年金額の抑制
高齢者の就労促
進も図れ

表面的な格差論
争では満足できな
い

辺野古沖の調査
目に余る政府の
強引さ

ＰＭ２．５汚染　国
内での排出抑制
も忘れずに

国会論戦　矛盾
目立つ首相の答
弁

民法大法廷回付
見直しは時代の
要請だ

カネミ油症　２世
被害者の救済も
急げ

技能実習制度―
人権守れる改革
なのか

朝日報道再検証
虚報の過小評価
を覆した

夫婦別姓問題を
直視したい

民法の家族規定
多様性促す憲法
判断を

衆院予算委　本
質的な安保論議
が聞きたい

原発の地元範囲
「高浜」の動向が
注目だ

ＮＨＫ籾井会長
再び問いたい適
格性

消える文化財　所
有者に任せっきり
では

西川農水相―や
ましさはないのか

農水相への献金
説明できねば重
責担えぬ

「18歳投票」に備
えた有権者教育
が急務だ

核のごみ　最終処
分に近道はない

自衛隊海賊対処
司令官派遣は役
割拡大の一歩

ビル看板落下　ず
さん管理に背筋
凍る

抱っこひも事故
命守る確かな基
準を

農相献金問題
「返せば済む」こと
なのか

ホルムズ海峡―
これを突破口にす
るな

ギリシャ支援　ＥＵ
の理解得る現実
策を

コメ品種開発に企
業の力を

雇用ルール変更
働く人のためにな
るか

戦後７０年談話
平和貢献の決意
を発信したい

西川氏への献金
利害関係疑わせ
る授受

デンマーク銃撃
抑止は多文化共
存で

奨学金制度　未
返還者減らす対
策急げ

国会論戦―節目
の年の言論の重
み

米歴史教科書
誤り正す国際発
信重ねよ

健康確保し脱時
間給で働ける人を
もっと

ＴＰＰと献金　疑念
を生む軽率な授
受

デンマーク銃撃
対テロに必要な
「共生」の努力

デンマーク銃撃
テロの連鎖阻止
せねば

西川農相　利害
絡む献金は疑問
だ

農水産物輸出　ア
ジアへ九州ブラン
ドを

ギリシャ支援―Ｅ
Ｕは妥協の糸口
示せ

代表質問　安保
環境踏まえた論
戦を

地方分権は一歩
前進したが

ギリシャ支援　ＥＵ
は現実的に譲歩
を

ギリシャ支援　危
機回避へ延長が
不可欠だ

ＧＤＰプラス　消費
底上げの手だて
を

高齢者への虐待
社会で介護を支
えよう

死刑と世論　終身
刑導入も議論した
い

欧州のテロ―暴
力の拡散を抑えよ

デンマークのテロ
日本国内の備え
も怠るな

民需主導の自律
回復うながす構造
改革を

デンマーク銃撃
テロの闇ふさぐ努
力を

ＧＤＰプラス　持続
的な成長への正
念場だ

セントレア１０年
堅実に飛び続け
るには

国会代表質問
格差是正の議論
深めたい

ガスの自由化―
安全確保を最優
先に

ＧＤＰプラスに　原
油安生かし本格
回復を

言論へのテロの
連鎖止めよ

岡田氏代表質問
「格差」議論もっと
深めよ

衆院代表質問
現実的な格差論
議を深めよ

代表質問　「改
革」と叫ぶだけで
は

高齢者虐待　認
知症理解して歯
止めを

首相と財政―「苦
い薬」を示せるか

ＪＲ九州の上場
サービス向上こそ
使命だ

日銀政策委員会
「右に同じ」ばかり
では

高齢者運転免許
綿密検査で認知
症の事故防げ

苫前の水素事業
次世代のエネル
ギーに

与党安保協議
際限なき拡大を憂
う

過激派の伸長―
人質事件は終わ
らない

与党安保協議
恒久法制定で切
れ目なく

他国軍への援助
ＯＤＡ原則の抜け
道だ

高浜原発　関電
は再稼働へ万全
を期せ

特殊詐欺の被害
高齢者泣かさぬ
知恵を

中国の新外交
強硬路線と真の
決別を

与党安保協議―
無理筋を押し通す
な

身を切る改革
「カネ」の痛みも共
有せよ

裁判員制度の課
題を示した最高裁
決定

外交文書の意義
生かしたい国民の
資産

着床前検査　効
果と課題の見極
めを慎重に

ウクライナ停戦
ロシアは合意順
守せよ

同性カップル―支
える一歩を広げた
い

「イスラム国」掃討
米国の方針転換
は妥当だ

座長案軸に１票の
格差是正を

「性的少数者」条
例　議論を深める
一歩に

労働規制改革
働き過ぎの防止
につなげたい

若者の投票率
低下止める試み
に注目

ウクライナ停戦
解決への一歩に
すぎない

財政健全化は堅
めの想定で最適
解を探れ

生活困窮者支援
担える人材を育て
よう

ウクライナ停戦
合意順守へ国際
圧力が重要だ

残業代ゼロ法案
働くルールを壊す
な

与党安保協議
「歯止め」の議論
が必要だ

前支局長帰国問
題　これが正常な
司法判断か

ウクライナ和平に
つなげよ

ウクライナ情勢
停戦合意を確実
に守れ

与党安保協議
迅速な協力へ恒
久法の制定を

ウクライナ停戦
今度こそ全力で実
現を

ウクライナ停戦
合意順守まで警
戒解くな

ウクライナ―停戦
の実現が最優先
だ

有権者に痛みの
分かち合いを説く
ときだ

高浜住民説明会
行政の都合で見
送るな

対「イスラム国」
オバマ氏は地上
戦に道開くか

施政方針演説
改革の具体像が
見えぬ

高浜・審査適合
「地元」とはどこな
のか

施政方針演説
丁寧な説明と徹
底論議を

施政方針演説―
「戦後以来」の行
き先は

社会全体で高齢
者虐待防ごう

施政方針演説
首相こそ合意の
努力を

施政方針演説
「大改革」の成果
が問われる

障害者クロカン
国内初のＷ杯に
声援を

施政方針演説
安保、憲法語らぬ
不実

Ｇ２０　日本への
期待は消えたか

人質事件検証―
歴史的視点が必
要だ

問題教員　使命
感強め信頼の回
復を

企業は新しい成
長の基盤をより強
固に

道徳の指導要領
一律の尺度は無
理だ

Ｇ２０共同声明
成長回復の具体
策が問われる

新ＯＤＡ大綱　他
国軍支援は許さ
れぬ

原発比率　温暖
化を口実にするな

教員の体罰　学
校現場から一掃し
たい

コメの輸入―関税
の実態を明らかに

ボコ・ハラム　第２
の「イスラム国」防
げ

病院再編に有効
な仕組みを

水俣条約の批准
脱水銀社会への
第一歩に

外国人介護職
技能実習制度の
活用は疑問だ

米国の金融政策
慎重な出口戦略
が要る

辺野古沖調査
県民への乱暴許
せない

外国人介護人材
実習生に頼るの
は疑問だ

開発協力大綱―
外交の変質を恐
れる

建国記念の日
「よりよき国に」の
覚悟を

国際環境の変化
が促すＯＤＡの改
革

軽減税率の協議
年内の法制化を
目指せ

旅券返納命令　シ
リアの危険考えれ
ば妥当だ

ＪＡ改革案合意
結局、看板の付け
替えか

新ＯＤＡ大綱　「非
軍事」を貫いてこ
そ

ＯＤＡ大綱改定
軍事転用に歯止
めかけよ

農協改革―まだ
やることがある

旅券返納命令
国民を守る判断
は妥当だ

ウクライナ停戦調
停を生かせ

後方支援の法制
拡大の議論は慎
重に

開発協力大綱
戦略的ＯＤＡで国
益追求せよ

若年性認知症
早期予防と支援
の輪を

農協改革　本当に
農家のためか

特殊詐欺最悪
地域で高齢者守
る工夫を

関西電力―脱原
発依存の戦略を

介護報酬改定
円滑な「在宅」移
行進めよ

全中の権限廃止
は農業改革への
一歩だ

旅券返納命令
前例にしてはなら
ない

衆参選挙制度　１
票の格差是正が
待ったなし

道徳の教科化
内面を評価する
危うさ

旅券返納　渡航
の自由どう考える

農協改革　これで
現場は一変する
か

東京五輪―改革
踏まえたモデルに

ＪＡ改革　農業強
化の一歩にすぎ
ぬ

新しい「稼ぐ力」で
好循環を

農協改革で合意
農業再生につな
げたい

農協改革案　全
中の受け入れは
出発点だ

原発汚染水対策
抜本的見直しが
必要だ

エアコン論争　自
治の営み鍛える
一歩

介護報酬改定
職員の処遇改善
を確実に

2015/2/9
多国籍企業の課
税逃れ封じる仕組
みを

視点・非課税贈与
格差社会を相続し
ても

自民党の改憲論
９条目当てには乗
れぬ

もんじゅは正念場
と心得よ

農地転用の許可
中身を伴った分権

コース外滑降　ゲ
レンデ感覚は捨て

邦人救出―地に
足のついた議論
を

道徳の教科化
偏向排し心に迫る
授業に

大詰めのＴＰＰ交
渉を決着に導くに
は

電源構成の議論
安全の確保が出
発点だ

最高裁死刑破棄
裁判員に公平と
慎重さ求めた

北方領土の日
四島返還へ交渉
加速を

代表監督解任
失態から多くを学
べ

ＮＨＫ会長―向き
合う先は視聴者だ

死刑判決破棄
永山基準見直しも
議論を

光回線開放で新
事業の創出を

北方領土　７０年
を打開の節目に

地方分権改革
「農地転用」移譲
を足がかりに

死刑の判断　何よ
り公平性が大事
だ

ＰＣ遠隔操作　誤
認逮捕の教訓を
刻め

憲法と自民党―
改正ありきの本末
転倒

読書感想文　想
像の翼を広げた６
０年

ＰＣ遠隔操作　判
決を機に捜査力
の向上図れ

人質事件の対応
リスク認識が甘
かった

道徳の指導案
多様な育ち妨げ
ぬよう

道徳指導要領案
多様な価値観育
んでこそ

裁判員と死刑―
市民参加の責任
と意義

最高裁死刑破棄
議論深めるきっか
けに

朝鮮総連ビル　転
売の経緯が腑に
落ちない

農協改革　これで
「攻めの農業」
に？

死刑制度　国民
的な議論を活発
に

裁判員と死刑　よ
り明確な基準が
必要だ

対「イスラム国」―
国際包囲網に本
腰を

パイロット殺害
残虐な集団の正
体を見よ

タクシーは政府頼
みから脱し需要創
造を

ＩＳの蛮行　国際
的な結束、今こそ

対「イスラム国」
国際社会は包括
的戦略を探れ

ＴＰＰ日米協議
聖域の約束を破
るのか

対「イスラム国」
人道支援の道、
堂々と

「イスラム国」　中
東の秩序崩壊を
止めよ

代表監督解任―
経緯を検証し教訓
に

電源構成　原発も
含め最適な活用
を

清新な代表に生
まれ変われ

アギーレ氏解任
「灰色監督」は不
適任だ

アギーレ氏解任
日本協会に選択
肢はなかった

アギーレ氏解任
協会の責任は免
れない

離婚後の子育て
両親ともに、の視
点で

電源構成比率
筋書きが透けて
見えては

教員わいせつ―
悲鳴を埋もれさせ
るな

アギーレ監督解
任　新体制で信頼
を取り戻せ

対立鮮明な米の
財政論議から何
を学ぶか

感染症対策　中
長期戦略を考えよ
う

米世界史教科書
「慰安婦」巡る誤り
は正したい

外国人観光客
道内全域に呼び
込もう

１４年度補正予算
アベノミクスの限
界だ

若者雇用法案
支援の実効性を
高めねば

原発汚染水対策
／廃炉へ堅実な
一歩踏み出せ

安倍首相と憲法
９条改正を最優先
せよ　「国の責務」
全うする証しに

テロ非難決議／
その先の対応が
問われる

山田線　三鉄移
管／利用促進と

積極的平和主義
リスク見据え進路
決めよ

裁判員「死刑」破
棄／市民感覚の
反映なお追求を

若者雇用対策／
もう一段踏み込ん
で支援を

民法に約款規定
消費者保護をより
確実に

ユネスコ創造都市
／個性磨き活性
化の柱に

災害公営住宅／
整備進展に潜む
課題直視を

フリースクール
多様性生かす公
的支援を

選択的夫婦別姓
／多様性認める
法改正を急げ

ピケティと暮らし
の明日　週のはじ
めに考える

アマ選手の就職
／支援の輪、もっ
と大きく

膨張続ける中国
「法の支配」によ
る秩序構築を

政府の電源論議
―欠かせない使う
側の視点

施政方針演説／
大改革の詳細な
中身見えぬ

混迷の中東にどう
関与を深めるか

日本とアラブの間
週のはじめに考え
る

今後の経済運営
／「格差」意識す
るなら転換を

2015/2/11

2015/2/12

2015/2/13

2015/2/10

2015/2/7

2015/2/6

2015/2/8

2015/2/4

2015/2/22

周辺事態法の改
正　根底覆す乱暴
な提案だ

2015/2/23

2015/2/17

2015/2/15

2015/2/19

2015/2/5

休み

現実的な電源比
率を決めるときだ

北方領土の日　７
１年目の不法占
拠許せぬ　露は
歴史歪曲改め即
時返還を

農協改革／忘れ
たくない「共助」の
理念

集団的自衛権／
浮上する行使拡
大の可能性

水銀水俣条約
早期批准は日本
の責務だ

災害弱者支援／
「協働」を言い訳
にしないで

安保法制の与党
協議　平和主義を
ねじ曲げるな

施政方針演説
改革断行の実を
語る時だ　勇気も
ち「痛み」に理解
求めよ

関西電力高浜原
発―再稼働前に
地元を見直せ

再生エネルギー
普及に向け努力
を怠るな

高齢施設虐待／
実態把握と積極
指導が必要

異国の人と結ぶ
心　週のはじめに
考える

小中学校統廃合
／地域の将来見
つめた議論を

原発災害への備
え／３０キロ圏だ
けの問題ではな
い

佐世保児相処分
／命に関わる仕
事の自覚を

2015/2/20

2015/2/21

道知事選一騎打
ちへ　あすの北海
道の姿を示せ

2015/2/16

2015/2/18

対テロ国際会議
この結束から再出
発を

／被災地の祭
典、後押しを

2015/2/14



認知症と運転―
免許対策だけで
は困る

イスラム国　全て
の手段で壊滅さ
せよ

国は汚染土の輸
送にも万全を

テロ対策　「喉元
過ぎれば」でなく

国際テロ対策　邦
人保護を多角的
に強化せよ

ヒグマ事故　冬場
でも油断は禁物だ

企業の内部留保
継続的な賃上げ
原資に

受精卵検査　倫
理面の検証も不
可欠だ

利益の有効活用
が問われる世界
の大企業

日本人人質事件
疑問にこたえる検
証を

ＪＲ九州上場へ
収益拡大に一層
の工夫が要る

テロへの対応　新
法制の口実にす
るな

大村知事再選
広い視野でかじ取
りを

イスラム社会と手
を携えて

日本人人質事件
冷静に役割を果
たそう

「人質」国会論戦
対テロで冷静な検
証が重要だ

分権のあり方
「検討」ばかりが
目立つ

ワイツゼッカー氏
貫いた過去への
眼差し

後藤さんの志を踏
みにじる卑劣な犯
食ビジネスは「脱・
画一化」へ

中国の成長減速
経済の質を高め
る改革を

介護の外国人材
受け入れに長期
展望を

視点　部活動の
顧問

ボコ・ハラム　テロ
組織群の制圧に
乗り出せ

「水俣条約」批准
家庭の取り組みも
大事

与那国の住民投
票　国の守りは委
ねられない

無人機市場を広
げるために

２０１５年春闘　中
小、非正規が焦
点だ

認知症国家戦略
高齢者の視点を
重視しよう

アウシュビッツ
「悲劇」を風化させ
ない

年金額の抑制―
低所得者対策と
一体で

「安倍談話」　国
際平和への歩み
唱えよ

中小企業や非正
規の賃上げ促す
政策を

朝鮮総連本部
転売の経緯に疑
問残る

国内生産回帰
事業環境の改善
を急ぎたい

原発の比率　旧
態依然の決め方
では

原発汚染水　処
理に欠かせぬ信
頼

「非正規」の処遇
賃上げは改善の
第一歩だ

原爆症訴訟―法
改正で解決図れ

ウクライナ東部
対露圧力強め流
血阻止を

競争問うソフトバ
ンク合併

ウクライナ緊迫
逆戻りは許されな
い

邦人人質事件　ヨ
ルダンとの連携を
大切に

首相の国会答弁
もう謙虚さは忘れ
たか

外国人介護実習
低賃金固定化し
ないか

大阪都構想　拙
速な住民投票を
危ぶむ

スカイマーク―空
の競争を立て直
せ

スカイマーク破綻
安全と競争忘れ
ず再生を

寡占化が懸念さ
れるスカイマーク
の挫折

汚染水処理　態
勢整え着実に進
めよ

内閣官房改革
効率的な「官邸主
導」の実現を

スカイマーク　破
綻の悪影響最小
限に

辺野古海底調査
検証を待ち作業
止めよ

スカイマーク　空
の競争を確保す
るには

原発事故処理―
安全と着実さが最
優先

総連ビル転売　明
確な経緯説明求
めたい

汚染水処理は二
重三重の策を

スカイマーク　新
たな挑戦に期待
する

スカイマーク　強
引な経営手法が
招いた破綻

国保の運営移管
医療費抑制に知
恵絞れ

航空３位破綻　消
費者利益を損なう
な

ＧＰＳ捜査利用
ルールを作る必
要がある

原油安―官民とも
利点を生かせ

訪日客急増　地
方の魅力伝えて
弾みを

「痛み」を伴う年金
改革から目をそら
すな

アウシュビッツ
忘れない責任新
たに

教科書の慰安婦
誤解を招く表現は
訂正したい

ギリシャ新政権
ＥＵの結束が試さ
れる

女子学生逮捕　な
ぜ「殺してみた
い」？

ＪＲ九州上場　地
域貢献の役割を
強めよ

ＧＰＳ捜査―警察
まかせでいいか

イスラム国　あま
りにも卑劣で残忍
だ

もっと使われるＮＩ
ＳＡに

日本人人質　「２４
時間」の厳しい壁

アウシュビッツ
解放７０年から得
る教訓の重さ

地方の財源　奥
尻の動き注目した
い

障害年金　命綱
の格差解消を急
げ

認知症国家戦略
「絵に描いた餅」
にするな

ＪＲ九州上場―売
却益は国民のた
めに

経団連ベア容認
経営者の決断が
問われる

ヤマトのメール便
廃止が問う岩盤
規制

女性映画監督
歓迎したい多様な
表現

若者雇用法案
企業は職場情報
の積極提供を

衆院代表質問
邦人人質で対応
検証を

６０年目の春闘
賃上げも、再分配
も

医療保険制度
小手先改革で乗
り切れぬ

ＮＨＫ受信料―公
共性考える議論を

認知症戦略　着
実な実行につな
げたい

政権として諫早湾
の解決を

ギリシャ新政権
ＥＵと妥協の道め
ざせ

衆院代表質問
人質事件で与野
党は結束せよ

乳価引き上げ　離
農止める抜本策こ
そ

アマゾン捜索　甘
かったでは済まな
い

北九州市長選
成熟都市のモデ
ル目指せ

国会と「７０年」―
大いに論じよ歴史
認識

白鵬の偉業　伝
統と国際化の両
立図れ

ギリシャ新政権・Ｅ
Ｕは現実的に協
調を

戦後７０年談話
賢明な判断を求
めたい

ギリシャ総選挙
大衆迎合では経
済の混乱招く

通常国会開幕
安保と歴史の認
識問え

戦後７０年談話
反省抜きで未来
語れぬ

北九州市長選
成熟都市のモデ
ル目指せ

ギリシャ総選挙―
信認される政策を

ギリシャ左派勝利
「反緊縮」拡大を
懸念する

共通の土俵で安
保を論じよ

通常国会召集
言論の府として再
興を

通常国会召集
「改革断行」に値
する論戦を

道労委の構成
働く場に合わせ多
様に

ギリシャ総選挙
ＥＵの結束揺るが
すな

悪質自転車講習
安全運転のルー
ル徹底を

人命弄ぶ「イスラ
ム国」の蛮行を非
難する

ピケティ現象　格
差拡大は資本主
義の宿命か

邦人人質事件
早期解放へ全力
挙げよ

邦人人質事件
解放へあらゆる手
段探れ

中国は資源輸出
の是正急げ

邦人人質新映像
残虐非道な行為
を非難する

東電再不起訴
国民の疑問に答
えたか

通常国会召集
丁寧な説明と議
論尽くせ

いま辺野古で―
移設の状況には
ない

インフルエンザ
ひとりの注意が社
会守る

安倍政権は農協
の抜本改革を断
行せよ

認知症国家戦略
「５人に１人」時代
が来る

年金給付水準
非正規や将来世
代の改善図れ

ジブチ「基地」化
なし崩し整備許さ
れぬ

白鵬最多優勝―
「国技」考える契
機に

北方領土問題
露こそ歴史歪曲を
やめよ

実効性ある原発
テロ対策を

日本人人質　解
放へ幅広い連帯
を

欧州の量的緩和
政策協調強めて
デフレ回避を

インフル猛威　う
つさぬ、うつされ
ぬ

欧州経済―緩和
策だけでは不十
分

欧州の量的緩和
金融だけで再生
図れない

ＥＣＢ量的緩和が
政府に迫る構造
改革

白鵬優勝３３回
「大鵬超え」を祝
福する

白鵬３３度目優勝
大相撲史に名を
刻む偉業だ

ＥＣＢ量的緩和
構造改革こそ急ぎ
たい

日本人人質　救
出へ向けて粘り強
く

欧州の量的緩和
世界経済の不安
消えるか

訪日観光客―地
元の魅力を見直
そう

介護職の不足
外国人頼みには
限界ある

英との安保協力を
さらに前へ

欧州も量的緩和
不安抱えた歴史
的決定

邦人人質事件
解放へあらゆる手
段を尽くせ

白鵬最多優勝　さ
らなる高みへ精進
を

欧州量的緩和
「日本化」は防げ
るのか

労基法改正案
過重労働の懸念
が強まる

労基法の改正―
働き過ぎ防止は
十分か

年金改革案　受
給世代も「痛み」
共有を

訪日客の急増を
手放しで喜べるか

難民受け入れ
「冷たい日本」続
けるな

温暖化被害予測
先を見据えた対
応が必要だ

オバマ演説　テロ
撲滅をどう進める

女児脳死移植
「知ってほしい」の
思い

黒田日銀　誰にで
も計算違いはある

大阪市敗訴―対
立関係に終止符
を

日本人人質　無
事解放に全力を
挙げよ

米金融規制は再
点検のときだ

農協改革　農業
再生の目的を貫
け

邦人人質事件
国際連携で救出
策を探りたい

新千歳海外客増
受け入れ態勢の
充実を

公的年金見直し
低所得者対策を
急げ

米一般教書演説
「残り２年」で何を
残すか

中国経済―再分
配できる改革を

首相中東歴訪
演説の意義さらに
発信を

理想論のオバマ
教書で米政治は
動くか

オバマ演説　対テ
ロへの強い指導
力を

米一般教書演説
対テロで一層の
指導力発揮を

２０１５年春闘　賃
上げの裾野広げ
ねば

邦人殺害警告
救出の糸口全力
で探れ

イスラム国人質
政府は早期解放
に全力を

「慰安婦」記述―
事実をなぜ削るの
か

イスラム国「壊滅」
オバマ氏演説の
実行望む

経営力を高め好
循環つくれ

日銀と物価　目標
設定をより柔軟に

訪日客急増　観
光立国へ弾みを
つけたい

「医」と「薬」　もた
れ合いを断ちたい

オバマ一般教書
明るい最終章記
すには

危険ドラッグ　い
たちごっこを終わ
りに

イスラム国―許し
がたい蛮行だ

学校統廃合　地
域の知恵集め活
性化を

「イスラム国」の卑
劣な脅迫は許さ
れない

「イスラム国」人質
早期解放に全力
挙げよ

春闘交渉方針
賃上げの流れを
確かなものに

邦人殺害警告
無事解放を強く求
める

生活保護減額
最低限の水準下
げるな

小中校の統廃合
数合わせにしない
工夫を

春闘の課題―賃
上げ波及に知恵
絞れ

邦人人質脅迫　テ
ロに屈してはなら
ない

中国は経済力に
見合う責任を

経団連ベア容認
力強い賃上げ後
押しを

「イスラム国」　人
質の殺害脅迫は
許されない

学校統廃合　地
域住民の意向
尊重を

車社会と認知症
高齢者の“足”の
確保を

訪日客の増加
地方も魅力を掘り
起こせ

少子化と学校―
統廃合ありきでは
なく

農協改革　岩盤
打破へ行動する
時だ

生産の国内回帰
を一過性で終わら
せるな

中間貯蔵施設
用地交渉を加速さ
せたい

小中学校統廃合
地域の将来見据
えて進めたい

認知症と運転
「加害者にしない」
急務

仏連続テロ　他者
尊重の融和社会
を

認知症と運転　検
査の厳格化は必
要だが

バター不足―国
産と輸入の両立
図れ

前支局長公判
韓国司法の独立
性を問う

企業年金の普及
へ知恵絞れ

学校統廃合　地
域に根差した視点
を

農協改革　全中
の権限縮小をた
めらうな

大阪都構想　住
民投票は拙速す
ぎる

女たちの鎖　赤は
平和を求めた怒り

ラグビーＷ杯
「世界のプレー」を
九州で

民主党新代表―
「穏健中道」から
の再起

拉致被害者　全
員帰国へ「真剣勝
負」を

「自主再建」で民
主の信頼回復は
なるか

高浜原発の延命
集中立地も懸念
材料だ

インフル猛威　こ
まめな手洗いで感
染予防を

岡田民主新代表
信頼回復へ実行
力示せ

民主党新代表
「国民の信頼」を
取り戻せ

表現と冒とく―境
界を越える想像力
を

岡田新代表　マイ
ナスからの再生
急げ

働きやすい保育
の職場に

岡田民主新代表
原点回帰では済
まない

岡田民主新代表
「原点回帰」で党
は再生するか

「残業代ゼロ」案
過労防止の規制
が先だ

地方の分権提案
もっと踏み込んで
採用を

農協改革―目的
を見失うな

公民教科書　不
当な記述是正は

柔軟に働くホワイ
トカラーをより多く

ＯＤＡ大綱改定
軍事転用を防げ

農協改革　組織い
じりでいいのか

国際放送―独立
保ってこそ信頼性

共謀罪　創設遅
れが「弱い輪」生
む

「大阪都」の具体
像をもっと

ハンセン病法廷
遅すぎた最高裁
の検証

サリン事件裁判
真価問われる市
民参加

都市型震災と復
興の教訓を語り継
ごう

オウムと裁判員
サリン事件の風化
防ぐ契機に

スカイマーク　行
政の手法に疑問
がある

認知症の検査で
事故を減らせ

阪神大震災２０年
復興の成果と教
訓生かしたい

小野さん芥川賞
九州の風土が育
んだ文学

ＳＴＡＰ論文１年／
曖昧な幕引きは
許されない

西スポ賞　たたえ
たい心技体の調
和

文明は異なれど
争わず　週のはじ
めに考える

民主新代表選出
／再生は今後の
対応次第だ

「イスラム国」人質
事件―暴挙に立
ち向かう連携を

2015/1/31

2015/1/30

2015/2/1

2015/1/27

後藤さん殺害映
像　残虐な犯罪集
団を許すな　対テ
ロで国際社会と連

日本人人質事件
この非道さを忘れ
ない

後藤氏殺害映像
「イスラム国」の蛮
行を糾弾する

労働規制改革／
働き過ぎ防ぐ対策
こそ必要

地域団体商標／
世界視野に積極
的出願を

票の水増し不正
／奥山仙台市政
の覚悟を問う

通常国会召集／
真剣勝負のやりと
り見たい

男女平等教育／
子どものころから
継続的に

できること全て尽
くせ　日本人人質
事件

春闘スタート／格
差是正こそ最大
の焦点だ

諫早湾堤防開門
国の責任で早期
解決図れ

悪魔はいなくなっ
たか　週のはじめ
に考える

介護人材確保／
外国人実習生頼
みでいいか

震災復旧談合／
高速道舗装工事
だけなのか

2015/1/28

阪神大震災２０年
共助の精神を継
承したい

湯川さん殺害か
／何としても後藤
さん救出を

東日本大震災
復興５年目へ／
再生の針路に狂
いはないか

忘れまい復興の
光と影　阪神大震
災２０年

食品異物混入／
情報開示と冷静
な対応必要

大学入試改革／
熟議で理念生か
す制度を

フリースクール／
学びの場支援策
に注目する

政権と沖縄　冷遇
は逆効果しか生
まぬ

農を守るのは誰で
すか　週のはじめ
に考える

信頼回復の道一
歩ずつ　民主代表
に岡田氏

日本人殺害警告
／救出へ手だて
尽くさねば

邦人保護　救出
の法と態勢が必
要だ　対外情報機
関の創設を急げ

人質事件と日本
外交―平和国家
の構えを崩すな

許せぬ暴挙　悲
劇胸にテロ封じ込
めよ

絶対に許せぬ蛮
行だ　日本人人質
殺害映像

人質事件最悪に
／外交、政府対
応検証が要る

日本人人質事件
卑劣な行為許さ
ぬ連携を

　
管／利用促進と
駅前開発が鍵

阪神大震災２０年
教訓生かし防災
先進国に　自主、
共助が復興早め
た

阪神大震災２０年
―防災の日常化
を進めよう

2015/1/18

2015/1/20

2015/1/24

2015/1/23

2015/1/22

2015/1/21

2015/1/19

フリースクール支
援―どうつくる多
様な社会

2015/2/4

2015/2/3

2015/1/29

エネルギー政策
全原発停止を終
わらせよう

阪神大震災２０年
減災に地域社会
の力を

2015/1/17

2015/1/25

2015/2/2

日本人人質殺害
許せない冷血の
所業だ

2015/1/26

人質殺害画像
卑劣な蛮行を許さ
ない　対テロで国
内外の結束強め
よ

「イスラム国」の非
道―この国際犯
罪を許さない

人質事件の教訓
国会自ら検証へ
乗り出せ

原発事故の賠償
／営業損害の打
ち切りは早計



テロへの対応―
自由を貫いてこそ

英語教育早期化
肝心なのは話す
「中身」だ

通商秩序の進化
へＴＰＰの早期決
着を

ペットとの共生
「モノ」扱いはやめ
よう

仏紙風刺画問題
多様な価値観受
容する社会に

北海道関連予算
地域振興につな
げたい

新・戦争文字　戦
後７０年の“臨場
感”

渡辺氏不起訴―
個人の借金に
ルールを

前支局長出国禁
止　言論自由の
戦いに反する

安保の視点欠か
せぬ宇宙戦略

表現すること　他
者を尊重する心も

宇宙基本計画
安全保障の能力
強化を進めよ

政府の沖縄政策
手のひら返す対
応不当

福井先行開業
手放しでは喜べな
い

新年度予算案―
弱者へしわ寄せ
なのか

民主党代表選
安保論議もっと深
めよ

国保改革―都道
府県は推進力た
れ

１５年度予算案
未来への道が見
えない

自民の敗北―佐
賀の乱で見えたこ
と

大阪都構想　住
民投票ありきは疑
問だ

仏連続テロを教訓
に連携と連帯深
めよ

「大阪都」住民投
票　筋が通らぬ承
認手続き

トヨタ特許公開
燃料電池車の普
及を促すか

戦後７０年談話
加害責任と反省
明確に

名張・再審認めず
証拠は検察のも
のか

佐賀県知事選
政権の押し付けを
拒んだ

「存立事態」―生
煮え論議は許さ
れぬ

仏３７０万人デモ
連帯をテロ根絶に
生かせ

過ぎた介入が生
んだ佐賀の乱

パリ２００万人行
進　暴力許さぬ連
帯示した

介護報酬削減
職員の待遇改善
と両立させよ

介護現場の充実
職員確保に力を
入れよ

与党知事選敗北
地域の声に聞く耳
を

反テロ連帯　「文
明の衝突」にはす
るな

３年目の原子力
規制委に改めて
問う

中国外交　対外
協調が繁栄のカ
ギ

原発「中間整理」
脱依存への視点
が皆無

認知症研究の正
常化を急げ

佐賀知事選　安
易な中央主導の

ＧＰＳ追跡捜査
「令状なし」疑問

成人の日　大人
への一歩は投票
から

若者が自信を持
つための舞台づく
りを

政権の沖縄対応
亀裂深める露骨
な冷遇

遠のく中東和平
信頼回復へ敵対
行動の自制を

地方創生　自治
体の主導が基本
だ

トヨタ特許公開
燃料電池車の新
時代開け

注目したいトヨタ
の特許戦略

成人の日　大きな
優しさと強さを

成人の日　若い力
で豊かな未来を
築こう

燃料電池車　普
及へ官民連携強
化を

クロマグロ　大西
洋に資源管理を
学べ

犯罪被害者保護
心の負担軽減で
審理充実を

医療保険改革
国と地方で国保
の安定を

仏銃撃犯射殺　テ
ロ連鎖阻止へ連
帯を強めよ

社会福祉―国民
の「安心」を削るな

大学入試改革
知識軽視の内容
にするな

膨張する医療費
の抑制に本腰を
入れよ

テレビと政治　「自
粛ネタ」は笑えな
い

新幹線札幌延伸
５年前倒しを起爆
剤に

好循環拡大策
成長期待を取り戻
せるか

補正予算―財政
節度保つ仕組み
に

元朝日記者提訴
言論の自由に反
している

原油安を反映しな
い補正予算

整備新幹線　前
倒しに大義はある
か

地震・津波対策
２０５校が浸水域
とは

北九州市長選
鉄都再生の将来
像を競え

介護報酬引き下
げ　待遇改善に工
夫を凝らせ

表現の自由への
テロは断じて許さ
れない

国保改革　経済
弱者の医療守ろう

食品異物混入
企業も消費者も冷
静に対応を

仏紙乱射テロ
「表現の自由」狙
う卑劣

パリ週刊紙テロ
言論への銃弾許
されない

仏紙銃撃テロ　表
現の自由は揺る
がない

食品企業はもっと
情報開示を

仏週刊紙襲撃
憎悪あおるテロを
断て

パリ新聞社銃撃
表現の自由に挑
戦する蛮行だ

若者の雇用　希
望持って働く環境
を

民主党代表選
党再生の具体的
道筋競え

民主党代表選―
白熱の議論が聞
きたい

マクドナルド　これ
で信頼回復できる
か

原発の円滑な廃
炉促す環境整備
を急げ

波乱の年初市場
ゆがみの蓄積が
心配だ

民主代表選告示
党再建へ問われ
る路線と政策

民主党代表選
競うべきは政策の
軸だ

ギリシャ不安―Ｅ
Ｕと現実的な妥協
を

民主党代表選
国を語れる再生
の道示せ

非自民の受け皿
を目指せ

民主党代表選
再編より政策を論
じよ

日米韓情報共有
北のミサイル抑止
につなげよ

小中一貫校　教
育格差　助長しな
いか

大阪都構想―住
民投票にはまだ

税制改正　格差
が拡大しかねない

マグロの教え―
「取りすぎない」徹

新千歳民営化
全道に効果広げ

年明けの株安が
映した世界経済
のリスク
特殊詐欺の封じ
込めに全力を

2015/1/5
日本経済の課題
―暮らしを守る脱
デフレに

経済再生　日本
型成長の再確立
急げ　財政再建と
の両立が基盤だ

外国人の受け入
れへ一段の工夫
を

戦後７０年・家族
と社会　多様な暮
らしの実現を

日本経済再生　ア
ベノミクスの真価
問われる

＜戦後７０年に考
える＞世界の中
の日本　平和主
義の先駆者として

温室ガス削減／
国は早急に野心
的目標示せ

「悲しみ」分かち合
う時　年のはじめ
に考える

アベノミクス　なぜ
回復実感が乏し
いか

2015/1/4
危機に立つ世界
秩序―国際法支
配の確立めざせ

安全保障　同盟
強化と自力防衛を
中国抑止へ予算
と人員増図れ

イノベーション加
速が成長のカギ
だ

戦後７０年・歴史
と政治　自分史に
閉じこもるな

流動化する世界
秩序維持へ国際
協調が急務だ

＜戦後７０年に考
える＞未来への
責任　「歴史」の
視座ゆがめるな

経済成長と貧困
／「見たくない現
実」直視を

真の強者は弱者
に優しい　年のは
じめに考える

古希の平和日本
「不戦百年」へ進
むために

2015/1/3
日本人と戦後７０
年―忘れてはなら
ないこと

少子化問題　国
民の機運高める
年に　子供育てる
喜びの再確認を

世界経済の変化
を見据えて改革を

戦後７０年・ピケ
ティ現象　希望求
め議論始めよう

戦後７０年　未来
志向で歴史と平
和語ろう

＜戦後７０年に考
える＞揺れる民主
主義　「国民が主
役」を忘れずに

防災・減災　国連
会議の年に／一
人一人が発信者
の自覚を

５０年後のわが町
は　年のはじめに
考える

１強政治の作法
多様な民意との
対話こそ

2015/1/2

2015/1/1
グローバル時代
の歴史―「自虐」
や「自尊」を超え

休み
戦後70年の統治
のかたちづくりを

戦後７０年　日本
とアジア　脱・序
列思考のすすめ

日本の活路を切り
開く年に　成長力
強化で人口減に

＜戦後７０年に考
える＞引き継ぐも
の　参加と対話で

戦後７０年の先に
／平和の維持へ
思慮の限りを

戦後７０年のルネ
サンス　年のはじ
めに考える

日本の強さとは
「国家の大計」熟
考の年に

成人の日　若者
が希望感じる社会
に

戦争しない人に成
る　年のはじめに
考える

ＴＰＰ交渉／譲歩
は地方創生危うく
する

刑事司法改革
民主社会の成熟
度を問う

「新四人組」打倒
の先は　年のはじ
めに考える

「安倍談話」／未
来志向も反省が
あってこそ

スポーツと健康
増やそう元気なお
年寄り

原発ゼロへの再
出発　年のはじめ
に考える

交通事故死／ゼ
ロに向け努力を続
けよう

「戦争しない国」を
貫こう　年のはじ
めに考える

危険ドラッグ／規
制と治療の両輪
で根絶を

見えない「負担」も
語れ　１５年度予
算案

１５年度予算案／
経済成長頼み危
うくないか

歴史と政治　過不
足のない「自画
像」を

「反日と嫌韓」止
めねば　年のはじ
めに考える

山形大生訴訟／
和解に向け誠意
示し決断を

阪神大震災２０年
「想定外」の教訓
を生かせ

阪神大震災２０年
／復興と伝承の
歩み共有を

政府予算案　二
兎を追うことの難
しさ

民主党代表選／
党再生へ足場固
める論戦を

２０１５年の世界
国連を軸に新秩
序構築を

休み

原発政策―「決め
方」を見直すとき
だ
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戦後７０年談話
積極的に未来と
歴史語れ　不当な
非難に繰り返し反
論を

戦後７０年・広島
と長崎　人類の悲
劇を見据えよ

安倍政権の課題
「強い経済」を諸
改革の基盤に

地方創生　分権
改革と共に取り組
め

平和主義引き継
ぐ責任　年のはじ
めに考える

若者の田園回帰
／新たな潮流に
応える施策を

＜戦後７０年に考
える＞漂流する経
済　持続可能な社
会　探りたい
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共存社会に大き
な試練　年のはじ
めに考える

仏紙テロ／表現
の自由への許せ
ぬ蛮行

よい社会へビジネ
スの知恵生かせ
民が拓くニッポン

九州とアジア　交
流を深め地域に
活路を

「普段の努力」で
守る　年のはじめ
に考える

岩手知事出馬表
明／曖昧でない
「県民党」を

社会保障改革
少子化の克服へ
総力で挑もう

電源の構成　エネ
ルギー強靱化の
年に　次世代原発
の開発も急ぎたい
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2015/1/16

2015/1/9
フランス週刊紙襲
撃―言論への暴
力を許すな

１５年度予算案
経済再生を着実
に実現したい

成長と財政両立
の道筋見えぬ予
算

２７年度予算案
歳出効率化まだ
足りぬ　迅速な執
行で経済の好循
環を

2015/1/15

安倍外交と安保
抑止力強化へ万
全の法整備を

戦後７０年　言論
のゆくえ　勝ち負
けの議論越えて

戦後７０年・ローカ
ルの価値　誇りあ
る地域の再生を

雇用慣行破り柔
軟な働き方を競え

中国との関係―
難問に向き合うた
めに
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成人の日に考え
る―答え合わせと
黒のスーツ
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2015/1/14

世界経済の岐路
安定成長への道
をたどれるか

佐賀県知事選
農協改革の後退
許されぬ

2015/1/13
水素エネルギー
―社会を支える新
たな力に

２０１５年度予算
案　道筋見えぬ成
長と健全化
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